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　耕こう介すけにとって、その日は朝から不思議な事が多かった。やっと話す言葉にも少し論理性が芽生えてきた弟が出かけようとする母の後ろ姿を見て
「赤い」
　と指差した。指す先が母の長い髪かみを留とめている簪かんざしであることは耕介にもすぐにわかったが、それはどう見ても黄色い鼈べつ甲こうの簪だった。
　弟の発言が気になってまず耕介が疑ったのは、言葉の意味を間ま違ちがえて憶おぼえている事であり、次に心配したのは視覚障害だった。
　十年経たった現在、その心配は杞き憂ゆうだったことはわかっている。しかしあの日を思い出す限り弟の発言は何かを予見しているかのようで、実際彼かれに赤く見えていた鼈甲の簪が凶きよ器うきとなった偶ぐう然ぜんは未いまだに耕介にとって結論の出ない不思議だった。




　その日は学校が夏休み初日ということもあり、朝から普ふ段だんは見られない時間帯のテレビを視しち聴ようし、布ふ団とんや洗せん濯たく物ものを干す普段は見られない光景を見て、なにやらわくわくとしていた。
　昼食を挟はさんで父は八百屋の店先に立ち、弟は隣となりの女の子の家に遊びに行き、母は銀行へお金を貯金しに出かけるという全員バラバラの行動であった。
　耕介はといえば弟についていく気にもなれず、店で父の手伝いにも飽あきていた。だから母に付いて行って運がよければ帰りにお菓か子しでも買ってもらおうという腹積もりを立てていたのだ。
　銀行のロビーは閑かん散さんとしていたが、それでも順番待ちは必要で、しばらく母と二人、背もたれのないソファーに並んで座すわり呼ばれるのを待った。
「はい、じゃあ問題」
　母は耕介によくこうしてクイズを出してきた。それは時として大人も答えることが難しい問題であったりすることがある。幾いく度ども繰くり返かえすうちに、耕介には当たり前になってしまい、そしてそれに答えられるのが嬉うれしくて仕方がなかった。
　そんないつもの母の問とい掛かけを繰り返しているうちに、アナウンスが「８１番の番号札のお客さま」と呼ぶのが聞こえる。母は「ちょっと待っててね」と言ってカウンターへと向かって行った。
　母がカウンターでバッグの中から通帳を取り出した瞬しゆ間んかん、耕介の目に漫まん画がかドラマの中でしか見たことのない光景が飛び込んできた。
　赤いポリタンクを持った男が走りこんできたかと思うと、その中身をあたりに勢いよくぶちまける。
　まだ小学生だった耕介は、それがテレビの撮さつ影えいじゃないかだとか、質たちの悪い冗じよ談うだんでは、と疑うような気持ちはなかった。むしろ短たん絡らく的てきに強ごう盗とうだ、という結論に達し、席を立ち上がって母のいる方へ走り寄ろうとした。
　しかし男はライターを取り出し「動くな」とお決まりのように言う。
　気がつくとガソリンの臭においが鼻を突ついて、初めて危険である実感が湧わいてくる。途と端たんに耕介の足は震ふるえ、さらに肩かたにまで伝でん播ぱしてくる。
　耕介はその様子を悟さとられないように必死で平静を装よそおう。
　犯人が次いでした行動は人ひと質じちを取るということだった。
　カッターナイフを取り出して近くの女性に腕うでを回すと切っ先を首下に突きつける。
　よく考えれば判わかることだが、ガソリンを撒まき、ライターを持っている時点で店にいる全ての人間を人質にとっているのと変わらない。それなのにこの期ごに及およんで、誰だれか個人を人質にする必要など無いのだ。
　後に新聞などでわかったことだが男は借金を重ね首が廻まわらなくなり、思いつめた結果、勢いあまってガソリンスタンドでポリタンクとガソリンを購こう入にゆうした。そしてそのスタンドから目に入った銀行にそのまま直行してきたのだという。
　つまり男の頭に計画性などはこれっぽっちもなく、やけくそでやったというのが真相だった。だからガソリンを撒き、ライターをチラつかせ、その後に何な故ぜか別の人質を取ろうと考えたこの男の頭の中には、既すでに論理的思考など無くなっていたのである。
　耕介はカッターを突きつけられた女性が、自分の母であることに気づくまでに何秒かかったのだろう。いや、一いつ瞬しゆんだったのかもしれない。
　だとしたら耕介にとってこれほど長く感じた一瞬はなかった。
「おい、そこのガキ」
　と声をかけられていることに気づいたのは、何度目かの呼びかけだった。それが何度目なのかも耕介にはよくわからなかった。
　銀行内にガキと呼ばれてもおかしくないのは耕介だけだ。
　殊しゆ勝しように「はい」と答えるが、内心は心臓が爆ばく発はつしそうになっていた。
「このガキに金を運ばせる」
　銀行員が行動すれば、すぐに警報装置に手がいく。他のお客だと抵てい抗こうしたり、隙すきを突いて男の裏をかいて犯行を阻そ止しするかもしれない。
　そこでいったら、母を盾たてに取られた小学生は恰かつ好こうの餌え食じきといえる。
「袋ふくろを探せ。大きいものだ」
　男の指示に従って、カウンターを乗のり越こえて袋らしきものを探すが、見当たらない。その間も手を上げた大人たちは身じろぎもせず、耕介の行動を目だけで追う。しかしそれらしい大きな袋などどこにも見当たらず、耕介は泣きそうな気持ちを押おし殺ころして、男に向き直り首を横に振ふる。
「何でもいい、金の入りそうなものはないか？」
　そう言われて辺りを探すと、奥おくの机の上にＢ４サイズの紙封ふう筒とうがある。中身を取り出して、男に掲かかげて見せると「それでいい」と頷うなずき「金をつめろ」と次の指示をする。
　これから預金されるお金、これから引き出されようとするお金、とにかく目に入るお金をつめながら、耕介は母のほうを盗ぬすみ見る。気きじ丈ように身動きもせずに人質になりながら、こちらを心配そうに見守っていた。
　──もう少しだからね。
　そう言うように耕介は必死で封筒にお金を詰つめ込んでいく。男は耕介の行動を注視していた。周りに対する配はい慮りよを欠いていることは明白だった。
　それはどうやら耕介だけの印象ではなかったようだ。行動に移したのは入り口付近に立っていた警備員だった。
　勢いよく男に突とつ進しんし取とり押さえようとする。手元が緩ゆるんだ瞬間、母がその手をすり抜ぬける。同時進行でカウンター内の銀行員が警報装置のブザーに手を掛けた。母がすり抜けた手を逃のがれながらバランスを崩くずす。男は再度捕つかまえようと母に手を伸のばすが、僅わずかに届かず掴つかんだのは簪かんざしだけ。
　母の髪から簪がスッと抜け落おち、同時に纏まとめてあった長い髪がほどけて舞まう。
　その中に男が飛び込むような形になり、男に引っ張られた警備員も折り重なるようにカウンターの向こう側に消えていった。
　目の前の光景は全すべてがスローモーションだった。
　耕介は走り出しカウンターを飛とび越え、そして目を疑った。いま目の前に起こっていることが理解できなかった。
　いつスローモーションからもとの時間に戻もどったのか耕介にはわからない。
　気がつくと男は逃とう走そうして居なくなっており、それを追っていったのか警備員も居おらず、ただ自らの簪が背中に突き立たてられた母の姿が目の前に横たわっていた。
　急いで引ひき抜くと、背中に血液がみるみる染しみ出してくる。
　耕介の心臓は早はや鐘がねを打つ。
　痛みのせいか、それとも他に原因があるのか母は動く事ができず、顔だけをこちらに向け薄うすく笑った。
「……耕介、あんたは無事？」
　しきりに耕介は頷うなずいた。
「よかった。よくやったね。がんばった。帰ったら父さんが褒ほめてくれるよ」
　何一つ褒められることなんてしていない。自分は何も出来なかったんだから。
「悔くいるんじゃないよ」
　苦しげに、でも笑う。何故笑うのか？
「でも、耕介は悔いるだろうね。優やさしいからね」
　自分の言ったことに再び笑う。
「後こう悔かいするのは仕方ない。でもね、もし後悔するような時があったら……自分が何も出来ない小さな人間だと思うことがあったら、こう思うようにしなさい。自分の目から見える範はん囲いが世界なんだ、って。その目から見える世界を守るように努力しなさい」
　耕介は喉のど元もとまであがってくる言葉を口にできずにいた。
　──今見えている母を自分は守れなかったじゃないか。後悔なら今、この瞬間している。もっと自分が強かったら、もっと自分が賢かしこかったら。
　そう思わずにいられない耕介の心中を読み取るように、母は付け足すように言う。
「これからするの。これから先、あなたが死ぬまで、自分から見える世界を守るの。それでも後悔する事はあるの。それでも全力を尽つくすの。いい、わかった？」
　どんな状じよう況きようにおいても強い女性だった。耕介は何度も頷き母にそのように生きると約束した。
　耕介の母が息を引き取ったのは、次の日の早朝だった。弟は何のことか理解していなかったのか、ただ場の雰ふん囲い気きにじっと口をつぐむ。
　──僕ぼくが泣くわけにはいかない。何故なら一番泣きたいのは父のはずだからだ。
　父は母の事を愛しているのだ、と耕介は実感していた。
　愛という不可思議な日本語を耕介の年で口にするのには父の姿があったからだ。父は他の誰よりも母を愛していた。
　それは子供の目から見ても明白であり、自分たちに接するものとは違ちがう絆きずなを二人に見せ付けられては、幼い日に嫉しつ妬としたりもした。耕介がそのことを父に話すと彼は、真ま面じ目めな顔で子供だということを抜きに話してくれた。
「いいか、自分の子供が可愛かわいいと思うのはあたりめぇだし、愛情だってしっかりある。だけどな、父ちゃんと母ちゃんは赤の他人だったんだ。その赤の他人が一いつ緒しよに暮らそう、結けつ婚こんしよう、子供を作ろう、ってのは並の覚かく悟ごじゃできねえことだと俺おれは思う。少なくとも俺は他の女じゃ一緒にいられねえ。一週間も一緒に居たら耐たえらんねえ。しかし母ちゃんとだったら死ぬまで一緒に居ても足らねえ。死んだ先でも一緒に居てえ。それは、おめえらに掛ける愛情とはまったく別のもんだということは理解してくれよな」
　耕介はそんな二人を見ることで、愛というのはこういうことなのだろう、と感覚で理解した。そんな父が泣くこともせず、じっと我が慢まんして下を向いていた。
　だから耕介もジッと我慢した。母の言葉を思い出す。父の姿が重なる。
　父は自分に見える世界を守ってきた。全力で守ってきた。それでも後悔しているのだろう。自分が最も守りたかったものを守りきれなかったことに。
　──僕も守らなければならない。
　母を守れなかったこと。父の守ろうとした世界を守れなかったこと。悔いは残る。それは自分の意思だけではどうしようもない事でもあるのだ。
　──でも………。
　守り通してみよう。自分の目から見える世界を。
「そういうことだよね、母さん」
　耕介は溢あふれだそうとする感情を堪こらえ、ゆっくりと顔を上げた。
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　じりじりと熱せられたアスファルトから陽炎かげろうが立ちのぼる。
　梅つ雨ゆ明あけと同時に、都内は連日真夏日を記録し、救急車の出動件数が昨年の記録をあっという間に越してしまったという。
　大おお倉くら耕こう介すけはそんな新聞記事の内容を思い出しながら、通学路の路上で茹うだるような暑さに包まれていた。頬ほおを伝う汗あせがぽたりと落ちるが、その表情には辟へき易えきとした様子は窺うかがえない。むしろ涼すずしげな顔で立ち上る陽炎を見つめていた。そんなクールな表情をしている耕介ではあったが、あくまで表情だけであって内心はどうにもならない暑さにへばりそうになっていた。
　国立大学の校舎に沿って歩いて行くと、大学病院の屋上にあるヘリポートに救急ヘリが発着している音が聞こえた。いつもであればなんとなしに見上げるのだが、こうも陽光がギラギラと降ふり注いでいると、それを仰あおぎ見みるような気にもなれない。
「あ……暑いです」
　そんな耕介よりも先に音ねをあげたのは、隣を歩く少女だった。
　朦もう朧ろうと半眼になりながら、助けを求めるように耕介のシャツの袖そでをちょこんとつまみ、必死についてこようとする姿は、さながら愛あい玩がん動物のような愛らしさだった。
　耕介の同居人であり、大学に於おいては妹、ということになっている咲さく耶やである。彼かの女じよには魔ま法ほう使つかいという秘密があり、またとある機関から、ある儀ぎ式しきをするように狙ねらわれているという事情があった。
　そんな過か酷こくな状況も、今の彼女にとってはさほど問題ではないようだ。
　麦わら帽ぼう子しに白いワンピース姿は、いかにも夏を感じさせるが、そんな涼しげな格好の咲耶にとってもこの暑さは応こたえている様子である。
　耕介はこめかみに人差し指をあてて、どうするべきか考える。
「どこか涼しい所に入ろうか？」
　耕介がそう提案すると、咲耶の表情はパッと明るくなり目をキラキラさせながら眩まぶしいほどの笑え顔がおになる。
「はい！」
　提案した途端に急に元気になった咲耶を連れて、耕介は近くにある喫きつ茶さ店てんを見つけて中に入った。
　空調の効きいた室内は外とは打って変わって涼しい。
　思わず耕介も咲耶も、その場に突っ立ったまま一息ついてしまった。
「すごく涼しいですね」
「ああ」
「もうこのままここに住んじゃいたいですね」
「……いや……まあ気持ちはわかるが」
　同意はできなかったようである。
　店員に促うながされ、着席すると早さつ速そく、咲耶がアイスミルクティを注文し、耕介もアイスコーヒーをお願いする。しばしお互たがい言葉もなく汗がひいていくのを待っているうちにオーダーがやってきた。
　咲耶はごくりと一口ミルクティに口をつけてから、気持ちが落ち着いたのかいつもの様子で他た愛あいもない話をし、耕介もそれに相づちを打ちながら聞いていた。
　ひと段落した所で、咲耶の表情に僅わずかに陰かげりが現れた。話しづらそうにもじもじとしながら、どこを見るともなく視線を泳がせている。
　どうやら、今日一番話したかった話題なのだろう。
　咲耶の様子から、それだけ感じ取った耕介はむっつりとした表情を崩すことはできなかったが、口調は柔やわらかく彼女に問いかける。
「どうしたんだい？　咲耶」
　ハッとする咲耶であったが、少し俯うつむきながら視線を泳がせ、ぽつりぽつりと気にかかっている心配事について話しだした。
「あの……夢の中で磐いわ長ながに会うって、前に言いましたよね」
「ああ。咲耶が夢を見ている時に隔かく界かいの磐長の下に行くことができる、というのは知っているよ」
「その磐長なんですが……」
　彼女は不安でいっぱいな気持ちを、その表情に吐と露ろしていた。
「四日前から、夢に出てきてくれないんです」
　磐長は咲耶の幼い日からの大切な友人である。咲耶のことをずっと見守り続け、慈いつくしみ、大切に思ってくれる存在である。
　その彼女が咲耶の前に姿を現さないということはどういうことなのだろうか？
　耕介はこめかみに人差し指をあてながら思考してみるが、明確な理由には思い当たらない。
　しかし可能性とすれば磐長になにかあったのかもしれない、ということも考えられる。
　咲耶は膝ひざの上に置いた手を握にぎりしめた。
「磐長が心配です。隔界に行って磐長を捜した方がいいでしょうか……？」
　咲耶は居ても立ってもいられない気持ちを抑おさえるように小さく息を吐ついた。
「わかった。沖おき島しま教授にも相談してみるよ。沖島教授ならもしかしたら何か知っているかも知れないからね」
「………はい」
　咲耶は不安に揺ゆれる心を律するように、小さく笑顔を見せた。
　──悪いことが起こっていなければいいのだが……。
　人差し指をこめかみにあてたまま、耕介は願うような気持ちで思考を続けた。


＊＊＊＊


　纏まとわりつくような闇やみが立ち込める中に、磐長はぽつんと座っていた。果てのない常とこ闇やみの向こうに見るともなく視線を向け、思考するでもなく、ぼんやりするでもなく、静かに鎮ちん座ざしながら僅わずかに揺れる空気を感じることに集中する。
　三千年の月日をそうして過ごしてきたし、これからもそうしていくのだろう。
　そう考えながら身じろぎもせず、磐長はゆっくりと息を吐く。
　吐いた息に周りの空気が思ったよりも大きく揺れたように感じた。
　──もしここから出ることができるのなら……。
　芽生えてしまった希望に彼女は大きく頭かぶりを振る。
　それはあってはならないことなのだ。自分がここから出てしまうということが、何を意味するのか磐長は知っている。
　あの神を監かん視しするために、ここに縛しばられている。装置として置かれた永遠の命なのだ。
　──誰の目にも触ふれず、誰からも愛されず、これからも……ずっと。
　そのことを悲しいなどと思ってはいけない、と磐長は目を固く瞑つぶり、雑念を払はらう。
『磐長は私の朋ほう輩ばいですよ』
　彼女の言葉が耳に甦よみがえる。
　早く会いたい。彼女に会いたい。
　強くそう磐長が願った。とその時、ゆっくりと空気が動き出した。
　目を見開き、磐長はその方向を見る。
　しかしそこにあったのは磐長の求める姿ではなく、リニエッジ機関の通信士から届いた命令だった。幾き何か学がく模様が浮うかび上あがり、対流するようにその模様はたゆたう。
　気落ちしている自分に驚おどろきながらも、磐長は気丈に立ち上がり幾何学模様にそっと触れる。
　模様はそれに反応し、文字を形成する。
『隔界ノ扉とびらヲ開ク事』
　簡潔な命令だった。意図も目的も見えない。
　磐長は不ふ審しんに思い、その理由を問いただす。
　すぐに帰ってきた文に磐長は目を見張った。
『木この花はな乃の咲さく耶や媛ひめガ意識不明ニ陥おちいッタ　至急磐いわ長なが媛ひめノ幇ほう助じよヲ求メル』
　──そんな筈はずはない……でも、それが本当だとしたら……。
　磐長はたったその一文で、心が乱れた。
　考えがまとまらず、疑うこともできず、ただ居ても立ってもいられない気持ちがこみあげてくる。
　──何故？　どうして？　咲耶になにがあったのだろう？
　オロオロとしながら、誰に相談することもできず、焦あせりが込みあげ、動どう悸きが激しくなる。
　気がつくと磐長は指を立て隔界の扉を開いていた。
　その瞬しゆ間んかん、隔界と唯ゆい物ぶつ界を結ぶ隙すき間まから、煙けむりが噴ふん出しゆつするように勢いよく飛び出してきた。驚きに一瞬動きを止める磐長。
　しかしそれは煙ではなく霧きりであった。常闇を覆おおうように霧は濃こく空間を埋うめ尽くしていき、磐長自身も飲み込まれていく。霧の中に人の気配を感じた。
「だれ？」
　そう問いかけたと同時に、誰だれかの手が磐長の胸に伸びる。胸からは金色の糸が飛び出した。
　何が起こっているのか、何一つわからなかった。
　ただ自分が大きな過あやまちを犯おかしたことだけはわかった。その場の感情に身を任せ、冷静な判断を欠き、取り返しのつかないことをしてしまった。
　自分の意識が少しずつ薄れて行く感覚が伝わってくる。目の前が暗くなっていく中で磐長の耳に聞こえてくる声。
「────────────」
　磐長は目を見張った。それは磐長を作りだした、大おお山やま[image: 祇]つみ神のかみの一族だけが知る解呪の法。自分に掛かけられた呪のろいを解くための呪まじない。
　──だめ……私を解呪してしまっては………。
　霧むち中ゆうの常闇に、磐長の意識が暗転していった。


　リビングに置かれた電話のベルが鳴る。
　おそらく先ほど連れん絡らくを入れた沖島教授からだろうと耕介は考え、腰こしを上げようとする。
　すると耕介よりも先に、スリッパをペタペタと言わせながら咲耶が電話に駆かけ寄より受話器を取った。
「はい、もしもし、大倉です」
　家に据すえ置おきの電話は、大倉名義であるので、咲耶もそうして一律、『大倉』と名乗るようにしている。電話がかかってくると、咲耶が取りたがるのは何な故ぜだろうか、と耕介は考えていた。
　咲耶はどうやら、『大倉です』と電話をとる時に嬉うれしそうにしている様子だ。
　──電話に興味があるのだろうか？
　すると電話を取った咲耶は、なにやら急に「うぐぅ」と言った後、カタカタとゼンマイ人形さながらに震ふるえながら振り向むく。
「こ、こ、こ、こ、耕介ぇ………」
　ふと思し索さくにふけっていた耕介は、咲耶に呼ばれて顔を上げた。目に入ってきた咲耶は、何故か受話器を持ちながら口元を戦慄わななかせている。
「どうしたんだい？」
「そ、その………お父様から……耕介の……」
　しまった、と思った。
　実家の父からだった。まだ咲耶について実家の父にはなにも話していなかった。諸事情があって引っ越こすことになり、その過程で住居の費用を学校に持ってもらっている、ということは話してあった。しかし咲耶についてどう説明するか、ということを考えているうちに、父に説明をせずにここまで来てしまったのだ。
　よりにもよって、もっとも誤解を受けやすい状態で、咲耶の存在が発覚した形になってしまったのだ。
「………もしもし」
『おう……耕介………』
　電話の向こうの父の声が震えていた。お互いなにを話すか詮せん索さくする長い間が生まれる。
『あー、その……なんだ。あれだな。友達が来ていたんだな』
　どうやら、父はこの圧あつ倒とう的てきに疑わしき状況を、好意的に理解しようと努めてくれているようである。
「え、ええ」
　耕介も焦あせった気持ちがあったのか、思わずそう答えてしまった。
『あれだよな……思わず、大倉って名乗っちゃう間あい柄だがらのお友達だな』
　そういう間柄のお友達を一いつ般ぱん的てきには、同どう棲せい相手という。
　言い訳もできず、耕介はこめかみに指をあてて、正直に話すべきか迷った。
　しかし父は咳せき払ばらいを一つすると話を切きり替かえてしまった。
『そうだ、耕介。その、今年は帰って来れるのか？』
　もちろん帰るつもりではあったのだが、その日どりが問題だったのだ。
『母ちゃんの命日。今年もテストか？』
　理学部のテストはいつも八月まで掛かかるケースが多く、教員のスケジュールによっては、八月の中ちゆう旬じゆんまでかかることもある。今年は八月の初しよ旬じゆんには全すべてのテストが終わる予定だったが、母の命日に帰ることはできなさそうだった。
「すみません」
『いや、いいってことよ。大学生は学業が本分なんだからよ。むしろちゃんとやってこい。その方が母ちゃんも喜ぶってもんだ』
　父はそう言いながら笑って返してくれた。
「終わったらすぐに帰るようにするんで」
『おう、わかった。んじゃ、元気でやれよ』
「はい」
　と、これで会話は終わったように思えたが、父は電話を切らずに何か向こう側でモゴモゴしている。
「どうかしましたか？」
『あ、あのだな。その……ものごとには順序というものがあったりするじゃないか』
「？　……ええ」
『その、順番は間ま違ちがえるな』
「なんのですか？」
『やっぱりな、ちゃんと式を挙げてから、子供、という順番で頼たのむ。父からの願いだ』
　やはり父は勘かん違ちがいしていたようである。
『父ちゃんは、孫は女の子がいいなっ！　うち男ばっかだし。じゃあ！』
　言い訳をする暇ひまを与あたえず、父は一方的に電話を切ってしまった。
　耕介はこめかみにあてた指を離はなすことができず、そのまま受話器を置いた。
　隣となりで咲耶がもじもじとしながら耕介を見上げている。
「耕介。そ、その……お父様に変に誤解されたりしていませんでした？」
「ちょっと、誤解しているようだね」
　実際にはだいぶ激しく誤解していた。
「そ、そうですか……えへへ……仕方ないですね」
　取り違いが発生しているにもかかわらず、そこで何故か咲耶は嬉しそうに笑うのだ。
　耕介はいよいよ、こめかみにあてた指を離せなくなってしまった。
　──誤解されて咲耶は不快に思ったりはしないのだろうか？
　耕介がそんなことを考えていると、すぐにまた電話のベルが鳴る。耕介が手元にあった受話器を取ろうとすると、先に咲耶が飛びつくように取ってしまった。
「はい、もしもし、大倉です」
　先ほど誤解を生んだばかりであるのに、咲耶は気にしている様子ではない。
　むしろ、誤解どんと来い、の勢いで名乗りを上げている。
「……あ……おじいちゃん」
　どうやら今度こそ沖島教授のようである。先ほど携けい帯たい電話から彼かれのもとに電話をした時には、会議中だったようで、取り次いでもらうことはできなかった。かけ直してきてくれたということは、会議が終わったのだろう。
　咲耶は祖父となにやら嬉しそうに言葉を交かわしている様子だ。聞かねばならないことはもちろんあったが、孫との会話を邪じや魔まするほど無ぶ粋すいではない。
「あ、はい。これからご飯です。今日はお肉なんです。えへへ」
　他愛もない日常の会話である。しかしそれが、長い年月、他人として過ごしてきた二人の距きよ離りを埋めて行く、大切な会話であることを耕介は知っている。
「はい、ご飯の後にお風ふ呂ろです」
　笑うことのできない耕介は心の中で微ほほ笑えましい気持ちになる。
「はい、たまたま着き替がえ中に入ってきたりしませんよ」
　──………。
「えへへ、大だい丈じよ夫うぶですよ、偶ぐう然ぜんお風ふ呂ろ場ばでばったりとか今までにもなかったです」
　──……………。
「え？　衣服の配置ですか？　はい、変わってませんよ」
　こめかみに人差し指をあてる。
「はい、じゃあ耕介に替わりますね」
　咲耶は祖父との会話を楽しんだのか、嬉しそうに受話器を耕介に手て渡わたしてくる。
「どうも、大倉です」
『ああ、さっきはすまなかったね。なにかあったのかな？』
「はい、お聞きしたいことが二点ほどありまして」
『ふむ』
「とりあえず……沖島教授は僕ぼくに何か疑いを掛けていませんか？」
『……………』
　電話越しに沖島教授が目線を逸そらせたであろうことが、手に取るようにわかった。
「教授。心配なのはわかりますが、もう少し信用して下さってもよろしいかと」
『しかし大倉君。よく考えてみたまえ』
「はい」
『咲耶は可愛かわいいでしょう』
　たしかに咲耶はかわいいと耕介も思う。幼いことを差し引いても、構内を歩いていて、振ふり返かえる男子学生がいるのを耕介はよく知っている。
『そんなかわいい咲耶のそばにいて、大倉君が冷静でいられる理由を簡潔に二十文字で答えてほしい！』
　以前より簡潔に答えるハードルが上がっていた。
「孫がかわいいあまり冷静な判断を欠いている……二十文字です」
『むっ……』
　耕介はため息をつきながら、話を切り替えることにした。
「お聞きしたいことは、実はもう一点の方でして……磐長についてです」
　耕介は今日咲耶から聞いた話を順序立てて説明していく。
　咲耶が夢の中で磐長に会っているということ。そしてその磐長が、突とつ然ぜん現れなくなってしまったということ。
　沖島教授も聞きながら信じられないというように息を呑のむのがわかる。
『それは本当かね？』
　沖島教授の声にも僅わずかに緊きん張ちようが感じとれた。耕介が「はい」と答えると沖島教授は憚はばかりを入れて、一分ほど保留状態になる。すぐに保留が解除されると向こう側から沖島教授が本をめくる音が聞こえた。
『それは不可能なはずです。磐長媛はけっして隔界から出ることはできない。彼女は隔界に繋つながれている。もしそれが解呪できるとしたら、それは大山[image: 祇]神の解呪法を知る者のみ……しかしそれを知る者はリニエッジ機関にはいません』
「しかし、磐長は姿を消してしまった………」
　沖島教授は考えを纏まとめるように、低く唸うなる。
『もし……ですが。磐長媛を解呪できる人間はもう一つの機関にいる可能性が高いのです』
「もう一つ……ですか？」
　耕介にとって驚きの事実が沖島教授の口から飛び出した。リニエッジ機関のような組織がまだあるというのだ。
『ええ、血けつ撰せんの秘密や、『時とき詠よみの追つい難な』などの知識に造ぞう詣けいが深い、クランという組織です。あまり具体的な資料はないのですが妖よう術じゆつとは別の、幻げん術じゆつという術式を使うと言われています』
　クラン………氏族という意味を表す言葉。リニエッジと同じ意味を持つが、そのあり方は少々異なる。
　リニエッジといった場合の氏族は、血のつながり系けい譜ふがはっきりしたものを言う。
　しかしクランといった場合の氏族は、血のつながりというよりは信しん仰こうや民族という大きな範はん囲いを指すことが多い。
『リニエッジ機関とクランは、元々は一つの血けつ撰せん斯し界かいと呼ばれる組織だったのです。しかし明治時代初期にその一部の部署であった、トリベと呼ばれる者たちが離り脱だつを表明し、クランとして独立しました。そのクランの中に、大山[image: 祇]神の血を引く一族がいるのです』
「待って下さい。神話上の通りなら咲耶も大山[image: 祇]神の一族なのではないのですか？」
『いえ、それは実の父親という意味ではなく、民族の長おさ、という意味です。木花乃咲耶媛と大山[image: 祇]神には血のつながりはありません』
　そういったことは、神話の中に於おいてはよくあることだ。族長やその周辺における関係性をわかりやすくするために、家という概がい念ねんなどに置き換かえることはままある。
『そのクランがこの一件に関かかわっている可能性は捨てきれないでしょうね……もし本当に磐長が隔界から消えた……つまり解呪された、というのならば……』
　そこで耕介は一つの可能性が脳内に浮かぶ。
「この間の、倉くら光みつ義定さんの件がありましたが、あの時彼を攫さらって行った霧が幻術という可能性はありませんか？」
　梅つ雨ゆの終わり頃ごろの話である。倉光義定とは、咲耶をおびき出し、暗殺を謀はかろうとしたリニエッジ機関要員の老人である。
『何故、そうだと？』
「咲耶が言っていました。あれは魔ま法ほうではないと。ですから僕はリニエッジ機関の誰かが使った妖術ではないかと考えていたのですが、もしかしたら………」
『その可能性はあります。機関が倉光義定を確保したという話は未いまだに聞いていません。もちろん、秘密が多い組織であることには変わりないので何とも言えませんが……しかし』
「ただ、それだと整合性が取れます。あの時、倉光さんはリニエッジ機関が知らない『時詠みの追難』の秘密を知っている、といった口くち振ぶりでした。もしかしたら、クランという組織が倉光さんになにか秘密を教え、それを口走ろうとした彼を連れさった……そう考えると話に筋が通るように思います」
『確かにそうですね……』
「沖島教授、なにかクラン、または幻術に関わる情報は他にありませんか？」
『いえ……幻術というのはトリベ離脱後、クランとなってから開発された術式なのでほとんどが不明なのです。しかし元々は血撰の力が薄うすれ、妖術が使えなくなった者たちが、少ない血撰の力を利用した術式です。なので、わかることと言えば、我々のような者が真ま似ねをしてもできるものじゃない、という程度です』
「しかし、血撰の力を持つ沖島教授なら、術式を知ることができれば使えるのでは？」
『それは無理でしょう。予測的なことなのですが、もし我々のように血撰の力が強い者が使っても、幻術は発動しないでしょう。たとえるならスクーターに、Ｆ１カーのエンジンを載せるようなものです。血撰の力が強すぎても使えるものではない』
　確かに咲耶の魔法も、杖つえという増ぞう幅ふく器きを使って隔界に傷をつけるのが本来的なあり方だと言っていた。咲耶がもし杖のような増幅器を使った場合、隔界の扉が開きすぎてしまい、大変なことになるそうだ。だとすれば、幻術にも同じことが言えるのだろう。
　妖術との併へい用ようは決してできない、弱い血撰者しやが編み出した術式なのだ。
『……とにかくリニエッジ機関に問い合わせてみましょう。答えてくれるとは思えませんが、何がしか起こっている事態は、わかるかもしれません』
「おねがいいたします」
　耕介はそうお願いして、電話を切った。置いた受話器に目を落としながら、情報を整理して行く。
　クランという幻術を使う組織。倉光の件の時に引っかかっていたわだかまりが、少しほどけたようにも思える。
　しかし、その目的はいったい何なのか。もちろん耕介の予想通りである確証もない。磐長が消えた状じよう況きように、クランという組織が関わっていると仮定した場合、磐長の次はおのずと咲耶、ということになる。
　ふと隣を見てみると、話を聞いていたかと思っていた咲耶の姿がない。
　磐長が姿を消した不可解な件の話をしていたすぐ後である。
　耕介の心臓が急に締しめ付つけられるように不安で高鳴る。
「咲耶！」
　思わず叫さけんで、あたりを見回すがどこにも咲耶の姿がない。
　──いったい何が起こっているんだ。
　焦あせってはならない、と自分の心を律しながら事態の把は握あくをしようと耕介は思考を巡めぐらす。
　と、その時であった。
「…………こぅすけ………」
　咲耶のか細い声が助けを呼ぶように玄げん関かんから聞こえた。急ぎリビングのドアを開け放つと同時に、耕介の目に咲耶を羽は交がい締じめにして捕とらえる人間の姿が目に飛び込んできた。
「うへへぇ、咲耶ちゃんめぇ。こんな薄うす着ぎであたしを出で迎むかえるとわぁ。そりゃ、そりゃ、誘さそってんのかぁ、オジサンに言ってみぃ」
　高校時代の級友、野の々の村むらあすみであった。ウェーブのかかった髪かみを揺ゆらしながら、抜ばつ群ぐんのプロポーションで咲耶を羽交い締めにしている。
「あふみ～、やめてくらはい……」
　ほっぺたをぷにぷにとされる咲耶は、正しい言語を話せない状態である。
「げへへぇ、オジサンはなぁ、ちっちゃくてかわいい女の子が大好きなんじゃぁ」
「くふぐったいれす！」
　なにやらこれ以上放置しておくと大変なことになりそうだったので、耕介は急ぎあすみを止めることにする。
「あすみ、それ以上エスカレートした場合、今夜のあすみのウーロンハイから焼しよう酎ちゆうを抜ぬくことにする」
「ああ、やめてぇ！　ウーロン茶だけはやめてぇ！」
　すぐさま捕らえた手を離すあすみに、ややボロボロ感を漂ただよわせる咲耶。
「ううぅぅ……なんでしょう、この汚けがされた感じは……」
　さすがに耕介にはフォローしづらい所だった。とりあえず咲耶を助け起こしながら、大事が起こらなかったことに胸をなでおろす。
「さ～てぇ、今日のご飯はなんだろなぁ」
　そんなあすみの様子を見ながら、耕介はとりあえず今考えていることは保留する。没ぼつ頭とうして考えてどうにかなるわけではない。切り替えも重要なのだ。
　しかし夕飯の用意をしながらも、やはり磐長が隔界から消えたことは、頭を離れようとはしてくれなかった。それはどうやら咲耶も同じだったようである。
「おおう、咲耶ちゃん。なにやらあれだねぇ。元気ないねぇ。どうしたのぉ？」
　やはりそういったことに目ざといあすみは、すかさず咲耶に問いかける。
「え、ええっと………」
　どういうべきか迷う咲耶。耕介もさすがに助け船は出せない。
　咲耶はあすみにどう話すか悩なやむように目を泳がせる。
「あの、例えばですよ。あすみの大切な人が、突然いなくなっちゃったら……どうですか？」
「え？」
　思ってもみなかった質問にあすみは目を見張りながら一いつ瞬しゆん、耕介の顔を見る。
「ん？」
　と耕介が返すと、急にあすみは顔をプイッと背そむけて、考え事をするように顎あごに手をやる。
「そ、そうだねぇ。大切な人かぁ」
　おそらく咲耶の心中にあるのは磐長のことなのだろう。行ゆく方えが分からなくなった磐長のことが心配に違ちがいない。
　あすみの目はどこか遠くを見ていた。
「あたしはねぇ……追いかけて行きたいけど、たぶん足がすくんじゃって、きっとどうにもできないんだろうなあ」
　あすみはそこまで言うと、急にハッとして首をブンブン振る。
「……いや、わかんないやぁ。だって想像つかないしぃ、すごく怖こわいことだもん」
　ふと耕介にはあすみが想像する、大切な人がどこか遠くにいく恐きよ怖うふと、咲耶が磐長を心配する気持ちが、違うものに目に映った。
　あすみが勘違いな答えを返しているわけではない。
　ただあすみが怖いと思うことに何か影かげを感じたのだった。しかしそれがなんであるのかは、やはりわからない。
「それよりも咲耶ちゃん」
　そう言うとあすみはコソコソと咲耶を連れてベランダの方に行ってしまった。
　気にかかることがありながらも、耕介は夕飯の用意を放ほう棄きすることができない。仕方なく耕介は支し度たくの続きに掛かった。


＊＊＊＊


　咲耶はベランダまで連れられて来てしまった。咲耶の手を引いていたあすみは、耕介がこちらの話を聞いていないことを確かく認にんする。どうやら夕食の用意に余念がないようだ。
「どうしたんですか？」
[image: 画像]
　咲耶が首をかしげながらあすみの顔を見上げる。
「ねぇねぇ、咲耶ちゃん、夏休みはどうするのぉ？」
「夏休み？」
　学校に通ったことのない咲耶にはそれがなんであるのか解わからず、なおも首をかしげる。
「大学ってさぁ、夏になると長期休みに入るんだよぉ」
「そうなんですか？」
「いやぁ、そうなんですかじゃなくって──ん～、そのさぁ、夏休みに入ると、耕介も実家に帰るわけじゃない」
「ははぁ」
「咲耶ちゃんも、一いつ緒しよについて行くのぉ？」
　確かに咲耶は赤の他人である。実家には耕介の父と弟がいると聞いている。大学に行く時は妹ということでなんとかなっていたが、耕介の家族にはもちろん通じるわけはない。
「もしさぁ、咲耶ちゃんが気まずかったらぁ、あたしん家ちにおいでよぉ。あたしの実家も耕介ん家ちに近いしさぁ。ほらぁ、初対面の耕介の家族と気まずくなっちゃったりぃ、とかあるじゃない。だからさぁ、ねぇねぇ、お姉さんちにおいでよぉ」
「うぅ、あすみなんか目が怖いです」
「い、いやっ、そんなことないよぅ！」
　この時のあすみの脳内では、実はある計画が進行していたのである。実家にあるあすみの学生時代の制服から普ふ段だん着ぎまで、取りそろえられた衣服をとっかえひっかえ咲耶に着せようという壮そう大だいな計画があったのだ。
　無意識のうちにあすみの脳内の野望が顔に発はつ露ろしていたようである。
　ふと咲耶はそこで先ほどの電話のことを思い出した。
「あ、そいえば、さっき耕介のお父様とは電話でお話しました」
「え？　そ、そうなの？　なんか勘違いとかされなかったぁ？」
　思わぬ事態に驚おどろき、飛び上がるあすみ。
「耕介のお父さん、びっくりするくらい思い込み強いよぉ。すごい人なんだけどねぇ」
　肩かたを掴つかむあすみに、咲耶は思わず目をそらしながら顔を赤らめる。
「……ああ、なにか……こう、勘違いされた………かな」
　ちょっとにやけているその顔をあすみは決して見み逃のがさない。
「な、なにを勘違いされたのさぁ!?」
「ちょっとしか聞こえなかったんですけど、孫は女の子がいいとか」
「のぉぉぉ！　か、家族公こう認にんかぁ！　いいのかぁ、大倉家ぇ！」
「そ、そんな公認じゃないですよ。勘違いです、勘違い」
「なんで否定しながら顔はそんなに嬉しそうなのかねぇ」
「え、ええ！　そんなことないです！　どこが嬉しそうな顔してるんですか！」
　ベランダでジタバタドタバタする咲耶とあすみ。と、そこへベランダのガラスドアが、ガラッと開き、耕介が顔を覗のぞかせる。
「夕飯の用意ができたんだが」
「「ひゃああああああ！」」
　ドアを開けた耕介がこめかみに指をあてる。
「……ベランダは危険だから、あまり暴れないように」
「は、はい」
「了りよ解うかいだよぉ」
　いつもながら神しん出しゆ鬼つき没ぼつだ、と咲耶は思ったのだが、実際は咲耶たちが話に夢中だったというに過ぎなかった。


　いつものように耕介は咲耶を連れて、あすみをアパートに送り届ける。
「また明日ねぇ！」
　アパートのドアに消えていくあすみを見送りながら、耕介は咲耶と家路につく。
　腕うで時ど計けいを見るともうすぐ10時になろうというところだった。
　ふと耕介は先ほど気になっていたことを咲耶に聞いてみる。
「咲耶、幻術って知ってるかい？」
「はい、知ってますよ」
　耕介は変わらぬ表情のまま内心驚いた。沖島教授もそこまで詳くわしくはなさそうであった幻術について、咲耶は知っているというのだ。
「前にお師しし匠よう様に、教えてもらいました。魔ま法ほう使つかいと同じで、血撰の力が弱い人たちが編み出した術式なんだそうです」
「それはどういう力なんだい？」
「なんて言うか……血撰の力を使って、幻まぼろしを見せる能力なんだそうですよ。詳しくは知らないんですが、やはり幻なので攻こう撃げきしたりとかはできないみたいです。敵を一瞬ひるませて、その間に逃にげたりするんだそうです」
「この前の倉光さんが攫さらわれたあの霧きりが幻術という可能性はないだろうか？」
　咲耶は首をかしげながら考えるように手を自分の前で組んだ。
「魔法ではないはずです。もしそうなら、あの時、水の精せい霊れいがなにか言いだしますし。それに妖術だと、もっと大きな力が働くので、空気みたいなのでわかります」
　そう考えると、消去法で導き出されるのは幻術ということになる。
「だとすると、この前の霧はやはり幻術なのだろうか」
　耕介の言葉に咲耶は驚きながら、口に手をあてる。
「そうですか、あれが幻術かもしれないんですね……確かに、お師匠様が言っていたことに近いとは思いましたが……私は初めて見たんで」
　咲耶の言う通り、この前の事件に関しては幻、というよりただの濃こい霧だけであった。
　耕介がそんなことを考えていると、ポケットの中で携帯電話が鳴った。
　着信画面を見ると、『高たか杉すぎ栄さかえ』とある。耕介の大学の一つ上の先せん輩ぱいである。以前レポートバイトの斡あつ旋せんなど、耕介はなにかとお世話になる機会が多く、また彼の考え方や柔軟な思考など、尊敬すべき所が多い人でもある。
『おう、大倉か。わるいなぁ』
「いえ、どうかしましたか？」
『今おまえのマンションの前まで来てるんだけどさ、部屋がどこか分からなくてエントランスで立ち往生してんだ。悪いが下まで降おりて来てくれないか』
　どうして高杉が耕介のマンションにやってきているのだろうか？　そんなことを耕介が考えていると、まるで見み透すかしたように高杉はその理由を口にする。
『この間のバイト代なんだが、一人どうしても料金が払はらえないってやつがいるんだ』
「そうなんですか」
　耕介としてはそれは仕方がない、と思っていたのだが、高杉はその辺は容よう赦しやがなかった。
『そこで代わりにノートパソコンをブン捕ってきたんだが、大倉の支し払はらいは一部物品支給ってことで持ってきたんだ』
　そんなことをしていいものか、と思いながらも耕介は断わる理由もなかった。むしろ断わる方が高杉に迷めい惑わくをかけることになるので了りよう承しようすることにした。
「ありがとうございます。ただ、今家に帰る途とち中ゆうなんで、僕はマンションにいないんですが」
『なに!?　早くそういうことは言え』
　言うも何も、突とつ然ぜん押おし掛かけてきたのは高杉である。
「すみません、今駅のあたりなので、そちらに向かいます」
『わかった。じゃあ、俺おれも駅に向かって歩いてるよ』
　と言って高杉は電話を切った。耕介としては以前からパソコンは欲ほしいと思っていたので、ありがたいことは間ま違ちがいないのだが、人の物と考えると素す直なおに喜んでいいのか、少々戸と惑まどう気持ちもあった。携けい帯たい電話をポケットにしまうと咲耶が不思議そうに耕介の顔を仰あおぎ見みる。
「誰だれですか？」
「学校の先輩だよ。前に新宿で会ったろう」
　そんな話をしながら、マンションまでの街灯が燈ともる道を歩いていく。時間帯のせいもあって人の通りはまったくない。遠くから虫の声が聞こえるくらいで、車も通らない静かな通りを耕介と咲耶はマンションに向かって歩いて行く。
　その時どこからか声が聞こえた。
「大倉耕介さんだね」
　耕介は声の方向に目を向けるが、そこには誰もいない。咲耶は恐怖を感じたのか耕介の手を取る。
「耕介」
「ああ」
　緊張が走り、目を凝こらしながら声の主を探す。闇やみの中から地を這はうように声が聞こえてくる。
「リニエッジ機関の者だ。少々事情があってね。咲耶様をこちらで預からせてもらう。さあ、こちらに」
　その言葉と同時に、街灯の影から抜け出るように数人の男たちが現れる。耕介は咲耶を守るように背にしながら一歩引く。
「抵てい抗こうしないように。我々も無益な戦いにはほとほと嫌いや気けがさしているんだ」
「ならば、咲耶は諦あきらめてもらえませんか。僕はあなた方に咲耶を渡わたす気はありません」
　無表情なまま耕介は強く言い放つ。しかし男たちは困った子供を見るように、首をかしげ目配せをし合った。ちょうどその時、遠くから知っている声が聞こえた。
「おーい、大倉！　悪かったな！」
　高杉がやってきたのである。事態を知らぬ高杉は、耕介たちがおかれている状況に気づいていない。
「高杉先せん輩ぱい！　逃げて下さい！」
　耕介は大声をあげるが、高杉はなにが起こっているのかわからず、その場に立たち尽つくして目をぱちくりとする。耕介の中で焦あせりがこみあげてくる。高杉を巻き込んではいけない、と考えながらも、目の前にいるリニエッジ機関がどのように出てくるのかもわからない。ただ緊きん張ちようの糸がピンっと張はり巡らされ、時間が止まったかのように、身じろぎもできない。
　機関要員たちは、その緊張状態を打ち破るように一歩踏ふみ出す。
　その瞬しゆ間んかん、風が舞まい込むように空気が揺らめき、湿しつ気けが辺りを包つつむ。
　耕介たちの周りを濃い霧が包み込んでいく。先手を取られたのかと思った。
「咲耶！」
「ここにいます！」
　咲耶は耕介の手を掴つかんでいる。しかしその姿が見えない程ほどに濃い霧が辺りを取り巻き、あっという間に全体を包み込んでしまった。
　──違う、これはリニエッジ機関の人間がやったんじゃない。
　そう、この霧には見覚えがあった。以前、倉光義定を連れさっていった、あの霧である。そして耕介の考える通りならば、これは……。
　遠くから乾かわいた靴くつ音おとが近づいてくる。
「咲耶、水の精霊で、この霧を消すことはできるかい？」
　問われて咲耶は宙空に目を移す。
（でれーい）
（むりむりむり）
「ダメみたいです。多分この間と同じ、術式の違うものなんです。魔法じゃないものみたいです」
「……やはりそうか……妖よう術じゆつでも魔法でもない、ということはこれが幻げん術じゆつなんだろう」
　霧の向こうでリニエッジ機関要員たちがうろたえている様子が微かすかに伝わってくる。霧の奥おくから凛りんとした声が響ひびき渡った。
「失礼いたします。大倉耕介様」
　あの時と同じだった。透すき通とおるように響くその声には聞き覚えがあったのだ。
「御み崎さき涼りよ子うこと申します。クランという組織からやってまいりました」
　彼かの女じよがそういうと、霧の中心は一気に晴れ、まるでかまくらの中のように霧の境界線が出来上がった。
　そしてその中心には黒い服を身にまとった少女が、冷たく輝かがやくような目で、リニエッジ機関要員たちを見み据すえていた。
「ほう、クランがのこのこ出てきたのか？」
　リニエッジ機関要員の一人が憎にくしみに顔を歪ゆがめ、涼子にその矛ほこ先さきを向ける。
「ええ、出てまいりました。あなた方のようななにも知らない方はどうぞお帰り下さい」
　切り捨てるように御崎涼子は機関要員たちに言い放つ。その言葉が癇かんに障さわったのだろう、機関要員たちは有う無むを言わさず妖術を使おうと構える──しかしそれよりも早く濃く境界線を作っていた霧が一気に燃え上がった。
　空を焼くかのような勢いで燃え上がる炎ほのおに包まれ、機関要員たちは悲鳴を上げる。
　咲耶は耕介に縋すがりつき目をそむけた。
　そして一瞬で天を焦こがすように燃え上がった炎は、まるで嘘うそのように掻かき消え、辺りを包んでいた霧もまた、その場から消散していた。
　機関要員たちは、焼やけ爛ただれた身体の痛みに耐たえながら、勝ち目がないとわかるや否いなや、街灯の影へ溶とけるように消え、退散していく。
　それを確認したように、御崎涼子は髪を手で軽くかきあげ、耕介に目を移した。
「クランは『時詠みの追難』を阻そ止しし、咲耶様をお守りすることが使命です。これから先、咲耶様の周りでリニエッジ機関が不ふ穏おんな動きをしましたら、クランが命を賭としてお守りいたしますので」
　そう言いながら、涼子は耕介たちに背を向けて歩き出した。耕介は去ろうとする涼子を呼びとめた。
「待ってくれ。一つ聞きたいことがある」
　涼子は振ふり向むきもせず、ただ歩みだけを止めた。
「クランは『時詠みの追難』を阻止して、その後、咲耶をどうするつもりなんだ？」
「………クランに咲耶様を迎むかえ入いれます。巨きよ大だいになり、腐ふ敗はいした因いん習しゆうに縛しばられるリニエッジ機関には、もう存在意義はございません」
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「つまり、クランがリニエッジ機関になり代わって政権を握にぎろうということか？」
「そう取ってもらっても構いません。国を正しい方向に導くことができるのが、クランであることは間違いございませんので。咲耶様は我々がお守りします。どうかご安心ください。いつも咲耶様のおそばにおりますので」
　そういうと涼子もまた路地に吸い込まれるように消える。
　なにが起こったのか全く分からなかった。ただ耕介は今起きたことを整理するよりも、確認しなければならないことがあった。
　高杉の安否である。
　先ほど高杉が立っていた方向に目を向けると、そこにはうつ伏ぶせに倒たおれた高杉が、震ふるえながら立ち上がろうとしているのが目に留とまる。
　耕介は咲耶の手を引きながら、急いで高杉に駆かけ寄よった。痛みを堪こらえる高杉の腕うでは先ほどの炎に巻き込まれたのだろう。火傷やけどで水みず膨ぶくれができていたのだ。
「高杉先輩、大だい丈じよ夫うぶですか？」
「……ああ……全まつたく何なんだ」
　高杉は痛みに耐たえられず、立ち上がることを諦めてその場に胡坐あぐらをかく。
「腕と背中に火傷を負ったみたいだ。針に刺さされてるみたいに痛い」
「すぐに救急車を呼びますんで、ちょっと待っていてください」
　耕介は電話をかけながら、ある違い和わ感かんに気づく。
　それは炎に嘗なめられ、火傷を負ったはずの高杉の恰かつ好こうだった。背中まで火傷を負ったと言っていたはずの高杉の衣服は、焼けているどころか煤すすの一つも付いていなかったのだ。
　一いち抹まつの疑問を抱かかえながらも、耕介は巻き込まれた高杉を病院に運び込むことを最優先に行動した。


　夜間の病院はひんやりとして静まり返っていた。高杉が治ちり療ようを受けている間、耕介と咲耶は薄うす暗ぐらい廊ろう下かでジッとその経過を見守っていた。
　医者の話では火傷は表面だけで重じゆう傷しようではない、と聞いて一安心はしていたのだが、それでも広こう範はん囲いで火傷を負った高杉が心配でもあった。
　椅い子すに腰こしかけながら耕介は考える。
　どうやらリニエッジ機関、そしてクランが本格的に動き出したのだ。耕介は椅子に座すわる咲耶に目をやった。
　不安に顔を曇くもらせる咲耶はなにもいえず、ただ足元を見ているだけだった。
　磐長の失しつ踪そう。リニエッジ機関の出現。そして新たに間に入ってきたクラン。
　それらの間で、どんなことが起こっているのかわからない。ただ、咲耶を狙ねらっていることだけは、はっきりしている。
　そんな状況が彼女をより不安にさせているのだろう。
　耕介は足元を見つめる咲耶の頭に優やさしく手を置いた。
「大丈夫だよ。咲耶は僕ぼくが守るから」
　ふと咲耶は顔を上げて、心を覆おおう不安の隙すき間まから柔やわらかく笑え顔がおを浮うかべる。
「……………はい」


　病院を去る前に、耕介は高杉に挨あい拶さつをしていくことにする。
　高杉の病室のドアをノックした。中から高杉の、「どうぞ」という返答に耕介はドアを開ける。咲耶を伴ともなって耕介が病室に入ると、高杉はベッドの上で上半身だけ起こして、ノートパソコンを開いていた。
「よう」
　笑って見せる高杉は、病院の用意したパジャマに身を包み、しかし袖そでから見える右みぎ腕うでには包帯が厳重に巻かれていた。そして使えるもう片方の腕でノートパソコンを閉じると、耕介に差しだす。
「どうやら、パソコンも無事なようだ。ほら」
　耕介は礼を言いながら受け取り、高杉の巻かれた包帯の様子に目をやる。高杉はそれを感じ取ったのか、苦笑いをしながら包帯の部分をさすって見せる。
「背中から腕にかけてやられたらしい。まあ表面だけだから二、三日すればだいぶ楽になるそうだ」
　元気そうな様子を作って高杉は困ったような苦笑いをしてみせる。
「そうですか。大事に至らなくてよかったです」
「それなんだが、大倉……あいつらはいったい何者だ？」
　高杉は非科学的な現象に対して、強い興味を示していた。しかし耕介にはそれについて語る術を持たない。いや、語ってはいけないのだ。
　だから耕介は嘘をつくしかなかった。高杉を巻き込まないためにも。
「すみません。僕にもわからないんです」
　完かん璧ぺきなポーカーフェイスを以もつてしても、高杉は耕介の言葉に納なつ得とくがいっていない顔をする。
「あの炎は何なんだ？　なんで耕介があんな奴やつらに襲おそわれていたんだ？」
　高杉の質問に耕介は何一つ答えることができなかった。ただ、「わかりません」としか答えられなかったのだ。
「俺にはさっき見たものが、どれをとっても科学的じゃないことが悔くやしいよ。そういうものがあったら面おも白しろいとは考えていたが、いざ対面すると、どうにも納得のいかないことばかりだ。解かい釈しやくのしようがない。それがものすごく悔しい」
「相変わらずの負まけず嫌ぎらいですね」
「だってそうじゃないか。おまえにはわかるまい、と言われているようなものなんだぞ」
　いくらなんでも、リニエッジ機関もクランも、そんなことは考えていないとは思うが、高杉にとってはそれが敗北のように感じてしまうのだろう。
　だから耕介は気休めを言うこともできない。
　言っても高杉の負けず嫌いの火に、油を注ぐようなものである。
「どう解釈するべきなんだ。科学の尺度では解決できないのか？」
　頭を左手で掻かきながら、高杉は悔しそうな表情を浮かべる。
　しかし高杉の言う通り、解釈のできないことが多分に含ふくまれていることは確かだ。耕介にとっては、目の前で起こったこと、見えたものを否定する、というようなことはしない。それがどういう原理で、どんなルールで動いているのか。それを考えることはあっても、科学という定じよ規うぎで測ろうとはしない。それは耕介が、そこまで科学を万ばん能のうなものとは考えていないからでもある。
「ああいう不思議なことが出来る人間がいた、ということしか今の僕には理解はできません。ただ、物理的疑問はあります。あの炎で背中まで火傷をした高杉先輩の服が、燃えていなかった、という点です」
　例えば咲耶のように火の精霊を使し役えきした魔ま法ほうなら、間違いなく高杉の服は燃えていたはずである。つまりあの炎は空気中の元素が燃えている、という訳ではないはずなのである。耕介はこめかみに人差し指をあてる。
「……そう考えると、あの現象は視覚的な幻だった……という考え方ができます」
「……にもかかわらず俺は火傷を負った」
「海外の実験結果で、視覚的情報を遮しや断だんした状態で、『火で熱した棒がある』という情報を与あたえ、実際にはただの常温の金属棒をあてると、思い込みによって火傷を負う、という結果がありました」
「プラシーボ効果か？」
「ええ」
　プラシーボとは、本来『偽ぎ薬やく』と訳される。小麦粉を風か邪ぜ薬ぐすりだと言って飲ませると、風邪の症しよう状じようが緩かん和わする、という思いこみによる効能のことをいう。そういった思い込みによる生体反応の中でもいくつか、プラシーボ効果と同じような現象がみられる。先ほど耕介が話した例もそうである。
「他にもキリスト教の聖せい痕こんや、ＵＦОによるインプランテーションなども、夢や思いこみによるプラシーボ効果ではないか、という研究がなされているそうです。もしそうだと考えると、高杉先輩の火傷と、燃えていない衣服というのは、視覚効果を使ったプラシーボ効果ではないか……と考えていました。もちろんその視覚効果が、どのように引き起こされたのかはわかりません」
「…………なるほど……な」
　高杉は目をそらしながらも、腕を組んで呟つぶやくようにそう言った。安心したように高杉は深く息を吐つく。
　科学が干かん渉しようする隙すきが一分もなかったとしたら、と考えると高杉や耕介には手の打ちようも、理解も、ましてや安心もできない。
　わかる、ということは重要なのである。
　たとえそれが僅わずかなものであったとしてもだ。
　しかしふと耕介は気になることが頭をよぎった。思わず高杉の顔を見たが、しかしその疑問を今は疑問のままにしておくことにした。その代わりに、一つだけ高杉に質問を投げかける。
「高杉先輩は、しばらくはここに入院するんですか？」
「いや、せっかくだから大学病院の方に移るよ。あそこは知り合いもいるからな」
「それもそうですね」
　相あい槌づちを打ちながらも、耕介は頭の中によぎった疑問は消えることはなかった。


　磐長の失踪。クランとリニエッジ機関の対立。
　耕介の脳内で問題はどんどん山積していく。しかし何一つその解決の糸口が見当たらないままだった。咲耶の脳のう裏りにも同じことが浮かんでいるのだろう。彼女は消しよ沈うちんした面おも持もちで、耕介の横を歩きながらマンションまで帰ってきた。
　ちょうど耕介の部屋の前に来た時、ドアの前に一人の少女が懐かい中ちゆう時計を眺ながめながら立っていた。耕介たちに気がつくと少女は懐中時計から目を上げる。
「遅おそいお帰りですね」
　髪かみを揺ゆらしながらこちらを振り返かえったのは、間違いなく先ほど耕介たちを助けてくれた、御崎涼子の姿だった。咲耶は思わず、耕介の後ろに隠かくれる。
「どうして君がここに？」
「先ほども言いました。咲耶様はお守りすると。ですからご安心ください」
　彼女はそう言うと一瞬、懐中時計を確かく認にんして耕介たちに背を向ける。彼女はそのまま、歩き出し通路を曲がってしまった。急いで耕介はその後を追ったが、既すでにそこには御崎涼子の姿はない。どこかに潜ひそんでいるかも知れない、と考えながらも詮せん索さくのしようがなく、耕介と咲耶は顔を見合わせ、一度部屋に戻もどることにした。
　御崎涼子は咲耶を守ると言った。しかしそれをそのまま信用することはできない。そんなことを考えながら耕介は咲耶と共に、玄げん関かんの鍵かぎを開けると、何な故ぜか鍵が開いていた。御崎涼子が現れたことも含め、一瞬背筋が冷たくなったが、今までの経験則から行くと中にいる人間にはある程度、予想はついていた。
「おう、なんだおそいじゃねぇか」
　咲耶を連れてリビングに入ると、思った通りの人物が深刻そうな顔つきでビールを飲んでいた。自じし称よう名めい探たん偵てい、発言の数々は見事に的まと外はずれな残念美形、須す崎ざき源げん太た郎ろうである。
「どうしたんですか須崎。そんな深刻そうな顔をして？」
「おう、耕介……ちょっとな……」
　何かあったのだろうか。須崎にいつものような勢いきおいがない。
「事件……ですか？」
「いや、そんなことはねえんだ。俺んとこの事務所はなんかびっくりするくらい最近ヒマで、今日も一日、古ふる谷や版金きん田だ一いちシリーズを……いや、そんなことはどうでもいいんだ」
　だとするとどうしたのだろうか？　咲耶もいつもと違ちがう須崎の雰ふん囲い気きに不思議そうな顔をする。須崎はビールの缶かんを見つめながら信じられないことが起きた、というように話を始めた。
「マンガとかドラマの第一話でよ……」
「はい」
「出会いのシーンがあるだろ」
「ああ………ありますね」
「遅ち刻こくしそうで走ってたら曲がり角でぶつかる転校生とか。バラバラだった部活に新入生のマネージャーがやってきて急に団結したりとか。ずっと不良だと思ってた奴が雨の日にネコに傘かささしてるのを目もく撃げきしてしまうとか。いきなり魔法少女を押おし付つけられて同居することになるとか」
　どこかで聞いたことがあるものが混ざっていたが、須崎が意図して言っている訳ではないのは確かである。
「ただよ…………玄げん関かん先さきに女の子が落ちてるってのはどう思う？」
「落ちてると言うと？」
「落ちてんだよ！　空から降ってくるんならいいよ。むしろ大だい歓かん迎げいだ！　俺も古代文明の城を探しに行きたいよ！」
「須崎、話がずれてます」
「マジか!?　……ほんとだ！　いや、つまり、その玄関先に女の子が落ちていた場合、これは拾っちゃっていいものだろうか？」
　須崎の言っていることを耕介は分ぶん析せきしながら、冷静な目で見つめる。
「………………………拾っちゃったんですか？」
「……………」
「拾っちゃったんですね」
　目をそらしながら、返答に窮きゆうする名探偵に、耕介は変わらぬ表情のまま、大いに内心焦あせりながらこめかみに人差し指をあてる。
「その子は今どこに？」
「隣となりでいま瀬せ名なが介かい抱ほうしてる」
　耕介は咲耶と顔を見合わせ、急いで隣の部屋に行くと、瀬名みゆきが振り向きながらメガネをずりあげる。
「あ、ごめんね。ベッド勝手に借りてるんだけど」
　そう言いながら瀬名が立ち上がると、そこに寝ねている少女の顔がチラリと目に入った。
　その顔を見た耕介と咲耶に、大きな衝しよう撃げきが走った。
「い、磐いわ長なが!?」
　思わず口を吐ついた咲耶の言葉に、耕介も内心驚おどろきを隠せなかった。
　そう、咲耶のベッドで寝ていたのは紛まぎれもなく、隔界で出会った磐長媛ひめに相そう違いなかった。
「え？　なに？　知り合いなの？」
　目をぱちくりさせる瀬名に耕介は軽く頷うなずき返す。
「どうしてこんな所に？」
　咲耶は駆けよりながら磐長の顔を見る。静かに寝ね息いきをたてている。
　後から来た須崎が、別段驚く様子もなく訥とつ々とつという。
「特に怪け我がみてぇなのはないと思うぞ。脈みや拍くはくも普ふ通つうだし、特にどっか具合悪そうなとこもねえ。俺が診みたから間違いねえよ」
　須崎の発言に、咲耶は身を縮こまらせて震えた。
「た、探たん偵ていさんが見たんですか？」
「おう、診みたぞ」
「その……全体をですか？」
「おう、まあ、全体的にな」
「つまり、その、脱ぬがしたんですか!?」
「おい、嬢じようちゃん……なんでそうなる？」
「………須崎。あなたと言う人は」
　話の流れを察した須崎が急に慌あわてだす。
「まて、耕介まで！　おまえは顔が冗じよう談だん言ってる顔に見えねえんだ」
「冗談のつもりは毛頭ないのですが」
　普ふ段だんのお返しである。
「尚なお更さらひでえ！」
「カスザキ、最低だね」
「瀬名は一いつ緒しよにいただろう！」
　ただ、須崎がそう言っている以上、おそらく外傷などはないのだろう。
「まあ、耕介君の知り合いならよかったわ。どっかの家の子拾ってきちゃった、とかいうと色々大変だからね。ただ、ちょっと気になることはあるんだけどね」
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「なんですか？」
「いやね、カスザキの奴が気付けをしたんだけど、それでも目を覚まさないから、めずらしいこともあるなあ、って。まあ、所しよ詮せんカスザキだったということかもしれないけどさ」
　瀬名は腕を組みながら立ち上がる。
　確かにそれは耕介にとっても不可解なことだった。須崎は身体の内外を問わず、そういった僅わずかな身体の機き微びをよく理解していることを耕介は知っている。気絶したりしている人間に対する気付けなど朝飯前であるはずなのだ。
　耕介はベッドで寝息を立てている磐長の顔を見つめる。咲耶は、どこか安心したような嬉うれしそうな表情を浮かべていた。いなくなってしまったかもしれない、と心配していた友達が無事見つかったのだ。嬉しいのだろう。そう思いながらも耕介の中には別の心配事が膨ふくらみ始めていた。
　やはり沖島教授が言っていた通りなら、クランの仕し業わざということになる。
　先ほど玄関の外にいた御崎涼子が関係しているという考え方もできる。
　しかしその目的は皆かい目もく見当もつかない。あくまで可能性の域を出ないのだ。
　耕介の中で疑問は次々に膨らんでは、解決されぬまま首をもたげる。
　ただ、とにかく今は磐長をゆっくり休ませることにしよう、と耕介は考えた。
「咲耶、磐長についていてあげてくれるかい？」
「はい！」
「あたしも見てるから、安心して」
　咲耶と瀬名に耕介は頷うなずき返し、とりあえず部屋を出る。
　須崎はリビングに戻って再びビールを飲み始める。
「なんだでえ、知り合いか」
　どこか残念そうである。おそらくは、古代文明の城を探しにいく、という目的が潰ついえてしまい、がっかりしているのだろう。
「須崎、磐長は玄関先に倒れてたと言ってましたね？」
「おう、時間も時間だから、誰にも見つかんなかったんだろうな」
　しばらくそんな話をしていると隣の部屋のドアが開き、瀬名が咲耶を連れだって出てきた。
「ちょ、須崎あんた！」
　ふと瀬名が須崎の手に持つ缶を見て声を荒あらげた。
「なんでお酒飲んでんのよ！　誰が運転して帰るのよ！」
「瀬名に決まってんだろ！　探偵は飲酒運転はしねえ！」
　まるで探偵以外は飲酒運転をしているような言い草である。
「殺す！　今日こそ絶対に粉々になるまで殺し尽くしてやる！」
　と言って瀬名は須崎を蹴けったり殴なぐられたりと、深夜にもかかわらずいつものドタバタぶりを展開するのだった。瀬名が落ち着いたのを潮に、二人は引ひき揚あげて行く。
　残った耕介は咲耶に磐長の様子を尋たずねると
「まだ寝たきりで目を覚ましそうにないんです」
　と呟くように言った。
「わかった。沖島教授に相談してみるから、先に部屋で磐長の様子を見ていてくれるかい？」
「はい！」
　咲耶は元気にそう返事をすると、再び部屋に消えていった。
　だいぶ遅い時間になってしまったが耕介は沖島教授の携けい帯たい電話に連れん絡らくを入れる。
　深夜にもかかわらず沖島教授はすぐに電話に出た。
『大倉君、ちょうど私も君に連絡を入れようと思っていたんだ』
　沖島教授の口調に、焦あせりの色が見える。あちら側でもなにかが起こっているのだろうか？
『クランからリニエッジ機関に、正式な宣戦布告がなされました。いま機関内はその対応に追われています。クランは『時詠みの追難』の取りやめと、咲耶の身み柄がら引ひき渡わたしを要求しているのです。もしそれが聞き入れられない場合は、武力行使に打って出ると言っている』
　先ほど機関要員が、『少々事情があって……』と言っていたのはこの事なのだろう。
　それ故ゆえに、咲耶を手元に置いておきたかったのだ。
『リニエッジ機関は事態を収しゆう拾しゆうするために上層部が会議をしている様子なのです』
「どのような成り行きになりそうなんですか？」
『上層部はプライドが高い。おそらくは……打って出る構えでしょう』
「抗こう争そうになるということですか？」
『はい、その可能性が高い。おそらくはこの機会に裏切り者のクランを一いち網もう打だ尽じんにしたいのでしょうね。そのために『時詠みの追難』をしようという意見が出ています。リニエッジ機関からすれば一石二鳥である、というのが主流派の考えのようなんです』
　このわずかな間に、急激に事が進み始めていた。そしてそのタイミングを計ったかのように現れた磐長。もし磐長を攫さらい、そして耕介の下に送り届けたのもクランだったとすると、彼かれらの目的はいったい何なのか。
　こめかみに人差し指をあてて考えてみるが、その答えは見えそうにない。
　耕介は先ほど帰り道でリニエッジ機関に襲われたこと。間にクランの御崎涼子が入ってきたこと。そして磐長が今自分の家にいることを沖島教授に告げた。
　その事実を聞いた沖島教授は、電話の向こうでまたも唸うなり声ごえをあげた。
『それは……本当なのですか？』
「ええ、間違いありません。僕は以前、磐長に会っています。咲耶も夢の中で幾いく度ども会っていますので磐長本人だと思われます」
『そうですか。しかしそれはよかったかも知れません』
「どういうことですか？」
『先日リニエッジ機関の通信士がやられたことで、隔界の磐長への通信を出来る者がいない状じよう況きようなのです。機関は隔界に磐長媛がいるものだと思い込んでいる。ですから『時詠みの追難』をしようとしてもできないんです』
　確かに『時詠みの追難』は咲耶と磐長、二人の力で為なす儀ぎ式しきだと言っていた。そう考えれば、こちら側に磐長がいる以上、打つ手は幾いくらでも考えられるのだ。
『なにより、磐長の顔を知る者は大倉君と咲耶しかいない。機関が彼女の存在に気がつくまでには時間が掛かかるでしょう。そうすれば『時詠みの追難』を実行に移すまで時間稼かせぎができます。大倉君、おそらくは今後、機関の者があなた方の監かん視しを厳しくしていくでしょうから、磐長媛の存在を気づかれないようにしてください』
「沖島教授、一つよろしいですか？」
『なんですか？』
「その通信士が襲われたのは、四日前、ということになると思うのですが？」
　咲耶の夢に磐長が現れなくなったのがちょうど四日前。つまり、通信士が襲われたのも同時期であると考えられるのだ。
『はい、そうです。四日前の深夜０時ちょうど。何者かはわからなかったのですが、おそらくはクランに間違いないでしょう』
　ふと耕介が確認するように時計を見ると、間もなく０時になるところだった。まさにちょうど四日前の今いま頃ごろ、磐長は連れ攫さらわれたことになる。
『クランについての情報を洗い直しておきましょう。それに御崎涼子という名前には聞き覚えがあります。それも含めて調べておきましょう。とりあえず、身辺には気をつけるようにしておいてほしい。こちらからも何かあったら連絡を取らせてもらいます』
　沖島教授はそれだけ言うと電話を切った。
　耕介自身も思うところが多分にあったが、どれも整理がつかない。磐長の様子を見に咲耶の部屋のドアをノックする。
「はい」
「入ってもいいかな？」
「はい、大丈夫ですよ」
　耕介がドアを開けるとそこには咲耶の隣に身体を半身起こした磐長が座っていた。
「気がついたのか？」
「はい、今さっき部屋に戻ったら目をさましていました」
　嬉しそうに答える咲耶の横で、ぼんやり眼まなこで磐長は耕介の顔を眺めていた。
「おまえは…………………死ねばいい」
　第一声からひどい言われようである。まあ、無事だったからよい、という考え方もできないではないが。磐長は耕介を指さしながら咲耶に向かう。
「咲耶、あいつ嫌きらい。殴っていい？」
「だ、ダメですよ。なんで殴るんですか」
「嫌いだから。咲耶にべたべたして。いやらしい」
「そんなことないですよ」
　すごい嫌われようだった。耕介は若じやつ干かん反応に困る。
「磐長、君は隔界から出れないと言っていたね」
「…………」
「君をその隔界から出したのはクランという組織ではないか、と僕たちはさっき聞いてきたばかりなんだ。しかし本当のところはどうなのかわからない。隔界で磐長に何があったのか、僕たちに教えてくれないだろうか？」
　しかし磐長は固く結んだ自分の両の拳こぶしを見てしまう。
「…………教えられない」
「……磐長」
　咲耶も心配そうに見守るが磐長は俯うつむいたままだった。
「………教えられない……教えられない」
　磐長はただ頑かたくなにそう言いながら、一心に拳を見つめていた。耕介もそんな磐長の様子に今はこれ以上踏ふみ込むことはできなかった。
「わかった。今日はもう遅いから二人とも、もう寝て明日ゆっくり話そう」
　立ち上がりながらそう提案すると咲耶も
「はい、そうしましょう」
　と同意してくれた。しかしである。
「誰だれがお前の思い通りに動くものか」
「い、磐長。なんでそんなに耕介を嫌いやがるんですか」
「……………きらいだ」
「どこが嫌なんですか」
「………じゃあ、臭くさい」
　耕介、かなりショックだった。冷静に落おち着つき払はらった表情はしていても、心は普通の大学生なのだ。男の子が言われてショックなことランキングの五指に入りそうなその言葉の衝撃たるやすさまじかった。
「じゃ、じゃあ咲耶、磐長……おやすみ」
「お、おやすみなさい」
「消えろ消えろ」
　追い立てられるように耕介は自分の寝ね床どこのロフトに向かう。ため息をつきながら梯はし子ご段だんを上り、ロフトに顔を出した所で耕介は息を呑のんだ。
「あ、どうも申し訳ありません。お邪じや魔ましております」
　ロフトに這はいつくばった状態の御崎涼子の顔が20センチ目の前にあった。何も言い返せず、耕介は口を半開きにしながら固まった。
「なにか問題でもございますか？」
　問い返してくる涼子に耕介はこめかみに人差し指をあてる。もしここで涼子が先ほどの幻げん術じゆつを使った場合、耕介には一いつ切さいの勝ち目がない。耕介に緊きん張ちようが走った。
「ご安心ください。先ほども言いましたが私は咲耶様を守るのが使命ですので、大倉様をここでどうにかしようなどとは考えておりませんので。ご協力できることはできる限りいたしていく所存です」
　無表情な耕介の心中を読み取ったかのように涼子は淡たん々たんと言う。
　もしそうだとした場合、耕介にとっては情報を手に入れるまたとないチャンスでもある。
　もちろん涼子の話すことを全すべて信用していい訳ではないだろう。それでもなにか、今の状況下で起こっている事態の何がしかは掴つかめるかもしれない。
「聞きたいことがあるんだが、答えてくれるかい？」
「はい、なんなりと」
　耕介はゆっくり息を吸いながら御崎涼子に問いかけた。
「君たちのいるクラン、という組織はいったいどんな組織なんだい？」
「元は血けつ撰せん斯し界かいと呼ばれる組織から離り脱だつした、トリベと呼ばれる部署の者です。離脱にさいして、もちろん血撰斯界内では猛もう反はん発ぱつがありましたがトリベは一切聞き入れませんでした。その後、血撰斯界はリニエッジ機関と改名され、離脱した我々を蔑さげすみを籠こめてクランと名付けられました。そしてリニエッジ機関にとって、秘密を外に漏もらしかねない反乱分子であるクランは討とう伐ばつの対象となります。クランはそんな追われの身の組織です」
　沖島教授の言っていたことに符ふ合ごうする部分が多い。耕介は尚なおも質問をした。
「トリベというのは？」
「未来予測をする者です。血撰の力ではありませんが、ある方式を以もつて論理的に近い未来を計算してはじき出します。しかし『時詠みの追難』ほど遠い未来まで読みとることはできません。正確さも『時詠みの追難』には及およびません。トリベの仕事は『時詠みの追難』によってもたらされた遠い未来の情報を元に、近い未来を変えていく部署なのです」
　つまり『時詠みの追難』に造ぞう詣けいが深いと考えられる部署。大山[image: 祇]神の一族がいるということも納なつ得とくがいく。
「さっき使ったのは幻術だね？」
「そうです。あくまで幻まぼろしを見せることしかできませんが、その間に逃にげることは出来ますので」
　追われの身であるクランの編み出した幻術とは、逃とう走そうのために用いられていたということなのだろう。
「他にご質問、ございますか？」
　なんでも聞いてくれというように、涼子は身じろぎもせず耕介を見つめてくる。沖島教授の話との整合性もある。他の事象に対するつじつまも合う。彼かの女じよが嘘うそをついている様子はない。耕介は最後にもう一つだけ質問をすることにした。
「磐長を隔界から連れだして、僕の家に連れてきたのは、やはりクランかい？」
「いいえ、ちがいます。クランではございません」
　涼子は断言するようにはっきりとそう言った。
　耕介は考え込むように下に目を移すと、涼子は少しだけ頬ほほ笑えみを浮うかべた。
「ご安心ください。しっかりお守りしておりますので」
　耕介はこめかみに指をあてながら、信用していいのかどうか考える。ただ先ほどの沖島教授の言う通り、このまま『時詠みの追難』が可決され、機関の総意で咲耶を奪うばいに来たら、耕介にも打つ手がない可能性がある。
「わかった。咲耶を守ってくれるということは信用するよ」
「そうですか。たいへん嬉しく思います」
　嬉しそうな顔もせず、彼女は淡々とそう言った。耕介はため息をつきながら、占せん領りようされてしまったロフトに目をやる。
「一緒に寝ますか？」
「寝ない！」
「さようで」
　動こうとしない涼子をどうすることもできず、仕方なく耕介は梯子段を降おりることにした。ふと耕介はリビングに降り、もう一度ロフトを見上げると彼女はまだこちらを見ている。
「なにか？」
「いや……その………………僕、臭いかな？」
　彼女はなにも言わずニヤリと薄うすく笑いを浮かべてロフトの中に消えていった。
　この日耕介はリビングのソファで丸くなって眠ねむった。


◇◇◇◇


　閉じ込められた部屋の中で彼は深く息を吐いた。
　あちこちに受けた傷が痛みを訴うつたえかける。十人いたリニエッジ機関要員のほとんどがやられてしまった。諜ちよう報ほう活動とはいえ非戦せん闘とう員いんがほとんどで、戦せん闘とう型の血撰者しやではないスクラムが裏目に出た。半分以上がやられ、自分もまた囚とらわれの身となってしまった。
　強い抑よく制せい結界が張られたこの場所では、妖よう術じゆつを使うこともできない。
　クランの実力を見誤ったとしか言いようがない。一人一人の戦闘能力は低くとも、頭脳戦に長たけたクランはこちらの諜報活動を全て知った上で泳がせていたようである。
　その結果がこのざまなのだ、と彼は歯がみをした。
　せっかく掴つかんだとんでもない情報も、これでは何の役にもたたない。
　やはり、倉光老人に情報を提供していたのはクランだったのだ。そして倉光老人が掴んでいた『時詠みの追難』の秘密。そこに隠された真意。
　リニエッジ機関はなにも知らずに、あの儀式をまたしようとしているのだ。
　おそらくこのままいけば、クランとリニエッジ機関の衝しよう突とつは必ひつ至しである。この図式を描えがいた人間がクランの中に存在する。おそらくは、大倉耕介以上に頭の切れる人間が存在する。
　大倉耕介と比べて考えていることに、彼は自じち嘲よう気味に笑いを漏もらした。ひどく傷が痛む。
　彼はどうにかここから脱だつ出しゆつする方法を模も索さくし始めた。
第二章　胸に秘めた事情




　日が明けて早朝。耕こう介すけは起き出して朝食の準備を始める。
　タイマーをセットした炊すい飯はん器きの中身を確認し、味み噌そ汁しるの具を切り刻み、鍋なべを火にかけダシをとる。卵をかき混ぜながら、中にチーズと明めん太たい子こを混ぜ合わせフライパンの上でサッと卵焼きを作る。フライパンを流しに入れて水に浸つけながら入れ換かわりにアジの干ひ物ものをコンロに置いて火にあぶる。
　朝食の香かおりにつられて、そろそろ咲さく耶やが起き出してくる頃ころだろうと耕介が思っていると
「……おはようございます」
　予想通りパジャマ姿の咲耶が目をこすりながらやってきた。
　隣には磐いわ長ながの姿もある。昨日のように暴言を吐くこともなく、いい香りのする朝食が出来上がって行く様子を眺ながめていた。
　隔かく界かいで過ごしていた磐長にとってはめずらしい光景に違いない。
　朝食の用意が整うとテーブルに並べ三人分のご飯と味噌汁が用意される。
「さあ、食べよう」
「いただきます！」
「…………」
　しかし磐長は目の前の朝食に戸と惑まどっているのか、箸はしをつけようとしない。
「磐長、食べないのか？」
「…………」
「何か嫌きらいなものでもあるんですか？」
　咲耶も心配そうだ。
「あれですよ。食べることは喜びなんですよ」
　いつかそんなことを言ったな、と耕介は笑いたい気持ちになる。しかし磐長は握にぎった箸を見つめながら呟つぶやく。
「……………わからない」
「え？」
「箸の使い方がわからない」
　一いつ瞬しゆん、耕介と咲耶はポカンとしてしまった。
　たしかに隔界の風景を思い出せば、草木もなく生き物が存在する筈はずもないあの世界で、磐長が食事をどのようにとっていたかは疑問ではあった。永遠の命、と語っていたのはおそらくは水も飲まず、食事もとらなかったと考えていいだろう。
　ということは磐長は今まで食事をしたことがないのだろうか。
「とりあえず、フォークみたいなものでいいかな？」
「なんだ？　それは」
　耕介はキッチンの食しよ器つき棚だなにある引き出しからフォークを取り出して磐長に渡す。しばらく磐長はフォークをぼんやり見つめていたが、見た目通りの使い方の食器を握って卵焼きを突つき刺さして口に運んだ。
「……………」
　磐長は特に感想を漏もらすこともなく、表情に出すこともなかった。しかし卵焼きを一片きれ食べ終えた後、磐長はひょいひょいと別のおかずに手が伸のび、黙もく々もくとごはんを啄ついばむ姿に、どうやら口に合ったようだ、と耕介は胸をなでおろす。
　そう思ったのは咲耶も同じだったらしく、嬉しそうにそんな磐長を眺めながら、自分も朝食を口に運んでいた。
　ふとロフトの方が気になり耕介はチラリと目を向けると御み崎さき涼りよ子うこがおにぎりを片手に、こちらを見ながら人差し指を、シーっ、というように口に当て、おにぎりを食べていた。
[image: 画像]
　いつの間にか炊飯器からご飯を拝借されたようである。
　食事が終わり食器を洗いながら耕介は今日の予定を考える。
　夏休みを目前とした現在、レポートの提出やテストで、授業そのものはほとんど休講になっている。平日ながらも実は今日は学校に行く必要がなかったのだ。
　図書館から借りてきている本があるが、それも全て昨日の内に読み終えてしまった。
　──さてどうするべきか。
　耕介がそんなことを考えていると、咲耶が食器を洗っている耕介の隣にやってきた。
「耕介、あの……今日なんですけど……」
　口に手を添そえて、小声で咲耶は話す。
「磐長にあちこち見せてあげたいって思ってるんですが、耕介は忙いそがしいですか？」
　なるほど、と耕介は思った。しかし、現状リニエッジ機関から狙ねらわれている事実がある。それを考えると、外出は控ひかえたい。それでも三千年の間、隔界にいた磐長にこちらの世界を見せてあげたいと思う咲耶の気持ちを無下にしたくないとも思った。
　耕介はこめかみに人差し指をあてて思考をしながら、ロフトに目をやると、
「…………」
　グッと御崎涼子は親指を立ててみせた。警備は任せろ、ということなのだろうか？
　不安要素もあったが、あちらの出かたを見る必要もある。耕介は意を決した。
「大だい丈じよ夫うぶだよ。あすみにも連絡しようか。予定が開いていたら、きっと来てくれるよ」
「そうですか。良かったです」
　咲耶ははにかみながら、再び磐長の下に歩いて行ってしまった。今まで割と耕介にべったりだった咲耶であったが、磐長が来てずいぶん磐長と一緒にいるように思う。
　キッチンから二人を見ると、なにやら楽しそうに話をしている様子だ。感情の表出が少ない磐長ではあったが、咲耶と話しているその横顔は幾いく分ぶん柔やわらかく見える。
　ふと耕介の視線に気がついたのか、チラリと磐長はこちらの方を横目で見ると、
「え、磐長どうしたんですか？」
　咲耶に抱だきついたりしてゴロゴロし、またチラリと耕介を横目で見ながらニヤリとする。
　どうやら、「咲耶は私のものだ」と主張しているようだ。
　耕介はその様子を眺めながらため息をついた。
　片付けが終わって、あすみに連絡をするとどうやら彼女も暇ひまだったらしく、後ほど家にやってくるそうだ。電話では磐長について詳くわしく説明ができるとは思えなかったので、あすみがやって来てから説明することにした。
　あすみを待つ間、リビングでは相変わらず咲耶と磐長は飽あきることもなく何か話している様子であった。
「水の精せい霊れい以外にも鉄の精霊もいるんですよ」
（でれーい）
「水の精霊の要素しか見えない」
「イメージが大切なんです」
　得意そうに人差し指を立てながら説明する咲耶。どうやら魔ま法ほうについての話をしているのだろう。磐長にも精霊の要素は見えているのだろうな、と感じながら耕介はその様子を遠くから見守っていた。
「六倍の大きさですよ」
「六倍………」
（でれーい）
（全体的には六倍だけど♪）
（おまえと俺おれは赤の他人♪）
（えい！　やー！　えい！）
（ちぇすとー！）
「水の精霊の要素が邪魔をする」
「だ、ダメですよ、邪魔しちゃ」
（………でれーい）
（かいさーん！）
「精霊の要素を見るのは難しい」
　磐長は肩かたを落としながら呟いた。咲耶はそんな磐長に笑いかける。
「最初のうちは水の精霊の要素だけでも充じゆ分うぶんですよ」
「そう？」
「はい」
「…………うん」
　話している二人は本当に仲がよさそうだった。この距きよ離りから眺める咲耶をもしかしたら耕介は初めて見たのかもしれない。いつも耕介の隣には咲耶がいて、どんな時でも離はなれようとはしなかった。
　こうして友達が出来たり、いろんなことがあって、少しづつ離れて行く。
　父親の感かん慨がいとはこういったものだろうか、と耕介は考えながらその様子を見守っていた。
　ちょうどそんなことを考えていると、玄げん関かんの方から誰かの来訪を告げるインターフォンの音が聞こえた。
「あすみですかね？」
　顔を上げる咲耶に耕介は頷き返すと、咲耶はパタパタとあすみを迎むかえに玄関に走って行った。
　さて、あすみに磐長をどういうふうに説明すべきか。咲耶の親しん戚せき、と言えば間ま違ちがっていないようにも思う。そんなことを考えていると、磐長が耕介の下にやってきた。
「おい、おまえ」
「なんだい？」
　ジッと磐長は耕介の顔を見上げる。
「おまえは前に私を救ってくれるといったな」
　隔界から出ることができない──彼女はそう言っていた。それこそが彼女にかけられた呪のろいであると。しかし今、磐長は隔界から出て、耕介の住むマンションにいる。
　それがいったいどういうことなのか。
「おまえは私の運命を変えられると言った。しかしな……」
　磐長は俯うつむき、裾すそを握る。
「もう、私は運命の歯車の上にはいないのだ」
「それは、どういう……」
「聞くな」
　耕介の言葉を断たち切きるように磐長は強く言い放つ。
「言ったろう。私はおまえが嫌いだ」
　磐長はそう言いながら、耕介から離れて行く。
　もう運命の歯車の上にはいない、とはどういうことなのだろうか。
　耕介は仕方なくそれ以上問うことはできなかった。ちょうどその時、咲耶とあすみの声が聞こえてくる。
「この娘こですよ、磐長っていうんです」
　入ってくると同時に磐長は咲耶に向かって脱だつ兎とのごとく走りだす。
　そして咲耶に縋すがりつきながら
「咲耶、あいつが口では言えないようないやらしいことを私に強要してくる」
　磐長がとんでもないことを口走った。咲耶は驚おどろきに目を見開いて耕介の顔を仰あおぐ。
「え、耕介!?」
「まて、咲耶。冷静に考えるんだ。僕ぼくはそんなことはしていない」
　磐長のあまりに怖おそろしい罠わなだった。
　さらに怖ろしいことには、リビングに立つあすみが、震ふるえながら硬こう直ちよくしているのだった。
「耕介ぇ……あんた、咲耶ちゃんだけじゃ飽き足たらず……また新たな少女に毒どく牙がをぉ……」
「あすみ、わかってて言ってるな、そうだな？」
「汚きたないよぉ。大人はみんなドロドロだよぉ……無む垢くな少女にひどいことしか考えられないケダモノばかりだよぉ………くそぉ、なにを擦こすりつけようとしたんだよぉ………」
「あすみ、擦りつけるなんて話は一回も出てきていないぞ」
　一緒に聞いていた咲耶もまた、あすみにつられて泣き出してしまう。収拾がつかなくなった。咲耶の後ろで磐長はつーんとしながら、耕介の様子を見ている。
　いったいどういうつもりかわからないが、とにかく磐長にすごく嫌われていることだけははっきりと認にん識しきしたのだった。
　とりあえず耕介はあすみを宥なだめ、咲耶を宥め事情を話していく。これは磐長が吐ついた嘘だ、とは言えなかった。それでも、いつもの勘かん違ちがいだ、と言うと何な故ぜかあすみはひどく納得してくれた。悲しいが、勘違いが多いことが幸いしたのだった。
「いやぁ、ついに耕介が、何かに覚かく醒せいしたのかとぉ」
「いったい何に覚醒するというんだ」
「そりゃあ、ねぇ。辛しん抱ぼうたまらん、ってなったら、男の子はなにするかわからないじゃん」
「もし仮にそうだったとしても、咲耶があすみを玄関まで迎えに行ってる間に何かしよう、というのに無理があるだろう」
「そりゃあそうかぁ」
　頭をかきながらあすみは、どうやら納得してくれた様子である。咲耶はというと、あすみの隣に腰こしをおろして
「私は最初からわかっていましたよ。はい！」
　と自信満々に息まく。
「咲耶も驚いた顔してたじゃないか」
「………ええっと、まあ、それは……」
「……いや、まあ急にあんなことを言われて驚かない人間はいないだろうが」
「そ、そうです！　人間だもの！」
　耕介はため息をつきながら磐長を見ると、彼女はやはり先ほどと同じく、つーんとした顔をプイッと逸そらしてしまう。
　聞くな、と言った磐長には何か話せない事情があるのだろうか。それとも単に、先ほど口で言った通りの、耕介のことが嫌い、という理由だけなのだろうか。
　──……いや、そんなことはない。
　耕介は思う。もしそうだったとしたら、咲耶には話しているはずなのだ。咲耶にも話せない事情があるのだろう。
　彼女がいったい何を抱かかえているのか。何と戦っているのか。今ここにいる事情を、いつか彼女は話してくれるのだろうか。
　そんなことを考えながらも耕介は、あすみに磐長の事を話していく。
　磐長は咲耶の親戚であると話しておくことにした。たいへん遠い親戚ではあるので実質間違ってはいない。磐長は軽く手を添そえるように上げる。
「姉のようなもの」
　咲耶と並ぶと10センチほど小さいながら、胸を張って姉の威い厳げんを誇こ示じする磐長。
「そうかぁ、磐長ちゃんは、咲耶ちゃんのお姉さん的なものなのかぁ」
　機き嫌げんの直ったあすみは、磐長を小動物のように猫ねこ可愛かわいがりしながら膝ひざの上に乗せる。
「綺き麗れいな銀ぎん髪ぱつだねぇ」
「………そんなこと……ない」
　あすみに櫛くしを通されながら磐長は怒おこったような表情をしてみるが、頬ほおを僅わずかに紅潮させている姿を見ると、おそらくは照てれ隠かくしなのだろう。
「咲耶ちゃんの黒くろ髪かみも綺麗だけどぉ、銀髪って中々お目にかかれないからねぇ」
「あすみ、服持ってきました」
　咲耶が自分の部屋のクローゼットからこの前買ったばかりの服を何点も持って出てきた。
　巫み女こ装しよう束ぞくの磐長とこれから外に出るにあたって、衣装替がえなのだ。
　一様に楽しそうな女の子たちに、耕介は中に入ることもできず、少し遠くから眺めていた。
「う～ん、これも可愛かわいいんだけどねぇ。どうしようかなぁ」
　あすみの服をチョイスするセンスがいいことは知っていたが、そんな彼女もなにやら思案顔で服と磐長を交こう互ごに重ねてみたりしている。
「こっちも可愛いと思うんです」
「おお、いいねぇ咲耶ちゃん。でもね、銀髪にはやっぱりゴスロリがいいと思うんだよねぇ」
「ごすろり？」
　磐長はわからない単語に首をかしげる。
「ゴスロリだよぉ。そんでぇ、ツンデレぶってみてよぅ」
「つんでれ？」
　さらにわからないと言うように首をひねる磐長。
「ジャンクにしてあげる、って言ってみてぇ。お姉さんの夢なんだよぅ」
「なにそれ？」
「閣下の喜ぶ顔が目に浮かぶよぉ」
　時々あすみは、耕介にもよくわからないことを言いだす。磐長はそれでもあすみの膝ひざに腰をおろし、ジッとしながら様子を見守っていた。
「どうしようかなぁ。何にしよぅ」
「別に着れる物なら何でもいい」
　あすみに持ちあげられて、照れながらもすげない対応をしてしまう磐長ではあったが、こうして見ているとやはりあすみはすごいのだな、と耕介は改めて思う。
　こちらの生活に馴な染じみづらいであろう磐長にも壁かべをつくる暇なども与あたえないあすみに、耕介は感心する。やはりそれはあすみだからこそできることなのであろう。
　そんな様子を眺めながらも、耕介には一つの懸けん案あんがあった。それは磐長がここにいることがリニエッジ機関にばれてはならない、ということである。
　もちろんリニエッジ機関は磐長の顔を知らない。しかし用心するに越こしたことはないのだ。そこで耕介は先ほど、そっとあすみにあるお願いをしていた。
「でもやっぱりここわぁ、ちょっとボーイッシュにしちゃおうかなぁ」
　にこにことしながらあすみは、ラガーシャツにハーフパンツ、そしてハンチング帽ぼうという、少年のような衣服をチョイスして行く。耕介のしていたお願いというのは、他でもなく変装させて欲ほしい、ということであったのだ。
　しかし長い磐長の髪かみは、ハンチング帽の中には収まりきれそうもない。
「う～ん、じゃあポニーにしようよぅ」
「ぽにー？」
「いいですね！　そうしましょう」
「よっしゃぁ、磐長ちゃん、来て来て」
　と、咲耶と共に磐長をひきつれて隣となりの部屋へ消えていった。


　耕介がリビングでお弁当の用意をしながら待っていると、準備の整った女の子陣じんが部屋から出てくる。あすみは先ほどと変わらない姿だったが、咲耶の方は新しい服に着き替がえていた。
　動きやすそうなジーンズ地のショートパンツに、上は薄いブルーの柔やわらかい生き地じでできたブラウス。黒のリボンがコントラストになって映はえる。
　咲耶は耕介の方を確かく認にんするようにチラリと見る。耕介が頷うなずき返すと
「へへぇ」
　と咲耶は、はにかむのであった。
　家を出る準備は整い四人は陽光の照りつける中へと外出することになった。耕介の目の前を、少し距離を置いて咲耶と磐長が歩いている。
　一様に楽しそうな二人の様子を、耕介はぼんやりと見つめていた。
「ねぇ………」
　ふと呼ばれていることに気がつくと、隣を歩くあすみがこちらを見上げながらなにか言いたそうな顔をしている。
「なんだい？」
「ううん………なんでもないやぁ」
　そう言って視線を咲耶たちに向けるあすみではあったが、彼女がそういう態度をする時、だいたいなにか言いたいことがあることを耕介は経験上知っていた。
「どうしたんだ。なにか言いたそうな表情だが」
「そんな顔してないよぉ」
　ごまかすように手をパタパタさせる。耕介は少し首をかしげながらも、やはりそんなあすみの態度が気にかかった。
「………久しぶりだなぁ……って、そう思ったんだぁ」
「久しぶり？」
　あすみとはこうして毎日のように顔を合わせている。久しぶりというのは……。
「耕介とこうして二人きりで話すのがぁ……」
　そう言われて耕介は初めて気がついた。高校時代や、こちらに来てたまに顔を合わす時はよく二人で話をしたものだが、咲耶が来てから二人きりで話す機会はほとんどなくなっていた。思い返してみれば、数すうヶか月げつ前、あすみからお見合いの話を聞いた夜と、この間の咲耶が倒たおれた時以来かもしれない。
　もともと人前で弱みを見せようとしないあすみである。
　こと咲耶の前では気きじ丈ように明るくふるまっているように思う。それは無理に作ってそうしているわけではないのだろうが、それでも愚ぐ痴ちを言ったり、わがままを言ったりするような事はなかった。咲耶の前で大人であろうとしていたのかもしれない。
「ずっとね、話そうと思ってたんだけどねぇ……中々話す機会もなかったからさぁ」
「そうか、すまなかった」
「謝んなくたっていいよぅ。そんなに大したことじゃないんだぁ」
　呟つぶやくように言うあすみ。
「あたしねぇ、ずっと耕介の背中を追いかけてきたんだぁ」
「…………」
「中学の時、耕介に助けてもらってぇ、それからずっと、耕介みたいになりたいって。自分の事なんか忘れるくらい、周りの人のために必死になってる耕介みたいになりたい、ってぇ」
　優やさしい笑えみを浮かべながらあすみは耕介を見る。
「咲耶ちゃんのこと、津つ幡ばたさんのこと、それに磐長ちゃんもだよね。きっと耕介の周りでは、もうあたしには追いつけないような、いろんなことが巡めぐっているんだって気づいたんだぁ」
　耕介が巻き込まれている、一連の状況。あすみが決して耳にしてはならない、リニエッジ機関、時とき詠よみの追つい難な、そして血けつ撰せん者しやたち。その言葉をたとえ耳にしなくても、あすみには充分にわかっているのだろう。踏ふみ込んではいけない世界に耕介が踏み込みつつある状況を。
　それ故ゆえ、耕介はなにも返すことができず、ただその変化のない面おも持もちを動かすこともなく、心苦しさの残ざん滓しのみが心中に漂ただよった。
「あたしはさぁ、本当になにもできないからぁ………」
「そんなことはない」
「………へへぇ、耕介ならそう言うと思ってたぁ」
　あすみは薄く笑うのだったが、しかし耕介にとっては本心だった。あすみがいなければ、自分は本当になにもできない、そう思う気持ちに偽いつわりはなかった。
「僕一人じゃ咲耶の心も、磐長の心も開くことはできなかった。あすみがいてくれなかったら、僕はもっと右往左往していた」
　あすみは小さく首を振ふった。
「でも……あたしには耕介を笑わせることはできないんだぁ。もしあたしが耕介に追いつけるとしたら、耕介が笑ってくれる時だと思っていたんだぁ。でも、たぶんそれはあたしの役目じゃない。耕介を笑わせることができるのはきっと咲耶ちゃんなんだと思うんだぁ」
　あすみは真まっ直すぐに前を歩く咲耶を見る。
「咲耶ちゃん、真っ直ぐだもん。真っ直ぐ耕介を見てる。私とは……違ちがうんだぁ」
　なにが違うのだろう、という疑問が耕介のうちに湧わく。
　問おうとすると、それを察したのかあすみは、歩みを速めてしまう。
「ほらぁ、咲耶ちゃんたちが、先行っちゃったよぉ」
　あすみに言われて耕介が前方に目を移すと、咲耶と磐長にずいぶん距離を開けられていた。
「咲耶ちゃーん、磐長ちゃーん！　まってぇ」
　駆かけて行くあすみの背を耕介はゆっくりと追った。
「へへぇ、たまには追いかけたらいいのさぁ」
　時折振り向むいたあすみが、いじわるそうに笑っていた。


　やってきたのは最も寄より駅から数駅行った先にある大きな公園である。かなりの広さの敷しき地ちが芝しば生ふに覆おおわれ、木々が並ぶ。
　照りつける日差しが降り注ぐ日中でも、木こ陰かげに座すわれば涼すずしげな風が吹ふき、遠くでは子供と遊んでいる両親の声が聞こえる。園内を流れる小川の脇わきを通る道にはジョギングをするランナーが幾いく人にんか通り過ぎて行く。
　咲耶が磐長にこちらを紹しよ介うかいしたい、という話になって、どこに行くか考えた結果、人の多い観光スポットではなく、こういったのどかな場所を選んだのだ。
　そしてその選せん択たくはどうやら良い方向に傾かたむいたらしく磐長は目を丸くしながら、その光景に口をポカンと開けていた。
「磐長、磐長、川に行きましょう」
　咲耶は磐長の手を引いて、小川に走っていく。水質のいい河か川せんには、魚も棲すんでいるらしく、カモなどの鳥も水辺を泳いでいる。
「咲耶、深いところもあるから、中に入っちゃダメだぞ」
　耕介が注意すると、咲耶は振り向き頷き返す。
「大丈夫です。ちょっと入るだけなんで」
　そのちょっとが危ない、と注意しようと思ったのだが楽しそうに水辺で遊ぶ二人を見ていると、言いづらくなってしまった。まあ、溺おぼれるような水深ではないので、さほど心配する必要もないのだが。
　咲耶と磐長は靴くつを脱ぬぐと水辺の浅い所に足をつけたりしている。
　隣でその様子を眺めていたあすみは、意地悪そうな笑みを浮かべた。
「あれは咲耶ちゃん、水辺で転ぶフラグ立ててるねぇ」
「なんだそれは？」
「大だい丈じよ夫うぶ、大丈夫……って言って大丈夫だった人間などかつていなかったってことさぁ。そうなると、咲耶ちゃんの水辺スケス……おおっとぉ、これ以上はいえねぇなぁ」
　──あすみは、油断は禁物、ということを言いたいのだろうか？
　耕介はそう考えながらも、やや心配になり咲耶の方に目をやる。
「磐長、お魚がいます」
「ほんとだ」
「……捕れますかね」
「うん」
　二人は泳ぐ魚を手で捕ろうと追いかけだす。しかし魚の泳ぐスピードは速く、近寄っただけでもすぐに逃にげてしまう。
「咲耶、こっちから追い込みをかける」
「はい、じゃあ、こっちで捕ります」
　どうやら協力して魚を確保する気満々の様子である。磐長は水辺の少し深い場所にたむろする魚の群れを見つけると、その近くにバシャバシャと入っていく。すぐさま魚は磐長から逃げようと方向を変え、素す早ばやく飛び出す。
「そっちに行った」
「はい」
　しかしその先に待ち構えていたのは咲耶である。
「捕ります」
　と宣言した咲耶の手を魚たちはあっという間にすり抜ぬけて、股また下したを潜くぐり逃げ去さってしまう。咲耶は思わず魚の群れを深追いしようと身体を反転させた、とその時
「……あ……あ」
　咲耶は水場に足を取られバランスを崩くずしそうになる。
「来たようぅ！　咲耶ちゃん、宣言通りぃ！」
　あすみの拳こぶしにグッと力が入った。
「わ、わ、あ……あぶな……」
　もうだめかと思いかけた、その瞬しゆん間かん磐長の手が素早く伸びた。
「咲耶！」
　ガッチリと握られる咲耶と磐長の手。間かん一いつ髪ぱつ、磐長のファイト一発なファインプレイが咲耶の窮きゆ地うちを救った………が。
「う、ちょ……う」
　咲耶の手にひかれ、今度は磐長のバランスまでも崩れ始める。あすみの握りこぶしに更さらに力が入る。
「ダブルっ！」
　お互たがいでバランスを取りあおうとする咲耶と磐長だが、足を水に掬すくわれて、思うように動けない。
「わ……わ……磐長…ぁ！」
「……う……あ……ぅぅ！」
　きりもみしながら、そのまま二人の身体は水面に吸い込まれるように崩れてゆく。
「「！」」
　水面との衝しよう突とつ直前、二人の身体がぴたりと止まる。
「深いところは入っちゃダメだと言ったろう」
　咲耶と磐長は、耕介の両りよ腕ううでに抱えられ、ゆっくり持ちあげられた。
「「……はあ」」
　安あん堵どのため息が二人から漏もれた。しかし収まらないのはあすみである。
「な、なんで間にあってんのぉ！」
「いや、あれだけ時間があったら間にあうだろう」
　さすがに耕介は冷静である。実は危ないと思った時には、すでに動き出していたのだ。
「おおおおぉ！　なぜそこで、フラグを折るぅ！　そのまま行ったら咲耶ちゃん、磐長ちゃんスケスケアイランド、ダブルゲットだったんだよぉ！」
「なんの妄もう想そうだ？」
「この妄想殺しぃ！　フラグブレイカー！」
　あすみは悔くやしそうにハンカチを噛かむ。残念ながらあすみの思い通りの展開にはならなかったようである。
　びしょびしょになったのは耕介のシューズとズボンの裾すそだけであった。
　そんなことがあり、靴くつ下したとシューズは天日の下で乾かわかされ、耕介は木陰にベンチシートを敷しき、女の子たちの遊んでいる様子を見学、と相成る。
　三人は何やらひたすら野原を駆けまわりながら楽しそうな様子だ。いったい何の遊びをしているのかわからなかったが、おそらくはあすみが一方的に咲耶と磐長を追いまわしているのだろう。
　こういう場所では意外とシンプルな遊びでも楽しいものだ。
　時計を見ると、いつの間にか午後になっていた。そろそろお腹なかをすかせてくる頃だろうな、と考えていると案の定、三人は
「お腹すきました」「お腹すいたぁ」「ごはん」
　と口をそろえて、耕介の下にやってくる。
　今朝、ありもので作ったサンドウィッチを取り出す。そしてパンが足りなかったので、おにぎりとお茶を出し、それから唐から揚あげ、ハムを巻いたミニトマト、茹ゆでたブロッコリー、卵焼き、ウィンナー、ロールキャベツ……とシンプルながら、種類は豊富になった。
　動きまわってお腹がすいた三人はモリモリと食事を啄ついばんでいく。作った耕介としては嬉うれしい限りである。
「うん、いい味付けだよぉ。このロールキャベツぅ」
　あすみにはロールキャベツが当たりだったようだ。
「お兄ちゃんおいしいです」
　相変わらず、外ではお兄ちゃんに呼こし称ようが変へん更こうされる咲耶。
「お兄ちゃん、おにぎり」
　何故か磐長も咲耶の真ま似ねをしている様子である。
「おおぉ、耕介に妹が増えおったぁ」
「……ああ、どうやらそのようだ」
「どうする気だぁ？　耕介はこのまま何人まで妹を増やす気だぁ」
　毛頭増やす気などないのだが、現状またしても妹が増えてしまったということになる。
　もしかしたら、先ほどと同じく、磐長の罠の可能性もあるのだが……。
　ふと耕介が遠くに目をやると、木の陰かげからこちらに視線を送る人間がいる。
「…………」
　御崎涼子が監かん視ししながら、おにぎりを食べていた。
　どうやら守ってくれている様子ではある。
　食後は皆みなしばしぼんやりとし、落ちつくと女の子たちはまた駆けだしていってしまう。耕介の靴はまだ乾かないので、あいからず待機であった。
　するとそこへフラフラと磐長が一人、輪から抜けてやってきた。
「どうしたんだ、磐長」
　聞いた耕介を見返す磐長の目はトロンとしている。
「…………………疲つかれた」


＊＊＊＊


「あれぇ、磐長ちゃんわぁ？」
　あすみに言われて咲耶は周りを見回すが、たしかにいつの間にか磐長の姿がない。咲耶の背中に冷たいものが走る。
「磐長！」
　呼んでみても返答がなく、さらに咲耶のうちで焦あせりが膨ふくらむ。
「あ、いたいたぁ」
　あすみの言葉の方向に目をやると、たしかに磐長がいた。ホッとした咲耶だったが、安心したのは一瞬だった。
　磐長はベンチシートで横になっていた。ただ横になっているだけだったら咲耶も落ち着いていられたのだが、磐長は耕介の膝を枕まくらにしながら昼ひる寝ねをしていたのである。
「あららぁ、磐長ちゃん……やりますのぉ」
　あすみは遠目にその様子を見ながら、横目で咲耶の様子を窺うかがう。
「おやぁ、咲耶ちゃん。どうしたのぉ」
「え、え、いや。その、なんですか？」
　冷静を装よそおうつもりだったのだろうが、完全に咲耶は狼ろう狽ばいしていた。手をわたわたさせながら、顔はあすみに向いているが、目は耕介と磐長を追っていた。
「いやぁ、そこまでわかり易やすい反応を出してくれると、ありがたいくらいだねぇ」
「な、なにがわかりやすいんですか？」
「まぁねぇ、咲耶ちゃんの心のうちが」
「そ、そんなことありません。鉄てつ壁ぺきですよ！　私の心は」
「咲耶ちゃんが鉄壁だと、通常の人の心はオリハルコンだよぉ」
「うぐぅ」
　咲耶はあすみに煽あおられながらも磐長と耕介に目をやる。やはり、二人の様子を見て、胸の中がモヤモヤとしてしまうのだ。
「咲耶ちゃんも行ったらぁ」
「え！　………うぅ」
　咲耶は耕介たちとあすみを交互に見ながら、やはり躊ちゆ躇うちよしてしまう。
　──なんだかそれではまるで………。
　しかし咲耶はその後に続く言葉を呑のみこんでしまう。
　考えるとなんだか、頭がボーっとしてしまうので、咲耶はそれ以上考えないことにした。


　日が傾きだし、耕介たちは家路につく。なんだかだで、その後すぐに起きた磐長は、再び咲耶たちと飛び回ったりして、充分に満まん喫きつしてくれたようである。
　耕介たちが家に到とう着ちやくし、咲耶と磐長、そしてあすみが夕飯の支し度たくにとりかかっていた頃ころだった。来客を告げるインターフォンが鳴った。
　キッチンで女の子たちは夕飯の準備をしている様子だったので、耕介は立ち上がり
「僕が出るよ」
　と言って玄関へ向かった。
「や……っほー……耕介君」
「しぬ……もう……しぬ……」
　ドアを開けるとぼろぼろの二人組が立っていた。あちこち擦すり傷きずだらけで、衣服は土と葉っぱにまみれ、身体は若じやつ干かん震ふるえている。
「瀬せ名なさん……須す崎ざき……どうしたんですか？」
「どうもこうもねぇよ！　すげぇんだよ！」
「なにがでしょう？」
「猿さるが！」
　全くもって須崎の言っている内容の要領がつかめない。助けを請こうように瀬名を見ると、彼かの女じよも青あお息いき吐と息いきになりながら話し出す。
「動物園の猿をね、ちょっと捕つかまえてきてね。そいつが強くて手こずった感じなわけ」
　たいへんわかりやすい内容だった。
「おい耕介、早く仕事後のビールを飲ましてくれよ」
　ものすごい言い草である。しかし須崎が勝手に買いだめて、耕介の家の冷蔵庫に放ほうり込んで帰るので別段家計に響ひびくようなことはないので、耕介も文句は言わない。
　スリッパを並べ、須崎たちをリビングへ通す。
　するとエプロンをかけた咲耶がお皿を運びながら耕介の下にやってきた。
「耕介、ご飯の用意ができましたよ」
　折よくやってきた咲耶の言葉に、耕介は振り向かずとも、後ろにいる瀬名と須崎が目を輝かがやかせているであろうことは想像がついた。


＊＊＊＊


　咲耶は食しよく卓たくのにぎやかさに目を丸くした。いつも通りだと、自分と耕介、そしてあすみである。今日から加わった磐長はもちろん想定内だったのだが、その後から探たん偵てい二人が加わり、いつにない賑にぎやかな状態になった。
　もちろんダイニングのテーブル一つで収まる筈はずもなく、リビングの方まで今日は全部使ってのパーティのような状じよう況きようだった。
　磐長もどうやら驚いている様子で
「いつもこうなの？」
　と聞いてきたので咲耶は苦笑いをしながら首を横に振った。
　途とち中ゆうからあすみがウーロンハイを飲み出したのを皮切りに、瀬名もビールに手を出す。そして須崎もビールのプルトップに手を掛かけると
「あんたは帰りの運転があるでしょ」
「なに言ってやがんだ、俺にも飲ませろ！」
「だれが運転してくのよ」
「………………くそおっ！　先手を取られた！」
　今日の須崎は禁酒のようである。耕介は相変わらず料理を運んだり飲み物を作ったり。あすみは磐長の髪の毛けを縛しばったり巻いたりしながら、磐長に耕介の妹ポジションになることの過か酷こくさを説いていた。
「磐長ちゃん、いいかい。耕介の妹ポジションになるにはとても辛つらい修しゆ行ぎようが必要なのさぁ」
「別になるつもりはない」
「その昔、八や嶋しまかえでちゃんという女の子がおってなぁ」
「別になるつもりはない」
「流木に身体を打ちつけて、日々耕介の妹の座をえようと修練を積つんでいたのだよぅ」
「別になるつもりは……」
　酔よった絡からみ酒のあすみと磐長の会話は全く成立していなかったが、遠くからそれを聞いていた咲耶の方が、その内容に戦せん慄りつした。いろいろな意味で恐きよ怖うふであった。
　とりあえず咲耶は、それは聞かなかったことにして部屋の隅すみに目を移す。
　すると先ほどビールを飲めなかった須崎が、ショックだったのか部屋の隅の暗がりで膝を抱えていた。意外とデリケートである。
「探偵さん、元気出して下さい。紅茶のみますか？」
「嬢じようちゃん、優しいな。そうだいいこと教えてやるよ」
「なんですか？」
「耕介の秘密・その五だ」
　俄が然ぜん咲耶のテンションが上がる。そもそも『その五』ということはそれ以外に少なくとも四つはあるということである。全部聞きたいのはやまやまだったが、とりあえず『その五』を聞いておきたい。が、変に勘違いをされてもいけないので、咲耶はごまかしながら遠まわしに聞いてみることにした。
「そ、そうですか。全然興味はないんですけど、一応聞いても損はないんで、聞いておきたいと思います！」
「……なんだ、嬢ちゃん興味ないのか。じゃあ、須崎家の秘密六十連発聞かせてやるよ」
「いや、耕介の秘密が聞きたいです！　断然、聞きたいです！　須崎家はまたいずれかの機会に、みなさんのいる前とかでお願いします」
　危なく打ち上げ花火のような須崎家の暴ばく露ろ話を聞かされそうになり、咲耶は焦あせり耕介の話題に引ひき戻もどす。どうやら須崎に小手先のことをやっても徒労のようであった。
「よし、じゃあ教えてやる、耕介の秘密・その五だ」
「はい」
　須崎は急に声をひそめて話し出す。咲耶も正座をしながらその声に耳をそばだてた。
「耕介の腹筋はバキバキに割れているんだよ」
「そうなんですか!?」
　咲耶は意外なことに驚いた。痩やせ形がたではあるものの、スポーツ系にはとても見えない耕介だったので、全くそんな印象はなかった。風ふ呂ろ上がりなども耕介はおそらく自分に気を遣って、裸はだかでうろつくようなことはない。たしかに咲耶は耕介の腹筋を見たことがなかったのだ。
「そうだぜ、嬢ちゃん。耕介のやつ、ああ見えて結構お笑いが好きだろ」
　咲耶は思い返してみると確かに耕介とよくお笑い番組を見ていた。咲耶が一人笑い転げている横で、耕介はジッと冷静にテレビ画面を注視していたのだ。
「たしかに耕介は、お笑い番組をよく見てます」
「だろ、あいつ好きなんだよ。しかもな腹の中ではすっげぇ笑いたいくせに、笑えないからそのエネルギーが全部腹筋とかに行っちまってるんだよ」
「そうだったんですか？」
「今度見せてもらってみな。腹の筋肉バキバキだからよ」
　こそこそとそんな話をしていると、ちょうど耕介がやってきて相変わらずの無表情でのぞきこんできた。
「ん？　どうしたんだい」
「い、いえ、なんでもないんです……なんでも……」
　咲耶は思わず目を泳がせてしまう。
「？　………僕のお腹がどうかしたのかい？」
「え!?」
　どうやら咲耶は無意識に耕介の腹筋を見ようと目で追っていたようである。すぐに目線をそらして、平静を装った。
「なんでもないんですよ。その……耕介がお笑い好きだって、そういう話をしていただけですから」
　耕介は不思議そうに咲耶の顔を見ながら首をかしげた。
　横でその話を聞いていた瀬名が、話に飛び込んでくる。
「え？　耕介君、お笑い好きなの？」
「ええ、まあ人並みには」
　そう答える耕介だったが、なにやら瀬名の琴きん線せんに引っかかったらしく、にやりと笑う。
「どんなのが好きなの？　漫まん才ざい？　コント？　ピン芸人？」
「コントが好きなんですよぉ」
　と今度はあすみが耕介の代わりに答えてしまう。
「ええ！　マジで？」
　偉えらく盛り上がる瀬名。どうやら彼女もお笑い好きなようである。咲耶の周りで、なにやらとんでもなく話が盛り上がり始めていた。すっくと立ち上がった須崎はニヤリと笑いを浮うかべ耕介を見た。
「よっしゃ、ここはひとつ、耕介の笑いのセンスを試ためそうじゃないか！」
「え？」
　無表情極きわまりない耕介が焦っているのが咲耶にもわかった。しかし、そんな咲耶も
「見てみたいです……耕介のコント」
　湧いて出た好こう奇き心しんに勝つことができなかった。
「咲耶、ちょっと待とう」
「おおう、耕介ぇ。どうしたんだい？　怖おじ気けづいたのかぁ」
「あすみ、絡み酒はやめよう」
「耕介君、がんばって！」
「応おう援えんしないでください瀬名さん」
「苦笑いしてあげるわ」
「磐長……」
　どうやら場の空気は完全に耕介にネタをやらせる方向に進んで行ってしまった。
　咲耶は耕介のする芸がどんなものか、期待の眼まな差ざしをキラキラさせながら送った。
　耕介は周りに目を移しながらため息をついた。
「じゃあ………コント『滝たき沢ざわ馬ば琴きん』───」


　耕介にとって得意な分野ではない世界である。お笑い、それは耕介には一番の難解な壁であった。しかしだからといって、避さけてきたわけではない。
　耕介なりに色々と考え、おもしろいことを研究してきたのだった。
　たまたま日の目を見ることが今までになかっただけに、この機会は耕介にとって今までの研究の結果を出すことのできる唯ゆい一いつの場──となる筈はずであったのだが。
「……そして溶とけだした滝沢馬琴の中身は、冷れい凍とうにされたのであります」
「ひいいいぃぃぃ！」
　咲耶が磐長に飛び付きながら悲鳴を上げた。
　耕介の計算上ではここでドッと笑いが起きるはずなのに、何故か悲鳴が上がったのだった。
「………………………お、おわりです」
　そう区切ったはずなのに、誰だれも口を開こうとしない。
　須崎は煙草たばこに火を付け、瀬名はビールを口に含ふくみ、あすみは寒さに凍こごえるように腕うでを抱だいた。そして咲耶は
「ううぅ………すごく怖こわいはなしでした……」
　磐長に泣きついているのである。聞いていたあすみもゲッソリとしている。
「………なんというかぁ……怪かい談だん、ホラー、世にも奇きみ妙ような……そんな話だねぇ」
「いや、一応コントのつもりだったんだが」
[image: 画像]
「どこもコントじゃないよぅ。だって、最後の方は完全に語りになってたしぃ、何故か滝沢馬琴が生体実験されてるしぃ」
　そこは笑いどころなのだが。
「しかもなんで滝沢馬琴をへし折るのよぉ」
「そこは滝沢馬琴だけに……」
「バキンッ、かぁ!?　わかりづらい上に、レベルがオッサンだよぉ……しかも中身ってなによぉ。黄色い液体ってなによぉ……なんで犬の顔になるのよぉ……怖いよぉ……」
　そこも突とつ飛ぴな展開、という笑いどころだったのだが、あすみの様子を見ている限り相当怖かったようである。
　語り方が暗かったのか、それとも勢いが足りなかったのか、そもそも話の構成がまずかったのか、または無表情のせいか……と耕介は一人コントの反省を頭に浮かべる。
　耕介がセンスの問題、という言葉に行きつくのはもう少し後である。
　須崎などは煙草の煙けむりを吐き出しながら苦笑いを浮かべる。
「耕介！」
「なんですか須崎」
「残・念☆」
　親指を立てる須崎に、目の前が一いつ瞬しゆん、白く霞かすんだ。
　須崎に残念と言われるのがこんなにも攻こう撃げき力りよくが高いとは思わなかった。まさかこんな日が来るとは耕介も思いもよらぬことであったのである。
「耕介君が初めて人間らしく見えたよ」
　ウィンクをする瀬名。そして磐長に泣きつき肩を震わせる咲耶。
「ぅぅ………液体が……液体が犬の顔に……」
「よしよし」
（でれーい）
（ひでー！）
　まるでそこにいない人間にまで批判されているような感覚になる。
　言い訳をするわけではなかったが、耕介も面おも白しろい話をするつもりであったので、こういう結果になってしまったことは不本意であった。できることならリベンジしたい気持ちもある。
「その……もう一つあるんだが」
　冷静な表情でキリリと全員に言い放つ。
「もうひとつぅ？」
　あすみが疑わしげな目で耕介を横目に見る。
「ああ、とっておきのコントだ。『人間閂かんぬき』という……」
「「「題名が怖い！」」」
　綺き麗れいにあすみ、須崎、瀬名の声が揃そろう。
　普ふ段だんバラバラの三人が結束する瞬しゆ間んかんであった。
　隣で咲耶をあやす磐長から、「……ふっ」と苦笑いが零こぼれる。
　いきなり題名から強制終しゆう了りようさせられてしまい、無表情なままがっくりと肩を落とした耕介は、ふとロフトの上を見ると、御崎涼子が口に手をあてて身体を小刻みに震わせていた。
　耕介にとって限りなく小さな救いであった。


　耕介には思わぬ展開になったものの、時間が十一時を過ぎたあたりであすみが帰る、と言いだした。それにつられるように、須崎と瀬名も帰ることになり、あすみもついでに送ってくれることになった。
　皆が一いつ斉せいに帰ってしまい、先ほどの騒さわがしさのせいもあって部屋の中は異様に静かに感じる。耕介は洗い物を片付けていると咲耶がやってきた。
「こ、耕介」
「なんだい？」
「………ここにいてもいいですか？」
　先ほどのコントがよほど怖かったのだろう。咲耶は目を泳がせながら、耕介の隣で残り物をタッパーに詰つめたりと、片付けを手伝ってくれた。
　そんな咲耶を見て、耕介もさすがに罪悪感が心をよぎった。
「あ、あの、耕介」
「ん？」
　咲耶に向き直るのだが、呼びかけてきた咲耶は要件を話し出そうとしない。ただモジモジと人差し指を絡めて、言葉を飲み込むのだった。
「なにか、言いづらいことかい？」
「………ちょっと」
　さて、咲耶が言いづらいこととはなんだろうか、と耕介は最近の咲耶の様子を回想してみるのだが、思い当たる節が見当たらない。
「言ってごらん。僕にできることなら協力するよ」
「……ほんとう……ですか？」
「ああ」
「あ、あの。でも、おかしなことかもしれないんで、おかしかったら、忘れて下さい」
　忘れろと言われて、簡単に忘れられるものではない。しかし咲耶の顔を見ていると、なにやら言いたくて仕方がない、という様子が見て取れる。
「わかった、じゃあ、もし咲耶が言って失敗だと思ったのなら、僕は聞かなかったことにするよ。それは咲耶が選択すればいい」
　そういうと咲耶は俯うつむきながら小さく、「はい」と答えて、決意を固めるように大きく息を吸った。
「あ、あの……私も磐長みたいに、膝ひざまくら……」
　ちょうどその咲耶の言葉を遮さえぎるように、耕介の携けい帯たい電話が鳴りだした。
「あ、あ、どうぞ、出て下さい」
　咲耶が焦りながらそういうので、耕介は憚はばかりを入れて、着信ボタンを押おした。
『やあ、大おお倉くら』
　先せん輩ぱいの高たか杉すぎからの電話だった。
「もう火傷やけどの方はいいんですか？」
『ああ、大学病院にいる知り合いに、懇こん切せつ丁てい寧ねいに治ちり療ようしてもらってるよ。それよりパソコンは見たか？』
「いえ、起動はさせましたが、中はまだいじっていません」
『そうか。ゲームを入れといたから、暇ひまな時にやってくれ』
「ありがとうございます」
『それと………』
　高杉は声に凄すごみを利きかせる。
『もし俺おれの点数を上回ったら連れん絡らくしろ。すぐにその記録を書かき換かえてやる』
「相変わらず、負まけず嫌ぎらいですね」
『当たり前だ。何事にも全力だ、俺は』
　高杉はその言葉の通り、負けず嫌いが高じてか、成績はもちろん学内トップで、海外の研究機関から声が掛かるほどである。それでも彼かれはそれらを断わり続けているのには、理由があった。
　彼いわくは『俺はまだ勝っていない人間がいる。そいつに勝つまでは、海外に行くことはできない』というのだ。いったい彼を負かした人間とはどんな人間なのだろうか、と耕介は考えるが、思い当たる節もない。何しろ何万人と在校生を抱かかえる学校だ。耕介の知ることのできる範はん疇ちゆうではない。もちろん耕介も高杉に勝ったことなど、ただの一度だってない。そういった意味でも、負けず嫌いの高杉に勝つ人間というのを見てみたい、という興味はあった。
「安心して下さい。僕ぼくはゲームが苦手ですので、高杉先輩の記録は抜けませんよ」
『そうか。うんうん、それならいいんだ』
　という高杉の声が幾いく分ぶん嬉うれしそうなので、耕介は笑いたい気持ちになった。
『それと、初期化はしていないから、まあ、楽しんでくれ』
「どういうことですか？」
『まあ、それは………見てからのお楽しみだ。じゃあな』
　高杉は思いっきり含みを持たせながら、電話を切った。
　何なのだろうか、と考えながら耕介が咲耶に目を移すと、彼女はオロオロとしていた。
「咲耶、さっきは途中ですまなかったね。どうしたんだい？」
「あ、いえ、やっぱりいいです。その、やっぱり」
　咲耶は心変わりしたのか、先ほどの遮られた続きを口にしようとしない。耕介は、「磐長みたいに……」まで聞いたところで着信音に遮さえぎられてしまったので、どうにもスッキリしないことになった。しかし咲耶が言いたがらない以上、無理に聞きだすのもなにやらおかしな話である。磐長に助けを求めるように目を向けると、お茶をすすりながら、「ふふん」と鼻で笑われてしまった。


　耕介が群生する蔦つたに一枚の紙が巻きつけてあるのを発見したのは、ちょうど片付けが全すべて終わった後だった。
　神社にあるおみくじのように蔦の葉に巻きつけられている紙を見て、耕介はロフトの上に目を移す。するとロフトから顔をちょこんと出した涼子が、コクリと頷いた。
　耕介は蔦からその紙を取って中を確かめる。
　どうやら涼子からの手紙のようである。そこには一言だけ
『外でリニエッジ機関が監視している』
　と書いてあった。
　思わず耕介はベランダの窓から外を見る。夜の闇やみの中で、こちらにもわかるくらいに、幾いく人にんかの人間が監視しているのがわかった。
　リニエッジ機関に身を隠かくす気はないようだ。おそらくはクランに対する牽けん制せいと取るべきなのだろう。涼子が咲耶に張りついている状況を考えると、やはりそういうことになる。
　しかし沖おき島しま教授から聞いた話を含めて考えると、リニエッジ機関がここで事を構えるとは思えない。リニエッジ機関はクランを一いち網もう打だ尽じんにしたいと考えている。だとすれば、ここで小こ競ぜり合あいをして、クランが及および腰ごしになる方が都合が悪い、そう考えるだろう。
　そんなことを考えながら窓の外を見ている耕介の元に咲耶がやってきた。
「耕介どうしたんですか？」
　返答に困った。咲耶にあまり不安を与あたえたくない、と考える耕介にとっては話すべきかどうか迷うところがあったのである。しかし何も知らない事の方が怖おそろしい場合もある。
　情報が少ない故ゆえに、その情報の間を埋うめようとした結果、恐怖だけが膨らんでいくこともある。だから耕介は正直に今ある状況を咲耶に告げることにした。
「リニエッジ機関が動き出したようなんだ」
　その言葉に咲耶はハッとし、リビングに座っていた磐長もこちらに顔を向けた。
「外にそれらしい影かげがある。外出はこれから少しの間、控ひかえないといけないかもしれない」
　耕介は咲耶を連れて、リビングに戻る。
　そして磐長の前に腰こしを掛けると、耕介はゆっくり口を開いた。
「磐長、教えてほしいんだ。君に隔界で何があったのか。そしてその周りでどんなことが起こっているのか。どんな情報でもいい。少しでも知らなければならない」
　耕介の言葉に磐長は目をそらし、グッと口を噤つぐむ。
　磐長は我が慢まんしていた気持ちが零こぼれそうになるのを必死で押し留とどめる。感情が零れださないように堪こらえているかのようだった。その表情は、咲耶を不安にさせたくない、咲耶に辛い思いをさせたくない、と言っているかのようだった。
　そんな磐長の背を、ふわりと咲耶が優しく抱きしめた。
「もう一人で頑がん張ばらなくていいんですよ」
　三千年の間、たった一人で隔界に身を置き続けた磐長。彼女にとってその言葉は、大事な友達からのその言葉はなによりも強く心の奥おくに響く。
「我慢している磐長を放っておくことなんてできないんです。磐長が一人で抱え込むことの方が、私には辛いんですよ」
　磐長の固く閉ざした心が、緩ゆるやかに、溶けるように、ほどけてゆく。
「……………私は………私は」
　振り絞しぼるように磐長は言葉を紡つむぐ。
「…………もうなんの力も持っていない」
　己おのれに降ふりかかった事実をはきだす。
「あの時、隔界でなにが起こったのかはわからない……ただ、私にはもう、『時詠みの追難』はできない」
「どういうことですか？」
　咲耶も耕介もそれがどういうことかわからなかった。磐長はあの日起きたことを一つ一つ話していく。
「リニエッジ機関の通信士から連絡が入って、私は隔界と唯ゆい物ぶつ界の扉とびらを開いた。そして、そこに侵しん入にゆうしてきた者が、私に掛けられた呪のろいを解いてしまったんだ」
「磐長に掛けられた呪い？」
「私は人間じゃない。咲耶を補ほ佐さするために造られた人形。咲耶が未来に行くために隔界の扉を開ける『壁へき覇は』と、その間目覚める国くに之のと常こた立ちの神かみを抑おさえる『封ふう鎖さ』、二つの血撰を使う者」
　国之常立神──日本神話の中に於おいて、黎れい明めい期きに現れる神の名である。一説には国を未み来らい永えい劫ごうに栄さかえさせる神、という解かい釈しやくがされている。しかし実際にはなんの神かよくわかっていない八や百お万よろずの神の一ひと柱はしらである。
　耕介は文ぶん献けんに残る内容を思い出しながら、磐長の話すことの相そう違い点てんを洗い出していく。
「磐長、国之常立神とはなんだい？」
「木この花はな乃の咲さく耶や媛ひめが残した厄やく災さいだ。『時詠みの追難』をし、本来ある未来を捻ねじ曲まげ続けると負ふ荷かが掛かる。その負荷が集約したもの──それが『国之常立神』だ。私はそれを唯物界に出さないために隔界に置かれていた」
　磐長は辛そうに言葉を吐はき出していった。
「でも私に『封鎖』の力がなければ、咲耶は『国くに之のと常こた立ちの神かみ』に取り込まれてしまう。それは『国之常立神』が復活してしまうということ。取り込まれた咲耶は、永遠にその中で核かくとなって眠ねむり続けなければならない……そんなのは……そんなのは嫌いやなんだ………」
　もしリニエッジ機関が今、『時詠みの追難』を実行に移せば、それはつまり失敗に終わってしまうということである。そして三千年に亘わたって溜たまった負荷である『国之常立神』が咲耶を取り込み復活してしまうというのだ。
　磐長が、『もう運命の歯車の上にいない』と言ったのはそういうことなのである。
　咲耶は磐長を覗のぞきこむように問いかける。
「『国之常立神』って、どんな神なんですか？　世界を壊こわしちゃうようなものなんですか」
「いや、違う。『国之常立神』は、人が心の中に持つ恐怖を、具現化する神だ」
　それは確かに怖ろしいことだった。人が心の中に抱える恐怖が具現化されるということ。巨きよ大だいな破は壊かい活動よりも、それは大変なことである。世界の法則や価値観は全て変わってしまうだろう。
　そう考えると、クランは『国之常立神』を復活させないために、儀ぎ式しきを阻そ止ししようとしている、と考えるのが合理的なのだろう。目先の利益に踊おどらされている、と以前倉くら光みつが言っていたのはそういうことなのだ。
　耕介の中に、クランとリニエッジ機関が対立する理由がぼんやりと見えてきた。
　しかし疑問も残る。クランの目的が『国之常立神』の復活を阻止することであるとすると、御崎涼子が言った通り、磐長の能力を奪うばったのは、クラン以外ということになる。
　磐長の力が奪われることで『国之常立神』を復活させるリスクが増えると考えると、クランもリニエッジ機関も得をする者は誰もいない。
　──では誰が？
　涼子の言っていたことは嘘うそではなかった。
　クラン以外に何者かが、磐長の力を奪ったのだ。
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　深手を負った右みぎ腕うでを抱え、彼は物もの陰かげに身を潜ひそめる。
　──これでは満足に血撰の力は使えないな……。
　腕を上げようとすると激痛が走る。彼は痛みをごまかすように大きく息を吸う。
　捕とらえられていた施し設せつ内ないの動きが慌あわただしくなり、警備が手て薄うすになった。彼はその隙すきをついて追つい撃げきをかわしながら何とか逃にげ延のびたのだ。しかしそれはつまり、クランが動き出したことの証しよ拠うこでもある。もう時間がないのだ。
　手に入れた情報を早く受うけ渡さねばならない。
　──しかし。
　リニエッジ機関という巨大な組織を思い、顔をしかめた。
　あまりに巨大で一党独裁的に上の指示で全てが決まる機関。その機関にこの情報を持ちこんだとしても、おそらく機関の作戦は止められない。首脳会議が長々と開かれている間に、作戦は実行に移され、全てはクランの思おも惑わく通りになる。巨大で動きが鈍にぶくなった機関の弱点をつかれたのだ。
　──もし止める方法があるとすれば……。
　その止める方法を思おもい浮かべ自じち嘲よう気味に苦笑いを漏もらす。
　自分が彼に頼たよらねばならないことが屈くつ辱じよくでもあった。
　しかし、自分にできないことだけはわかっている。それがわかっていれば充じゆ分うぶんだった。
　傷がひどく痛む。
　──早く、大倉耕介にこの事を伝えなければならない。
　そう考えながら、深く、深く息を吐いた。
第三章　無言の案内状




　あれから二日ほど経たった日の夕方である。
　磐いわ長ながの告白を聞いた後、沖おき島しま教授に連絡を取り、クランの目的が『国くに之のと常こた立ちの神かみ』の復活阻止である可能性を示し唆さすると、彼はそれを上に話し、『時とき詠よみの追つい難な』中止を打だ診しんすると言ってくれた。
　そして耕こう介すけたちは両組織を煽あおる形にならないよう、外出を控えていたのだった。
　しかし外に出ることができない、という状況は中々耕介には辛いものがあった。
　図書館にも行けず、家にある本は読みつくしてしまい、家事などを終えた後の楽しみというと、百科事典をもう一度最初から読むことくらいになってしまった。
　もちろん百科事典を読みながらも、頭の中にあるのはリニエッジ機関とクランのことではあった。
　まだ何か裏があり、その上で明かされていない真実があることはわかるが、その輪りん郭かくすら今は見えないのであった。
　今わかっているのは、このままでは『時詠みの追難』が実行に移され、そしてそれを巡めぐってリニエッジ機関とクランが抗こう争そうを繰くり広ひろげる、ということだけである。
　そんなことを考えながらも、いつもと変わらず夕飯の支度にかかる。
　ふと咲さく耶やが夕飯の支度をしている耕介の下にやってくる。なにやら不安げな顔をしている。
「どうしたんだい？」
「あ、あの、磐長がですね」
「うん」
　咲耶の話を聞くと、どうやら磐長は先日高たか杉すぎが持ってきたパソコンに夢中らしい。何事にも興味を持つのはいいことだと思うが、度が過ぎればそれはそれで問題である。
　耕介は手を拭ふきながら、パソコンがある書しよ斎さいのドアを開ける。
「……………………」
　確かにかじりつくようにパソコン画面を凝ぎよ視うしして磐長は何やらマウスをカチカチと操作している様子だ。
「ずっとあんな感じで。なんだか、昨日の夜もあまり寝ねないでやっていたみたいなんです」
　どうやら咲耶もだいぶ心配気味である。
「磐長」
　耕介は声をかけながらパソコン画面を覗きこむ。
　画面にはパソコンに付属されているゲームが表示されていた。高杉が言っていたゲームなのだろう。ひたすら敵を倒たおして得点を稼かせいでいくゲームのようだが、その単純さ故ゆえ、一度はまると中々抜け出せない。
　磐長もどうやらその質たちらしく、左上に表示された点数は五十万点を超こえている。
　耕介にはその点数が高いのか低いのかよくわからないが、寝ずにやり込むほどなのだから、それはそれで身体に悪いだろうと思う。
「……むぅ、やっぱり一番になれない」
　ゲームオーバーが表示され、一位から十位まで表示されているが、どれも百万点超ごえの数字である。もちろんこれは高杉がはじき出した数字なのだろう。
「高杉先輩の点数は簡単には抜けないよ。あの人は負けず嫌いだから」
　耕介の声に磐長は驚おどろいたように振り向むく。
「い、いつからいたんだ？」
　どうやら耕介と咲耶の存在に全く気がついていなかった様子である。
「……今やっていたゲームの途中からかな」
「むぅ……気配を消すとは……」
　全く気配を消すつもりなどはなかった耕介だったが、とりあえずそれは置いておく。
「ずっとゲームに齧かじりついて離はなれないから、咲耶が心配しているぞ」
　耕介が言うと隣となりの咲耶も心配そうに頷うなずく。しかし磐長は言い訳をするように
「なにを言っている。私はちょっとゲームを……」
　と言いながら壁かべにかかる時計を見て、みるみる顔が青ざめていった。
「な、何な故ぜ５時間もたっているんだ……」
　そんなにやっていたのか、と耕介はため息をつく。咲耶も磐長をパソコンから離そうと手を引っ張る。
「磐長、もうすぐご飯ですから、用意を手伝いましょう」
「……むぅ……そうか」
　すこし不本意そうに磐長はのっそり席を立ち、耕介の顔を見る。
「ところで聞きたいことがあるのだが」
「なんだい」
「ここにあるゲームがどうしてもできないのだ。これは何のゲームなんだ？」
　磐長はマウスをクリックしながらフォルダーを見せた。
「この『いもうと狩がり！』というのがどうしても開けないのだ。この開き方だけ、教えてくれないか」
　それはゲームではなく、動画フォルダーだった。
　耕介は背中にとても嫌な汗あせをかいた。高杉が含みを持たせながら、初期化していない、と言ったのはこういうことだったのだ。とんだサービスを残してくれたわけである。
　耕介は震ふるえる心を抑えながら、こめかみに人差し指をあて
「さあ、もう少しでご飯ができる。二人とも用意を手伝ってくれるかい」
　全力で聞こえなかったことにした。
「はい！」
「え？　…………むぅ、わかった」
　磐長は後うしろ髪がみを引かれながらも、席を立った。だいぶ打ち解けてくれていることはわかったが、耕介にはとても冷やりとさせられる出来事となった。
　食しよく卓たくに茶ちや碗わんを並べたり、飲み物を用意したりと咲耶も磐長もこまめに動いてくれる。
「ほぉい！　ご飯できたぁ？」
　そうこうしているうちに、あすみもやってきて食卓が整った。
「耕介んとこまだテストあるんだよねぇ」
　あすみは肉じゃがを口に運びながら、耕介を横目に見る。
「ああ、八月の頭には終わる予定だけど」
「大変だねぇ。勉強してるぅ」
「ああ」
　実際問題、耕介はこの二日間、ずっと閉じこもっていたこともあってテスト範はん囲いは、ほぼ終わってしまい、他にすることもないような状態だった。
　そんな話をしていると家に置かれた電話が鳴りだした。
「あ、私出ますね」
　咲耶が席を立って、電話を取りに行ってしまった。さて誰だろうか、と耕介は考える。すると咲耶は二、三言話して耕介の顔を見る。
「おじいちゃんからです」
「僕にかい？」
　耕介も席を立ち、咲耶から受話器を受け取った。
『大おお倉くら君だね』
「はい」
　受話器の向こう側の沖島教授がやや焦あせっているのがわかった。
『リニエッジ機関で『時詠みの追難』の実行が可決されました』
　耕介は沖島教授の言葉に耳を疑った。最悪の事態が起きつつある。このままいくと確実にリニエッジ機関とクランの組織的衝しよ突うとつを免まぬがれる術すべはない。そして咲耶も……。
『今そちらに向かっています。それと……』
　沖島教授が言葉を続けようとした時、玄げん関かんのインターフォンが鳴なり響ひびいた。
　電話を取っている耕介を気き遣づかったのか、あすみが「はいは～い」と玄関に向かう。耕介は思わずあすみの背を目で追った。
『儀式の実行は四日後、機関の用意した儀式の場で行われます』
　耳にはっきりと残った沖島教授の言葉は、同時になにかが起こりつつある緊きん張ちよう感に包まれ耕介は思わず息を呑のんだ。
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　津つ幡ばた忠ただ文ふみは傷だらけの身体を引き摺ずり、痛みに顔をしかめ歩みを進める。
　重い脚あしを引き摺りながら津幡は遠い過去を回想していた。
　ちょうど小学生であった頃ころだろう。決められた家いえ柄がらの者同士が集まるパーティに連れられて行った事があった。
　度たび々たびそういった催もよおしに行かねばならないことは幼いころから承知していたが、幾いく分ぶん遊びたい盛りである。一通り挨あい拶さつを済ませると、大人同士が話を始めるので、その隙を見て津幡は建物の外へ飛び出した。
　悪いた戯ずらはできないが、探たん索さくくらいはしてもいいだろう、と思ったのである。
「…………あ」
　飛び出した廊ろう下かに人がいるなどと思わなかった津幡は目に入ってきた少女に驚きの声をあげてしまった。それは少女の方も同じだったらしく、目を開いて口をポカンと開けている。
「す、すいません。野の々の村むら家の二女のあすみと申します」
　幼い少女はすぐに礼れい儀ぎ正ただしくスカートの裾すそを持って恭うやうやしくお辞じ儀ぎをした。
　津幡は自分の紹しよ介うかいをすることも忘れて、呆ほうけたように彼女を見ていた。
　野々村あすみとはパーティが催されるたびに顔を合わせた。年に一度、数年間開くこともあった。それでも津幡にとっては彼女に会うのが楽しみで仕方がなかった。
　その時の津幡には、野々村あすみに会うことが何故楽しみなのか解わからなかった。そして、その理由に思い当たった時には既すでに全てが遅おそかった。
　津幡は彼女に大きな変化が訪おとずれるまで、自分の気持ちに気づくことができなかったのだ。
　あすみに変化が訪れたのは、彼女が中学二年生の時だった。既に高校生になっていた津幡ではあったが、あすみの変化には大いに驚かされた。
　それまで儚はかなげに笑う彼女は、とても自然に、楽しそうに笑うようになっていた。
　──彼女にいったい何があったのだろうか。
　答えはわかっていた。
　いつも何かに迷い、何かに怯おびえていた彼女に、光をあてた人間がいる。彼女の目指すべき道を指し示してくれる、大きな存在が彼女の前に現れたのだろう。
　津幡にはその事実が歯は噛がみするほどに悔くやしかった。自分があすみにとってそういった存在になれなかったことに。そうなろうともしなかったことに。
　思い出に埋まい没ぼつしそうになっていた津幡は、身体からだ中じゆうの傷の痛みに現実に引き戻される。こんな時に思い出すのが、彼女のことだなどと、笑いたい気持ちになる。
　それよりも今は、あのことを伝えねばならない。
　津幡が最も会いたくないと思う男に、自分が掴つかんだ情報を渡さねばならなかった。
　──あの男にしか、もう止めることはできないのだろう。
　津幡はマンションのエレベーターを上がり、その男の住むフロアに身体を引き摺りながらやってくる。そしてインターフォンを押した。
　しかしそこに現れたのは、津幡の思っていた人間でなかった。
「……津幡さん」
　津幡の前に、野々村あすみが立っていた。
「………………」
　あすみは驚きながら言葉を失ったように口を開け、後ずさる。
　──わかっている。自分がした事はそういうことなのだ。たとえ機関からの命令であったとしても彼女を傷つけるべくして、傷つけたのだ。
「あすみー、どうしたんですか？」
　奥の方から少女の声がする。パタパタと駆かけるスリッパの音。あすみの後を追うように現れた二人の少女。咲耶と……それから見知らぬ銀ぎん髪ぱつの少女。
　そして咲耶もまた津幡の姿を見て一瞬、時を止めたかのように動かなくなる。が、すぐにあすみの前に立ちはだかり、津幡を睨にらむように見み据すえる。
「なにをしに来たんですか！　あすみを傷つけようとするのなら、許しませんから！」
　傷で痛む身体を揺ゆするように津幡は少し笑った。
「大倉君はどこですか？　伝えなければならないことがあります」
「……耕介に？」
　あすみはその名を聞いて、本当に心配そうに表情を歪ゆがめる。津幡は思わず目を落とし、再び顔を上げた。
　そこには無表情な男が、無言でこちらを見ていた。津幡はその姿を見て言葉をはきだす。
「やっと出てきましたか」
　目を眇すがめ耕介を睨みながら笑った。
「今回の一件を止めて下さい。リニエッジ機関もクランも、一人の人間の手の上で踊らされているに過ぎない。彼の目的は全く別なんです」
「彼……？」
「もう君にならわかっているのでしょう。この抗争の構図を描かいたのは……」
　その人間の名が喉のどに出かかった時、津幡の後ろにいくつもの気配が現れる。
「それ以上の介かい入にゆうはやめてもらおう。咲耶様を守るのが我々の役目なのでね」
　振ふり向いた先に、見知らぬ男たちが津幡を取り囲んでいた。
　それがクランであることは津幡にはすぐに察し知ることができた。
「困りましたね。抑よく制せい結界の中じゃ、どれ程ほどのことができるか解らないのに」
　しかし条件はあちらも同じ。この抑制結界の中では、血けつ撰せんの力が津幡よりも格段に弱いクランの人間たちは幻げん術じゆつを使うことはできない。
　津幡は奮い立たせるように動かない利きき手に力を込める。痛みで意識が飛びそうになるのを堪え、噴ふき出す血の塊かたまりを抑え、全ぜん身しん全ぜん霊れいを込めて手を一いつ閃せんする。
　津幡家の使う血撰。『土遁どとん』が放たれる。
　目の前にいた数人が、驚きの表情を浮かべる間もなく足元から霧む散さんする。
　抑制された力をもってしては、ここまでが限界だった。しかし彼らを逃がすだけの道は切り開かれた。
「行けっ！」
　津幡は叫さけんだ。
　意図を察した耕介が咲耶と磐長を押しだす。逃げ遅おくれそうになったあすみの手を取り、駆けだした。
　気おくれしていたクラン要員たちは、すぐに耕介たちを捕まえようと手を伸のばしてくる。津幡はそこへ滑すべり込むようにシャットアウトしクラン要員を睨みつける。
「君らの相手は僕でしょう」
　クラン要員は容よう赦しやなく津幡の腕を捻ひねりあげる。殴おう打だが加えられ、目の前が白くなる。
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　走り去るあすみの顔が僅わずかに振り向き、一瞬目があった。
　消えて行く意識の中で津幡は考える。
　例えば津幡家に生まれていなかったとしたら。
　例えば血撰の力を持っていなかったら。
　例えばただの男女として巡り合えていたのなら。
　──言えなかったな………。
　目の前は真っ暗になり、意識はゆっくりと消えてゆく。途と切ぎれる意識の中に、遠い記き憶おくの中で笑うあすみの笑え顔がおだけが揺れていた。


　耕介たちはマンションを飛び出し、周りの様子をうかがう。しかしその周りに以前うろうろしていたリニエッジ機関要員の影はない。『時詠みの追難』実行が可決され召しよう集しゆうが掛かっているのだろうか？
「耕介、耕介」
　咲耶の呼びかけに振り向くと、その場にあすみが倒れ込んでしまい、咲耶が寄より添そっていた。ショックが大きかったのだろう。以前の事件の蟠わだかまりがあるとしても、あすみと津幡は古くからの知り合いだったのだ。
　耕介は気を失ってしまったあすみを背せ負おい立ち上がる。
　そこへちょうどやってきた沖島教授と鉢はち合あわせをした。
　沖島教授は耕介たちの様子に、ただならぬ雰ふん囲い気きを感じたのか
「なにかあったのですね」
　とだけ聞いたが、それ以上は問わず駐ちゆう車しや場じように止めてあった自家用車に耕介たちを促うながす。
　車に向かいながら沖島教授は、耕介に言った。
「御み崎さき涼りよ子うこという家系についてわかりました。彼かの女じよの家系は……」
　その沖島教授の言葉を遮るように、耕介たちの前に一人の少女が立ちはだかった。
「そこまでにしていただけますか？」
　黒い服に身を包つつんだ、御崎涼子の姿だった。
　咲耶が怯えるように耕介の手を握にぎる。御崎涼子が放つ臨戦態勢かのような空気を感じ取ったのだろう。
「咲耶様は私がお守りします」
　そういうと涼子はゆっくりとその手を、天に翳かざす。
「まて、沖島教授は敵じゃない！」
「いえ、敵です。リニエッジ機関の人間を信用する気などございませんので」
　そう言ったと同時に振り下おろされた涼子の手から一筋の金色に輝かがやく糸が伸びる。しかしその糸が捕らえたのは沖島教授ではなかった。
　真まっ直すぐに張られた糸は磐長の胸に向かって伸びている。
「……なっ」
　磐長の言葉が漏れるとともに、涼子はその糸を勢いよく引き寄せる。プツリと糸は呆あつ気けなく切れ、そして磐長の身体は意思を失ったかのようにその場にふらりと倒れていく。
　瞬しゆ時んじに涼子は耕介たちの間を縫ぬって、磐長を抱え込むと距きよ離りをとる。
「大倉様、もうお分かりですね。あの方がお待ちしております。それでは」
　言うや否いなや涼子は、磐長を抱えているとは思えない速度で、暗くら闇やみに消えていった。
「磐長ぁっ！」
　咲耶の悲痛なまでの呼びかけも、夜の闇の中に吸い込まれるように消えていく。
　飛び出していきそうな咲耶の手を握り耕介は思考する。
　全ての元げん凶きようであり、この二つの組織の抗争を考えた人物がいる。
　それが今はっきりとわかった。
　津幡忠文が言った、彼、という存在。
　御崎涼子が言う、あの方、という存在。
　間ま違ちがいなくそれは同じ人物である。耕介は沖島教授に向き直った。
「沖島教授、先ほど言おうとしていたのは、御崎涼子さんが妖よう術じゆつを使う一族である、ということですね」
　沖島教授は今起きたことに放心しながらも、受け答えを返す。
「ええ、戦せん闘とうに特化した役えき部べなどではなく、儀式を行う式しき部べに属ぞくしていた一族です。『乖かい離り・反はん魂ごん』と呼ばれる妖術を使し役えきしながらも、血けつ撰せん斯し界かい分ぶん裂れつ当時クランに寝ね返がえった一族です」
　そう言って沖島教授は手に持った本のページを開いてゆく。
「これが御崎家の使う血撰の妖術です」
　そこに書かれている内容を耕介は読みとっていく。
『乖離・反魂…………『反魂』とは離れた魂を肉体に繋つなぎとめる妖術。生命の糸、と呼ばれる紐ひも状じようのものを人から引き出し、離れた魂に向かって放つことにより、人を蘇そ生せいさせる能力。
　また『乖離』はその逆で、人から生命の糸を断たち切きり、魂と肉体を分ぶん離りさせる能力。魂を繋ぎとめる行こう為いを『反魂』と言い、引きはがす行為を『乖離』と言うが、術式によって得られる現象が違ちがうため、二つの名がついているにすぎない。本来的には、どちらも同じ術式で行われる同一の妖術である』
　精神を引きはがしたり、引き寄せたりする血撰。耕介は『生命の糸、と呼ばれる紐状のものを人から引き出し』という部分に目がとまる。
　磐長が隔かく界かいで襲おそわれた時に、意識を失ったと言っていた状況に酷こく似じしている。
　やはり御崎涼子は磐長を誘ゆう拐かいした件に関かかわっていたのだ。
　しかし耕介が、涼子に「磐長を連れだしたのはクランか？」と問いかけた時、彼女は否定した。あの時の涼子が嘘をついている印象はなかった。
　──そうか、嘘をついていた訳ではないんだ。磐長を攫さらったのは、御崎涼子と、あの人に間違いない。しかし、クランとして磐長を攫った訳ではないんだ。
「そういうことか。この計画の意図が見えたよ」
「どういうことですか、耕介」
　仰あおぎ見みる咲耶の頭を耕介は優やさしく撫なでる。
「今回の件は、クランが宣戦布告をし、リニエッジ機関がそれに応戦したように見えている。しかしそれは違うんだ。津幡さんが言っていた通り、クランもリニエッジ機関も、ただ彼の手の上で転がされていただけなんだ」
「どういうことかね？」
　耕介の言葉に沖島教授は驚いたように声を上げた。
「彼が所属するのはおそらくクランです。しかし彼は、そのクランすら利用しようとしている。もしかしたらこの機会に、両組織を潰つぶそうとしているのかもしれません」
　唐とう突とつな話の展開に沖島教授も咲耶も言葉を失った。耕介は気を失ったあすみを抱え起こす。
「とにかく、大学病院に向かって下さい。車の中でお話しします」
　沖島教授は頷き、四人は車に向かった。


「これはあくまで仮定の話ですが………」
　沖島教授の自家用車の中で耕介は、この抗争の裏で暗あん躍やくする陰かげについての予想をすべて伝えた。その内容に沖島教授はただ驚きながら深く息を吐く。まさかそんなことが起こっているとは考えていなかったのだろう。
「……本当にそんなことが起こりうるのかね？」
「はい、おそらく」
「しかしそんなことをして彼になんの利益が………」
「利益、ではないのだと思います。両組織がつぶれるのは過程にすぎないのだと思います。ですから沖島教授はこの事をリニエッジ機関に早く伝えて下さい」
「ああ、わかった」
　車の中はエンジン音だけが包み込む。これからこの計画を描えがいた者と対たい峙じする緊張感を助長するようにエンジン音は強く響き渡る。
　耕介の思考は、自分でうちたてた論理の中で、最後に残る疑問と格かく闘とうしていた。
　この計画。クランとリニエッジ機関の抗争は耕介の知らない所で全てが秘ひ密みつ裏りに進められるべきなのである。しかし、彼は耕介をも、この計画に巻き込もうとしている。
　彼であれば、そんなまどろっこしいことをせずとも、全てを秘密裏に完かん遂すいできる。
　何故、耕介を巻き込んだのだろうか？
　──原因と考えられるもの………それは。
　耕介は一つの可能性に当たる。しかしそれは思いつきといってもよかった。
　あまりに馬ば鹿かげている、とさえ言える。
　しかし……。
「沖島教授、一つお聞きしたいのですが」
「なんだね？」
「咲耶を僕に預けた時、僕以外にどなたか候補はいましたか？」
　沖島教授は耕介の質問に思わず身を固くした。その反応が沖島教授の答えを雄ゆう弁べんに語っていた。
「……………………はい、いました。大倉君の考えている通り、彼ですよ」
　耕介の脳内で、全ての事象がつながった。


　耕介は咲耶を連れて、大学病院へと向かう。
　大学病院は校舎の敷しき地ち内ないにある。広いキャンパスの中で、校舎とは全くの別の建物のようにそびえ立っている。その後を咲耶が必死に追いかけてきた。
　その人間がいる筈はずの病室のドアをあける。しかしそこには空からのベッドがあるだけだった。
「耕介、なんであの人なんですか？」
「今回のことは、クランとリニエッジ機関の抗争に見える。たぶんそれも目的だったんだと思う。でも、それ以外にも目的があったんだ。それは僕に勝つこと」
「耕介に……勝つことですか？」
「ああ。クランに属する彼が咲耶の世話係になっていたら、この抗争はもっと早い段階で実行されていた。しかし彼ではなく、僕が咲耶の世話をすることになって、彼の計画は一度頓とん挫ざしてしまった。その時、彼は僕に負けたと感じたんだろう。負まけず嫌ぎらいだからね、あの人は」
「なんでそんなことわかったんですか？」
「彼が本気になったら、おそらく僕の気がつかないうちに、全てが秘密裏に動いて、そして咲耶を奪われていただろう。それくらいに頭の切れる人だ。しかし、彼はわざわざ僕が気づきそうなヒントを幾いくつも残していった。それはたぶん、僕に勝ったという証明が欲ほしかったからだ」
　咲耶は聞きながら、わからないという顔をする。
「なんでそんな面めん倒どうなことをしたんでしょう？」
　心配そうに見つめる咲耶の頭をなでる。
　彼と接せつ触しよくしなければならなかった。『時詠みの追難』を止めるために。そして、クランとリニエッジ機関の抗争を止めるために。
　その人間は、そこにいる。この構図を敷しいた人間がいるはずなのだ。その人間を説得しなければならないだろう。
　──しかし、おそらくは最悪の事態が考えられる。
　耕介は頭の中にシミュレーションした内容に、打開の可能性を考える。おそらく先ほど沖島教授から聞いたことを引き合いに出すしかないのだろう。それが最悪の場合の手段となる。そう考えながら耕介は部屋を見回す。
「いるとしたらこの上だろう」
「この……上ですか？」
「相手は幻術を使う。幻術は人に幻まぼろしを見せる。見えるという行為には光が必要なんだ。もし僕の予想通りの原理なら、光を最も使える場所にいるはずなんだ」
　光が必要である、ということに耕介は確信があった。ヒントは出されていた。いや、用意されていた。耕介をそこに呼びだすために。
　──この時間でも安定した光がある場所。
　大学の構内は夜になると外灯のほとんどが、消されてしまう。
　しかし一か所だけ、光が煌こう々こうと点ついている場所がある。
　耕介は咲耶と共に階段を上がる。非常階段から屋上に出る。
　そこはいつでも緊きん急きゆう用の救急ヘリコプターが発着できるように併へい設せつされたヘリポートであった。
　そしてその場所に一人の男がたたずんでいた。包帯に巻かれた腕をさすりながら、まるで耕介が来るのを待っていたように振り返かえる。
「よう、大倉」
「……高杉先せん輩ぱい」
　高杉は構内で会う時と同じように耕介に気さくな笑いを浮うかべる。
「なんだ、こんな所まで。見み舞まいか？」
「もう、とぼけなくともよいのではないですか？　あなたは僕がここに来るように仕向けていたのですから」
　しかし耕介の言葉にも依い然ぜん高杉は、わからない、とでも言いたげに困ったような顔をする。
「磐長を返して下さい」
「なにを言っているんだ。磐長？　古事記の神様のことか？」
　あくまで惚とぼけたふりをする高杉。それはまるで耕介にどうやって自分に辿たどり着ついたか、説明を求めているような仕草だった。高杉に至る過程を説明せねば、彼は話を聞いてくれる気はなさそうである。
「わかりました。最初から説明しましょう。今回の一件は、『国くに之のと常こた立ちの神かみ』を復活させたくないと考えるクランと、復活の要因である『時詠みの追難』を推おし進すすめるリニエッジ機関の抗争、という構図になっています。もちろん組織同士の目的はそうなのでしょう。しかしその出発点は高杉先輩が吐ついた嘘から発しているのでしょう」
「…………」
　耕介はこめかみに指をあて高杉を見据えた。
「もちろんこれは僕のシミュレーションです。証拠などありません。しかし間違ってはいないでしょう。……まず、あなたはクランに対してある報告をします。リニエッジ機関において『時詠みの追難』が可決され組織全体が動いているという嘘の報告です。そしてクランはリニエッジ機関に対して、宣戦布告をしたわけです。リニエッジ機関はこの機会に、クランをたたきたいと考える。そこで機関の総意で、餌えさとなる『時詠みの追難』の実行が可決される。あなた個人の嘘が、真になってしまったのです。そしてあなたの目的通り、リニエッジ機関とクランは一いつ触しよ即くそ発くはつの状態に陥おちいりました」
　高杉はそれを聞きながら、嬉うれしそうに笑いを噛かみ殺ころした。
「ほう、俺おれがそのクランという組織に於おいて、そんなに発言力のある立場だったのか？」
「ええ、そうでしょうね。おそらく津幡さんとの角つの筈はずプリンスホテルの件、そして倉くら光みつさんの咲耶暗殺の件、監かん視ししていたのは高杉さんなんじゃないですか？　監かん視し人にんの報告を組織は信用するでしょうしね」
「……なるほど。しかし、何な故ぜ俺がクランを滅ほろぼしかねないことに手を突っ込んだのかな？」
「御崎涼子さんが言っていました。巨大になり、腐ふ敗はいした因いん習しゆうに縛しばられるリニエッジ機関には、もう存在意義はないと。それはクランにしても同じことが言えるのではないのですか？」
　元をただすと同じ血けつ撰せん斯し界かいであり、違いは血撰の強さと権力の有う無むのみ。長い年月の間に培つちかってきた体質は決して簡単に変わるものではない。
「あなたはそれを変えるために、一度全てをリセットすることを選んだのではないですか」
　そのための全面抗争。そのための嘘。
　高杉は声をあげて笑った。愉ゆ快かいで仕方がないとでも言うように。
「よくそこまでわかったな。いつから俺を怪あやしんでいたんだ？」
「病院で話した時です」
「……ほう」
「高杉先輩は負けず嫌いですから。その先輩が、理解不能な個か所しよがいくつも残されているにもかかわらず、『なるほど』と言いました。その時、なにか知っているのではないか、と考えたのです」
「しかし決定打に欠かける」
「決定打は、御崎涼子さんです」
「…………」
「妖術と幻術を併へい用ようすることは、本来的に不可能だそうですね。それにもかかわらず、以前僕らがリニエッジ機関に襲われた時に、御崎涼子さんは僕らを幻術で救ってくれました。しかし、涼子さんが使うのは幻術ではなく妖術。ではあの時、幻術の炎ほのおを作ったのは誰か？　消去法でおのずと、あの場にいた高杉先輩ということになります」
「………おみごと」
　高杉は嬉しそうに手をたたく。しかし耕介には、それもこちらにわかるように高杉が仕込んでいたことだとわかっている。だから片かた時ときも、その緊張はほどけることはない。
　高杉は口の片方だけを引きつらせるようにして笑った。
「さて……では俺がクランの人間だったとしてだ。おまえはこの幻術を破る方法をもってきたのかな？」
　高杉は腕を上げ、掌てのひらを開く。辺りの水分は凝ぎよ結うけつし白み始め、高杉の中心へと集まっていく。あっという間にそこには、あの時と同じ霧きりのドームが出来上がった。
「原理はわかっているんだろう？」
「ええ、光を霧の中にある水分にあてプリズム変へん換かんし、それを反対側の霧のカーテンに投とう影えいさせる……ということでしょう」
「ご名答」
　高杉が笑うと同時に白く煙けぶる霧が燃え上がった。
「耕介！」
　咲耶が耕介に飛びついてくる。耕介は咲耶を抱だきよせた。
「大だい丈じよ夫うぶ、破る方法はある」
　耕介は高杉に対峙しながらこめかみに人差し指をあてた。


＊＊＊＊


　咲耶は耕介に言われた通り、ある精せい霊れいの要素を引き寄せる。
「みんな、集まって下さい！」
（だばー）
（しゅうごー）
　次々に精霊の要素たちは集結していく。咲耶は空間に切れ目を入れ隔界の扉を開く。隔界の光を浴び、要素は精霊へと昇しよ華うかする。
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（だばー！）
　その様子を見ていた高杉は目を眇める。
「まさか水の精霊などとは言わないだろうな？　残念ながら俺が集めた霧は、術式が違う魔ま法ほうで消すということはできないぞ」
「……そうでしょうね。もちろんそれは想定していました」
　耕介の冷静な返しに、高杉の顔から笑いが消えた。
「咲耶！」
「はい！」
　咲耶はその精霊を引き寄せた。
「お願いします！」
（だばー）
　咲耶の言葉にその精霊は反応を示すが、依い然ぜんとして周りの状じよう況きように一いつ切さいの変化はない。高杉の作りだした炎柱が霧に覆おおわれた天てん井じようを焦こがすように燃え盛る。
「どうした？　なにもしないのか？」
　高杉は腕うでを組みながら不敵に笑いを浮かべる。
「そうだ、大倉。おまえは決定的な所で勘かん違ちがいをしている」
「なんですか？」
「リニエッジ機関とクランを潰すこと、それは過程にすぎない。あんなものはいずれ勝手に滅びる」
「では……なにが目的なんですか」
「『時詠みの追難』だよ」
　嬉き々きとしながら高杉は、その目を咲耶に向ける。
「さあ、充じゆう分ぶん答えてやったろう。今度はこちらの要求を飲んでもらおう」
　背に迫せまる炎を感じながら、咲耶は高杉を睨にらみ返す。
「四日後、咲さく耶や媛ひめをリニエッジ機関が迎むかえに来る。咲耶媛はその迎えに応じ、『時詠みの追難』をすること」
　咲耶はその言葉に思わず混乱した。
　クランの人間である高杉の口から、『時詠みの追難』をしろ、という言葉が出てきたからだ。しかし耕介は動じることなくいつもの無表情のまま
「四日後……ですか」
　とだけ言った。そんな耕介に助けを求めるように縋すがりつくと、彼は大丈夫とでもいうように頷く。
「なるほど、そういうことでしたか。やはり高杉さんの目的はそちらだったのですね」
　耕介は何かに納なつ得とくしたように高杉を見据えて言った。咲耶にはそれがなにか全く分からない。高杉の目的はいったい何なのか。
「ほう、気がついたか？　しかし、だからと言っておまえにはどうすることもできないだろう。この炎の中でどう反はん撃げきするつもりだ？」
「反撃するつもりはありません。この幻を消す。ただそれだけです」
　そう言いながらも、咲耶たちを包む炎はうねりながら轟ごう々ごうと火柱を上げている。
「どうやら、多少痛い目を見ないと、わかってはくれないようだな」
「そうかもしれませんね」
「おまえがそんなに頭が悪いとは思わなかったが」
　高杉は笑いながら手を一閃させる。
　炎は高杉の手の動きに合わせて形を変える……はずだった。
「なに!?」
　高杉の作りだした幻は、彼の命令を聞こうとはしない。
「どうしました？　高杉先輩」
　問いかける耕介に対し、高杉はもう一度手を一閃させる。しかしやはり炎は動くことはない。ただひたすら燃えているだけなのだ。
　咲耶は耕介に言われた通り、空を見上げる。霧に包まれた天井が消え、火柱の間にぼんやりと霞かすむ月が見えた。
　──いまだ。
　咲耶はそう思い、精霊に対して命令を下す。
「もう大丈夫です。散って下さい！」
（だばー！）
　咲耶の言葉に精霊は要素に戻もどり、散り散りに消えていく。
　と同時にその場に燃え盛る炎がかき消えた。
　もうそこには高杉の作り出した炎はおろか、霧すらも残ってはいない。
「高杉先輩なら、おわかりになりますね」
「………まさか、本物の炎か」
　咲耶は先ほど耕介に言われて、火の精霊を呼びよせていたのだ。高杉が作り出した幻の炎の中に、本物の炎を紛まぎれ込ませていたのである。
　葉っぱを隠かくすならば、森の中ということである。
　そして、紛れこまされた本物の炎は熱によってその場にある霧を消していったのだ。
　最後に残ったのは、幻の炎ではなく、咲耶の作りだした本物の炎だけとなる。
「先輩、あなたならまだクランを止めることができる。この抗こう争そうを止めて下さい」
　しかし高杉は腹の奥から湧わきだすような笑いをかみ殺す。
「あのリニエッジもクランももう滅びるべき組織なんだよ。そして、統治すべき人間が、全てを統治するんだ」
「高杉先輩が……ということですか？」
「ああ、そうだ。この世界に新たな価値観を降ろす」
「それが『国くに之のと常こた立ちの神かみ』ということですか？」
「その通りだ。わかるな大倉……お前の負けだよ」
　言い放つ高杉の目線の先には御崎涼子の姿があった。そしてその傍かたわらにはもう一人……。
「磐長！」
　束そく縛ばくされ意識を失ったままの、『乖かい離り』された磐長の姿があった。
「ご安心ください。危害は一切加えておりませんので」
　涼子はそう言いながら、掌てのひらを自分の目の前に出す。するとそこには金色に光る鞠まりが現れ、そこから一本の糸がゆっくりと解け磐長の身体の中に消えていく。
　同時に、磐長は意識を取り戻したように薄っすらと瞼まぶたを開いた。
「……咲耶」
　磐長は力なく助けを求めるように身体を揺するが、涼子に捕ほ縛ばくされたまま身体の自由は奪うばわれている。
　涼子は回り込むように移動しながら耕介たちを見据えた。
「余計なことはなさらぬように。解呪された磐長様は、既すでに永遠の命ではなくなっているということをお忘れなく」
　高杉の横に立った涼子は、再び手を翳かざし、耕介に向ける。真っ直ぐに金色に光る糸が耕介の身体の中心に向かって伸びていた。
　耕介はその金色に光る紐ひもを見つめた。
「『乖離』……ですか」
「残念だが、ここでおしまいだ。幻術が打ち破られることなど、こちらの計算内さ。しかし涼子の『乖離』は科学で破ることはできない」
　ピンっと張った糸にその場の誰だれもが動けずに立ちつくす。その時、耕介が咲耶の頭を優しく撫なでた。
　そして咲耶にだけ聞こえるように、小さな声で耕介は呟つぶやいた。
　──大丈夫、必ず迎えに行く──
　咲耶にはその意味が全く分からず、瞬まばたきを返した。
　耕介は高杉に向き直り彼を見据えた。
「高杉先輩、逆です。あなたの負けです」
「……なにを言っている？」
「既にあの時、勝負はついていたんです」
　あの時とはいつのことだろうか、と咲耶は目を見張った。思わず高杉に目を移すと、その顔には先ほどの余よ裕ゆうが消えていた。耕介は続ける。
「残念ながら、先輩の計画は一度破は綻たんしているんです。あなたの計画通り、沖島教授が咲耶の世話をあなたに選んでいれば、この計画はもっと早く進行していた」
「……違う！」
　耕介とは思えない程に、その言葉は残ざん酷こくな冷たさをもって高杉に投げつけられる。
「それなのに、僕ぼくが選ばれてしまった。トリベの力を持ち、未来を予測することができるはずの高杉先輩の能力が全く機能しなかった。あなたはトリベとして……大おお山やま[image: 祇]つみ神のかみの一族として失格なのです。高杉先輩、あなたは、僕に負けたんです」
　耕介の無表情さが輪をかけて、高杉を嘲あざ笑わらうかのような冷れい酷こくな印象へ変容する。
「涼子ぉっ！　やれっ！」
　高杉は耕介にそれ以上言わせるのを拒こばむように、涼子に言い放った。同時に涼子は手に持ったその輝く糸を強く引くと、あっさりと断ち切られてしまった。
「……………」
　その瞬しゆ間んかん、耕介の身体が己おのれの意思を失ったように、その場に崩くずれていく。咲耶は耕介の身体を支えようとするが、弛し緩かんしたその肉体は重く、壊こわれたおもちゃのようにその場にゴトリと音を立てて崩れ落おちた。
「耕介！」
　その名を呼んでも、彼はいつものように返事を返してはくれない。
　ヘリポートの照明に照らされた高杉は狂くるったように笑っていた。
「耕介を元に戻してください！」
「君がリニエッジ機関に戻り、儀式を実行してくれればいい。そうすれば引ひき換かえに大倉の精神を元に戻してやる」
　隣に立つ涼子は咲耶を冷たく見守る。誰も助けてはくれない。
「貴様！」
　拘こう束そくされながらも、磐長は高杉を睨みつけながら抵てい抗こうを試みる。
　しかしその動きを涼子が封ふうじ、磐長は苦痛に顔を歪める。
　意識の途切れた耕介を傍かたわらに抱きながら咲耶は考える。
　感情に任せて相手を倒たおせばいい訳ではない。なぜなら、耕介の命を握っているのは高杉栄さかえと御崎涼子なのだから。
　だとすれば自分がしなければならないことは、おのずと限られてくる。
「咲耶媛は、わかっているようだな」
　笑う高杉を咲耶は睨みつける。
「四日後、『時詠みの追難』の準備がすべて整う。リニエッジ機関要員が木この花はな乃の咲耶媛を迎えに来るだろう。君はそれについて行くこと。それが大倉を助けるための唯ゆい一いつ無む二にの条件だ。それ以外は一切認めない。いいね」
　高杉はそういうと、その場に再び霧を巻き起こし、磐長を連れた涼子と共に姿を消していた。


＊＊＊＊


　咲耶はベッドに横たわる耕介の顔を撫なでる。しかし耕介はなんの反応も示そうとはしない。血の巡めぐる温かさは感じるが、ここに耕介の魂はない。
　御崎涼子によって寸断され、『乖かい離り』された耕介の精神はどこかを彷徨さまよっているのだろうか。そんなことを考えながら、もう一度耕介の顔を撫でる。
　この四日間、まるで嵐あらしが急に止やんだかのような、無風の中を咲耶は彷徨っているようだった。
　耕介がいることが当たり前になった生活。
　それが突とつ然ぜん音を立てて崩れ去さり、空くう虚きよな時間だけが残った。
　その間、沖島教授は事の真相をリニエッジ機関に報告し、『時詠みの追難』中止を申しん請せいしている。あの日機関の幹部たちの下に出向いて行った祖父は未いまだに戻っては来ていない。
　いつもだったら騒さわがしいはずの探たん偵ていも、口を噤つぐんだまま外を見ている。
　来客用の椅い子すに腰こしをかけた瀬せ名なも声を出そうとはしない。
　みな何か話そうと声が喉のどまで出かかるのだが、しかしそれは形を成なそうとしない。
　ただ大きく息を吸っては、その後は結局なにを言うでもなく目をそらすのだ。
　咲耶はぼんやりと耕介の顔を見る。いつもと変わらない無表情なままの寝ね顔がお。
　泣きたいような気持ちすら浮かんでこない。
　そんな咲耶の肩かたをあすみが抱く。
「……あすみ」
「……………」
　しかしあすみもかける言葉を失ったようになにも言うことができないようだった。
　ふと瀬名が顔を上げ、病室の外に注意を払はらう。
「……こっちに大勢の人間が向かってきてる」
　耳が通常の人間より優すぐれている瀬名が、何かの音を拾ったのだ。
「間違いない、この部屋を目指してる。病院の人間じゃない」
「どういうこった？」
　須す崎ざきはそう問いながらも、臨戦態勢をつくるように懐ふところに手を入れる。
「すぐ近くまで……」
　瀬名がその続きを言うよりも早く、病室のドアは開け放たれ、同時に風が舞まい込むように幾いく人にんもの人間が押おし寄せて入ってくる。
「なっ！」
　咲耶は声を上げる暇いとまもなく、身体の自由を奪われる。何が起こったのか解らなかった。
　周りに目を移し、咲耶は目を見張った。
　そこにいる全すべての人間に、入ってきた男たちは凶きよ器うきを突つきつけて立っていた。そして咲耶の身体を捕とらえる人間もまた、咲耶の喉もとにナイフをあてて身じろぎもせずに言い放った。
「リニエッジ機関の者です」
　決して一いつ般ぱんの人間が耳にしてはならない名前。
　咲耶は言葉を飲みこむ。
「咲耶様、お迎えに伺うかがいました」
「…………」
「皆みな様さまも、そして咲耶様も抵抗はなさらぬよう。これより儀ぎ式しきの場へ向かいます」
「咲耶様、おわかりになりますね」
「ここにいる者、大倉耕介様を含ふくめ、全てが人ひと質じちです」
「あなたが儀式をしない場合、我々は躊ちゆ躇うちよなく手をかけることができるのです」
　咲耶は状況を察した。『時詠みの追難』は実行することになったのだ。中止を申し出に行った祖父の安否が気になった。
「このような強きよう硬こう手段は、本来のあり方ではないのですが」
「事態が事態故ゆえ、咲耶様もご理解を」
「クランの阻止が入りますので急いでご支し度たくを」
　口早に用件を伝えてくるリニエッジ機関要員たち。
　咲耶はかつて勉強した知識を回想する。
　俊しゆん足そくで動くことのできる妖術は『疾しつ移い』。リニエッジ機関に於おいて、荒あら事ごとをする部署ではなく、トリベたちがしていたことを引き継ついだ者たちだ。だとすると彼かれらは非戦せん闘とう員いんであろう。おそらく戦闘員の役えき部べは儀式の場で、クランとの攻こう防ぼうに備えているに違いない。
「聞き入れていただけないのであれば……」
　そう言って機関要員の一人が耕介の喉のどもとに当てたナイフを僅わずかに引く。耕介の喉もとの薄うす皮かわが剥はげ、その場所に赤い血が滲にじむ。
「やめて下さい！」
　叫ぶように声を上げた咲耶を、その場にいる全員が注視する。
「………行きます」
　己を落ち着けようと深く息を吸い、重く吐はき出す。
「耕介にも、ここにいる皆みなさんにも手をださないこと。それが条件です」
　毅き然ぜんとした咲耶の目に、恐きよ怖うふや躊ちゆ躇うちよはなかった。
「咲耶ちゃん」
「あすみ、そんな顔しないでください。大丈夫です。これで耕介は元に戻してもらえるんです。だから……あすみ、後のことはお願いしますね」
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「だめだよぉ！　咲耶ちゃんがいなけりゃ」
「あすみ。わがまま言っちゃだめですよ。大人なんですから」
　咲耶はあすみに笑いかける。
　覚かく悟ごは決まっていた。耕介が御崎涼子の手にかかった時から、咲耶は行くしかないのだとわかっていた。
　咲耶は機関要員たちに向き直る。この国の未来を、過去の因いん縁ねんを背負ってもなお、凛りんと咲さき続ける花のように咲耶は力づよく言葉を紡つむいだ。
「お務めごくろうさまです。これより儀式の場へと向かいます。道先案内をよろしくお願いいたします」
　機関要員たちはその咲耶の姿に、深く頭こうべを垂れた。


◇◇◇◇


　高杉は腕うで時ど計けいを見る。
　数時間後にはリニエッジ機関とクランが正面から衝しよう突とつする。
　全ては自分の計画通りに進行している。頭の固まりきった老ろう獪かいたちは、高杉の計画など気づくこともなく面おも白しろいようにホイホイと乗せられた。そして正面からぶつかり合い、両者が自じ滅めつして行く。自分の計画には一分も狂いはない。
「………チッ」
　何度目かの舌打ちが漏もれた。
　いくらそう思っても大倉耕介の言葉が頭から離はなれない。この計画の一番最初の段階で、高杉は咲耶を手に入れられなかった。その時点で咲耶を手中にしていれば、もっとスムーズにリニエッジ機関もクランも潰し、そして高杉の本当の目的に達することができていた。
　いや時間の問題ではない。大倉耕介が自分より勝まさっていること。それが問題なのだ。
　確かに大倉耕介が他の人間より優れた頭脳を持っていることは間違いない。しかしそれが自分より勝っていることなどあり得てはならないのだ。
　高杉の本当の目的。
　それに際して、一点の黒い染しみも残すことは許されない。自分が完かん璧ぺきでなければ、『国之常立神』を制することはできない。自らもその恐怖に飲み込まれてしまう。
「涼子！」
「はい」
「これから儀式の場へ出向く。おまえは別行動を取れ」
「……………」
　高杉はゆっくりと立ち上がり、涼子に命令を下しながら部屋を出た。
第四章　終わりを告つげるもの





　咲さく耶やは樹海の中にぽっかりと空いた空間に立っていた。
　高く建てられた祭さい壇だんには天に届くかのように伸びる階段が取りつけられている。
　隔かく界かいへと登るための物なのだろう。
　自分が『時とき詠よみの追つい難な』をすることで、耕こう介すけが助かる。
　そう思うと、咲耶の中に蟠わだかまる恐怖は消えていく。記き憶おくが消えてしまうことが怖こわい訳じゃない。寿じゆ命みようが削けずられることが怖い訳じゃない。
　耕介が助かるのなら、怖い気持ちにも立ち向かうことができる。
　──大丈夫。
　遠くで何か爆ばく発はつするような音が聞こえる。その方向に目をやると闇やみの中に黒こく煙えんがもうもうと上がっている。恐おそらくはクランとの戦闘が始まったのだろう。
　祭さい祀したちが壇だん上じように上がってくる。急ぐようにと顔に書いてあるのが咲耶にも見て取れた。
　白い装束を着た儀式の祭祀たちが咲耶の周りを取り囲んでいく。
「これより儀式を始めます。心の準備はよろしいかな？」
「はい」
　咲耶を囲んだ祭さい祀したちは恭うやうやしく頭を下げ、祝のり詞とをあげていく。あくまで形式的なことであって、必要なものではない。ただ、一人の女性の人生を供く物もつとして捧ささげることに他ほかならないこの儀式に、恩おん恵けいにあずかるべき者たちを代表した祝詞。しかし今の咲耶にはなんの意味も持たないのだ。
　祝詞をあげた祭祀たちは、その場を離れていく。隔界の扉とびらが開けば、精神を蝕むしばまれる事は必然である。彼らはその場から立ち去っていく。
　咲耶は指を立て、ゆっくりと空間を割さいていく。大きく開いた隔界の扉は、咲耶の指を離れると、自らの意思を持つかのように、その口を大きく開けていった。
　暗くら闇やみが立ち込める隔界の浅部が露あらわになる。
　祭壇から長く伸びる階段をゆっくりと登っていく。
　天に開かれた隔界の扉を潜くぐり、本来磐いわ長なががいる隔界の浅部に到とう着ちやくした。
　ここからは磐長が、隔界の深部に向けて扉を開くはずだった。しかし磐長はこの場所にはいない。咲耶が磐長の分まで隔界の扉を何層にも亘わたって開き、そして時を越えなければならなかった。
　咲耶はいつも磐長が座すわっていたその場所を見つめる。
「磐長は大切な……大切なお友達です。朋ほう輩ばいです」
　まるでそこに磐長がいるように咲耶は語りかける。
「どうか私のことを少しでも憶おぼえていてくれたら……とても嬉しいです」
　思い残すことがないように。
　これから消えて行くだろう磐長との記憶に思いをはせる。
　鼻の奥おくがツンっとした。
　後うしろ髪がみを引かれるような思いを掻かき消けそうと、咲耶は首を横に振り、隔界の空を見上げる。
　天幕に覆われた黒い世界。
　この世界を何層にも切り開き、時を越えねばならない。
　──そうしなければならない運命なのだ。そのために生まれてきたのだ。
　指を突き立て、空間を撫でる。撫でられたその場所に切れ目が生じ、拡大してゆく。咲耶の持つ『壁へき覇は』の力は、一層だけの空間ではなく、次の空間も、さらにその先の空間も切り裂さき、その上には黒々とした油の塊かたまりのような影かげがたゆたっていた。
　隔界に溜たまり続けた厄やくの正体。
『国くに之のと常こた立ちの神かみ』である。
　咲耶はその高く高く切り開かれた隔界の果てを仰いだ。
「時詠みの儀式を為す者。木この花はな乃の咲さく耶や媛ひめの血を受うけ継ぎ、時を越える者です。我は追難の儀ぎを為なすため、時詠みの下、神しん仙せん界の先、輪りん廻ねの境界を渡る者。さあ我を誘いざない給たまえ」
　咲耶の身体がふわりと『国之常立神』に吸い寄せられるように、浮かび上あがる。
　ふと見下ろした隔界の扉の先に祭壇が見えた。
　唯ゆい物ぶつの世界。
　自分を守ろうとしてくれた人たちがいた世界。
　大切な人たちがいる世界。
「……………さようなら」
　咲耶の目から一筋の雫しずくが零こぼれた。


＊＊＊＊


　病室内は変わらずリニエッジ機関要員たちが発する殺気に溢あふれ、身動きの取れない緊きん張ちように包まれていた。咲耶と共にほとんどの機関要員たちは去っていったが、監視のために残された三人の機関要員たちが不動のまま凶器を構え、緊張感をはらんでいる。
　どうすることもできない現状。
　──耕介……。
　あすみは祈いのるような気持ちで、ベッドに横たわる彼の顔に目を向ける。しかし彼はピクリとも動こうとはしない。届かぬ願いにあすみは、やはり自分にできることは何もないのだ、とただ唇くちびるをかみしめるしかなかった。
　その時、勢いよく病室のドアが開け放たれる。
　あすみ、須す崎ざき、瀬せ名なはもちろん、その場にいた三人のリニエッジ機関要員も、ドアの向こうを注視した。
　その一いつ瞬しゆんの隙すきを須崎が見み逃のがすわけがない。リニエッジ機関要員が『疾しつ移い』を巡らせるよりも早く、低い位置から、真まっ直すぐに真上に向かって蹴けりが放たれ、靴くつの裏が機関要員の顎あごを捕らえる。
　瀬名がもう一人にタックルをかまし、バランスを崩した所に須崎の振り上げた踵かかとがそのまま振り下おろされた。
「そーっりゃ！」
　一気にその場に機関要員二人が倒れ込み、最後に残った一人が焦あせりの色を浮かべる間を与あたえず、須崎は病室の天井ギリギリまで跳ちよ躍うやくし、渾こん身しんのとび蹴げりを浴びせかけた。
「けっ！　格かく闘とうだったら探偵が最強だっての！」
　どこの世界の常識か、須崎はスーツの居住まいを正しながら立ち上がる。
　瀬名もやっと息を吐く。
「ふう……誰のおかげか知らないけど、とりあえず助かったわ」
　そう言いながら、病室のドアの方に目を向ける。
　そこに立っていたのは三人が知る筈はずもない少女だった。
　御み崎さき涼りよ子うこである。
　彼女を見つめる須崎の目がぼんやり眼まなこになっていく。何かを嗅かぎ取ったのだ。
「てめぇ……なにもんだ？」
　しかし涼子は何も言おうとはしない。その場が再び緊張感に包まれた。涼子が現れたタイミングを含めて、この少女が耕介と咲耶に関わる一件に絡からんでいるだろうことは予測できた。
　それでもあすみは彼女に対する恐怖を忘れ、縋すがりつくように訴うつたえかけた。
「お願い、耕介を元に戻して！　できるでしょ！　あたしで代わりが務まるなら、あたしが代わる。だからぁ……耕介を元に戻してぇ………」
　あすみは自分にできることをしなければならないのだと思った。
　しかし涼子はあすみに目を向けることもせず耕介をジッと見つめる。
「私は高たか杉すぎ様に命じられて来ただけです。大おお倉くら様を連れて来るようにと」
　どういうことかわからず、あすみは瞬きをした。
　冷静に言う涼子に須崎が立ちふさがる。
「おい、おまえ！　そんな罠わなだってわかってる所へのこのこ出て来いってのかよ？」
「須崎！」
　容よう赦しやない言いぶんに、思わず瀬名が止めようとする。そんな瀬名と須崎に向かい、涼子は冷静に淡たん々たんと言葉を述のべた。
「ではこのまま大倉様には眠ねむっていてもらいますか？　私はそれでもかまいませんが」
　涼子は周りを睥へい睨げいしながら言葉を繰くりだしていく。
「どうなさいますか？」
「……お願い、耕介を助けてぇ」
　言葉を振り絞しぼったのはあすみだった。もしここで耕介が目を覚ませば、どんな行動をとるかあすみにはわかっている。長い年月、耕介と過ごしてきてそんなことはわかりきっていた。それでもそう言わずにはいられなかったのは、きっと彼の背中を追いかけ続けてきたからなのだろう。
　涼子はコクリと頷うなずくとベッドに横たわる耕介に向かう。涼子を中心に『反はん魂ごん』が始まった。涼子が耕介の上に手を翳かざすと、金色に光る鞠のようなものが現れる。ゆっくりとその上で涼子は手を回し、鞠はほつれ金色の糸が現れる。緩ゆるやかな曲線を描えがいていた糸は、耕介の身体に吸い込まれていった。
　全員が息を呑のんだ。
　耕介の目がゆっくりと開いていく。
「……………」
　身体を起こし、周りの状況をぐるりと見み渡わたす。その表情はいつもと変わらず、感情の機き微びのない一いつ辺ぺん倒とうな無表情だった。
　いつも彼がそうするように、こめかみに人差し指をあてる。
「………ここに御崎涼子さんが居るのは、高杉先輩の命令ですね」
　耕介は目覚める前からわかっていたかのように語りだした。
「ということは、あれから四日間経たったということですか。咲耶は儀式の場に………磐長は高杉さんと一いつ緒しよでしょうね。間違いありませんか？」
　涼子は薄っすらと驚おどろきを浮かべるが、すぐに頷き返す。
「そうですか。やはり、高杉さんは『国之常立神』の封ふう印いんを解こうということですか」
　眠っている間に起きたことを、耕介は全て理解していた。いや、たった今、空いた時間の中であったことをすべて埋うめていったのかもしれない。
「涼子さん、あなたにはその儀式の場がどこであるか、知っていますね」
「はい」
　その返答に耕介は頷き返し、須崎に顔を向ける。
「須崎、お願いがあります」
「車だろ、わかってるよ………だが、断わるっ！」
　須崎は腕を組んで、プイッと横を向いてしまう。
「ふざけんじゃねえ。なんで敵の奴やつ連れて、のこのこと犯人の罠にはまりに行かなきゃならねえんだよ！？」
「こら、カスザキ！」
「瀬名もいい子ちゃんしてんじゃねえぞ。俺おれは絶対にこの女の言うとおりには動かねえぞ。スペシャルの時の銭ぜに形がたと一緒にするんじゃねえ」
　どういう訳か、須崎は一向に話を聞く気もないかのような態度をとる。頑かたくなに完全否定の構えを見せてその場にいる全員に背中を向けてしまった。
「カスザキ！」
「須崎」
　背を向けた須崎は腕を組んだまま、下を向いて震ふるえはじめ、そして
「……………………………しかーしっ！」
　勢いよく、くるりと振り向むきざまに、須崎は涼子を睨にらみつける。
「これが探偵社に対する依い頼らいなら無視するわけにはいかねえ。探偵は依頼からは逃にげねえ！　それが探偵のルールだ！」
　須崎は涼子にビシッと指をさし言い放つ。
「その代わり依い頼らい料りようは前まえ払ばらい！　学割で超お得サイズだ！　てめえの持ってる情報を全て耕介に話せ！　それなら探偵として、そのナンチャラの場まで送り届けてやる！　今回は金じゃ動かねえぞ！　探偵の依頼料ってのは時価なんだからな！」
　まさかの須崎の頭脳プレイだった。
　涼子はそのままの状態で数秒間逡しゆん巡じゆんしたが、了りよ解うかいしたというようにコクリと頷いた。
「おっしゃあ、交こう渉しよう成立って訳だな」
「か、カスザキが……ありえない……ありえなさすぎる。脳ミソが熱ねつ膨ぼう張ちようしてんじゃないの？　破は裂れつするよ？」
「なっはっはっ！　瀬名、もっと俺を褒ほめろ！」
　病室であることなどお構いなしに高笑いをする須崎に、耕介は無表情な顔のまま頭を下げた。
「ありがとうございます」
　それから耕介はあすみの目を見た。
「心配をかけてしまった。すまない」
　あすみは首を横に振る。心配だった。もう耕介が手の届かない所へ行ってしまうことが。そして今もまた、耕介は自分の手の届かない所へ行こうとしている。
　わかっている。自分には止められないことが。耕介の背中を追っていたのに、気がつくと耕介の背中は遥はるか遠くまで、自分の手の届かない所へ行ってしまっている。
　車の運転席で須崎がハンドルを握り、助手席に瀬名が、そして後部座席に涼子が座る。そこにあすみの席はない。
　車に向かっていく耕介の背を見送る。
　あの背中に近づきたかった。彼のようになりたかった。
　──きっと立ち尽つくすしかないんだろうな……。
　そう思ったあすみの足は独りでに動いていた。耕介を追っていた。
　ふわりと放たれた足は耕介の背を抱きしめる。
「………あすみ？」
「追いついたぁ」
　あすみはその広い背中を強く抱きしめた。涙なみだがこみ上げてくる。
　抱きしめているのにこんなにも遠い事に、涙が止まらなかった。
「遠いよぉ……耕介に追いつきたいのにぃ……なんで追いつけないんだろう……」
　耕介の背に顔をうずめる。止めてはいけない。彼の足を引っ張ってはいけない。そうわかっているのに、あすみは己の衝しよ動うどうが止められなかった。まるで二度と会えなくなってしまうかのようだった。今止めなかったら、彼の背中を追うこともできなくなるような気がした。
「耕介ぇ……ねえ、帰ってきてくれるよねぇ。いつもみたいに、帰ってきてくれるよねぇ」
　不安を吐と露ろする子供のように、あすみは耕介に語りかける。
　しかし耕介は口を噤つぐんでしまった。
　いつものように、帰ってくる、と言ってくれない。
「あたしわぁ……あたしは耕介の背中を追っかけてたいの！　ずっとずっと追っかけてたい！　だから……だから帰って来てよぉ……」
[image: 画像]
　彼は決して振り返ってくれない。あすみにはわかっていた。彼はいつも前に向かって歩き続けている。自分はその背を追っているにすぎない。
「真っ直ぐに前を見て歩いている人間にとって、一番見えづらいものは、隣となりにいる人間の背中だ。もしあすみが僕の背を追っていたというのなら、一番遠い位置から観測しようとしていたんだと思う。あすみはいつも僕の隣にいてくれた。一番近くにいてくれた。僕は何度もあすみに助けられてきたんだ。君が隣にいてくれて、本当によかった。ありがとう」
　耕介はあすみの手をすり抜ぬけて行く。
　追えなかった。もう、彼を追うことができなかった。
　──そんなことを言って欲しかったんじゃない。帰ってくるって……帰ってきてくれるって言って欲しかった。遠くてもいい。近くじゃなくてもいい。耕介にいて欲しい。耕介が居てくれなければ………。
　耕介が車の中に消えていく。エンジン音を高鳴らせ、急発進して行く自動車にあすみは声をあげて泣いた。
「耕介ぇ！　耕介ぇ！　帰って来てよぉ！　一人にしないでよぉ！」


　後部座席で行く先を案内する涼子。須崎はハンドルを切りながら、スピードを上げていく。隣で瀬名が息を吐く。誰ともなくしゃべる者はいなかった。
　耕介はここまでに至る経けい緯いを頭の中に並べたててゆく。意識を飛ばされる前に、起こりうるであろうことは予測がついていた。
　そして今それが起こっている。
　そんなことを考えていた耕介の横で、御崎涼子がぽつりと呟いた。
「……何な故ぜでしょうか？」
　ふと耕介は涼子に無表情な顔を向ける。
「何故、先ほど私が来るとわかっていたような口ぶりだったのですか？」
　涼子にとっては不思議でならないようである。耕介は隠すつもりもなく正直に答えた。
「高杉先輩は僕に勝たなければならないと考えている。トリベの力を持つ高杉先輩にとって、僕がヘリポートで先輩に勝利宣言をすることは計算上にあったのだと思います」
「？」
「先輩は僕に勝った、という証明が欲ほしい。だから高杉先輩はどうしても僕ともう一度対決しなければならない。そのために儀式の四日前に、僕をヘリポートに呼んだのです」
　そう言った耕介の言葉に涼子は首をかしげる。
「涼子さんの使う『乖かい離り・反魂』にはある法則があるでしょう。おそらくですが、『乖離』をして魂を抜き取った後、その魂を保存しておくことができるのは四日間。それを過ぎると、なにがしかのリスクがある、と考えられます」
「……その通りです。四日以上魂を保存しておくことはできません。生命の糸が形を保てなくなり、魂は散り散りに崩壊します。それは私の魂も口寄せされ、同時崩ほう壊かいを招きますので」
「やはりそういうことでしたか」
「何故わかったのですか？」
「磐長が目を覚ましたのが、攫さらわれた時からちょうど四日後だった。もちろんタイミングを合わせただけとも考えられましたが、あの時あなたは時計を気にしていました。だから時間的関係があるということは、なんとなくわかってはいたんですよ」
「………そう……ですか」
「それに、涼子さんは一回につき、一つまでしか魂を保持することはできないでしょう？」
　涼子は耕介の言葉にハッとした。
「なぜそれを？」
「ヘリポートに磐長を連れて現れた時に気がついたんですよ。磐長を人質に取り、あなたは僕の精神を『乖離』させました。しかし事をスムーズに運ばせるのなら、磐長の精神も『乖離』したままにするべきだった。それなのにあなたはわざわざ磐長を『反魂』したのです。つまり、涼子さんは一人の人間しか、『乖離』させることはできない。そう思ったんです」
　自分の手のうちを全て見み抜ぬかれた涼子は消しよ沈うちんするように、足元に目を落とした。
「御崎家の使う『乖離・反魂』はかつて政治謀ぼう略りやくの中で使われる、権力者を失しつ墜ついさせ貶おとしめるための妖よう術じゆつだったのです」
　彼女が話す通り、『乖離・反魂』は確実に相手に作用し、そして四日間は空白にすることができる。醜みにくい政権争いの裏で、彼女の一族の力は多分に徴ちよ用うようされたのだろう。
「それ故、そのしがらみを抜け出るために、御崎家はクランへと寝ね返がえったのです。しかし、クランでもさせられることは大して変わりませんでした。だから……私は高杉様に付いていこうと考えたのです」
　クランとリニエッジ機関を潰つぶそうと考えている高杉についていこうと考えたのだろう。
　御崎家が抱かかえ続けた闇。そして涼子が抱える高杉に対する思い。
　耕介はそれを感じ取り、こめかみに指をあてた。
　その時、耕介の携けい帯たい電話が鳴った。画面を見ると、耕介の実家の電話番号が表示されている。一瞬でるべきか迷った。
「出てやれよ」
　ぼんやり眼まなこでハンドルを切る須崎が煙草たばこに火をつけながら言う。
　耕介は通話ボタンを親指で押した。
『おう、にいちゃん？』
　電話の向こうから聞こえてきたのは、実家にいる弟の声だった。向こうからテレビの音が漏れ聞こえている。
『にいちゃんとこ、もうすぐ夏休みだろ？』
「ああ、そうだな」
『とうちゃんが、いつ帰ってくるかって聞いてんだけど』
　耕介は胸の内に一瞬、里心がついた。しかしすぐにその気持ちを呑みこむ。
「お盆ぼんまでには帰るよ」
『お盆じゃ遅おそいよ。俺が八百屋手伝わされるんだからさあ。自転車で配達ってマジできついんだよ。にいちゃん車運転できるんだから早く帰ってきて、父ちゃんの軽トラで頼たのむよ』
　小声でお願いする弟に、笑いたいような気持ちになる。弟は知らない。自分がこれから行く場所を。だからこそ、彼の言葉が心の重さを少し軽くしてくれた。
「わかった。早めに帰るようにするよ」
『おお！　さすがにいちゃん！』
「父さんに少し代わってくれるか？」
　耕介がそういうと弟は、『うん』と返事をして父に電話を替わる。しばらく向こう側で弟と父のやり取りがあり、父が電話口に出た。
『おう、耕介。元気にしてるか？』
「ええ、変わりなく」
『ほら、今日、母ちゃんの命日だからよ、耕介が帰って来れねえんなら、とりあえず声だけでも、ってな』
　そう言われて耕介は申し訳ない気持ちになる。決して忘れていたわけではなかった。ずっと心の片かた隅すみで、そのことを考えていた。
「うん、そうだね」
『まあ、元気なら問題ねえよ。母ちゃんもそれなら安心して笑ってらあ』
　父はそう言って大きな声を上げて笑った。それから一息ついて、そうだそうだ、と言いだすと、電話のいつも言うお決まりの文句が出てくる。
『ちゃんと飯食えよ』
「心配ないよ」
『あと、遊んでばっかいんなよ。大学生なんだからよ』
「ああ、ちゃんと勉強する」
『そうだ、かあちゃんの墓参りにはなんか買ってこい』
「わかってるよ」
　耕介にとって、今はその言葉が痛いほどに嬉しくもあり、心苦しくもあった。
　それ故に、それ以上何も言えないでいると、父は何を思ったのか一言
『………あんま無理するんじゃねえぞ』
　と言った。耕介は思わず胸が詰つまってしまう。耕介の無表情を一番に読みとることができる父が、いったい電話の向こう側で何を感じたのか。それともただの親としての決まり文句として言ったのか。耕介はただ、一息だけ入れて
「わかってる………八月の最初の方に帰りたいと思っている」
　とだけ言った。父はそれ以上詮せん索さくせず、『そうか』と言ってあいさつを交かわし、電話を切った。父と弟の声を聞いていて、ふと耕介はあの日のことを思い出す。
　家族に災難が降ふりかかったあの日。
　あの日、弟は母の簪かんざしを見て赤いと言っていた。まるでなにかを予知したような、弟の発言の答えは未だにわからない。ただの偶ぐう然ぜんだったのか、それとも弟にはなにか、瀬名や咲耶、磐長たちのような不思議な力があるのか。
　答えは出ない。ただ……。
　──昔からそういうことはあったんだ。今に始まったことじゃない。
　耕介の中でわだかまる緊張が僅わずかにほどける。
　須崎がバックミラー越ごしに耕介の顔を一いち瞥べつして、ふんっと鼻息を吐いた。


　須崎の運転する車は、高速道路に入るとスピードを増し、目的の場所へと向かう。
　一時間ほど飛ばし、下道に降りるともうそこら辺は木々が生おい茂しげる常とこ闇やみの世界だった。
　この辺り一帯を覆う樹海。
　その中に『時詠みの追難』を行う場所があるのだという。
　涼子の指示に従い、その場所に近い路ろ肩かたに停車すると、耕介たちは車を降りる。
「さあて、こっからは歩きか」
　運転をしていた須崎は伸のびをして、身体の筋を伸ばし始める。
「あっちの方にかなりの足音が聞こえるわね」
　瀬名は暗く沈しずんだ樹海の向こうに目をやりながら耳をそばだてる。瀬名の耳には樹海の向こう側で起こっていることが手に取るように伝わってきているのだろう。
「おそらくもう戦せん闘とうが始まっているのだと思われます」
　涼子が落ち着こうと努めているのがよくわかった。
「行きましょう、戦闘はできるだけ避さけたいので……」
　耕介はそう言って瀬名を見る。
「こっからは人間レーダーに任せといてよ」
　瀬名の耳が頼たよりだった。人の足音を聞き分けられる瀬名の能力を以もつてすれば、リニエッジ機関、そしてクランとの接せつ触しよくを極力避けることができる。
「かなりの人数が広こう範はん囲いで配置されてるわね。たぶん防衛線が二重になっていると思うわ。今は七つの場所で攻防が繰り広ひろげられてるみたい。どれもまだ外そと枠わくの防衛線を突とつ破ぱしてないみたいだけど」
「なんだよ、あれか？　まだ始まったばかりってことか？」
「いやそうじゃないわね。攻せめ手も守り手も力が拮きつ抗こうしてる、って感じかな」
　瀬名が耳をそばだてながら歩きだすのに、全員が続いていく。
　耕介はこめかみに指をあてながら考える。
「おそらく外枠の第一防衛線を抜けるのが鍵かぎとなってくるでしょう。守り手側は、水際で抑おさえて全てを終わらせたいと考えているはずです。だとすると戦力のほとんどは外枠の方に集結しているはずです」
　耕介たちは人が十人寄っても抱えきれないほどの巨きよ木ぼくの根を伝いながら、勾こう配ばいのきつい傾けい斜しやを降りていく。
「それから敵の中に瀬名さんと同じような能力を持つ人間もいると考えた方がいいでしょうね」
「まだいんのかよ、瀬名みたいなのが」
「なに嫌いやそうな顔してんのよ」
　瀬名に頬ほおをつねられながら、須崎が「いぎぎ……」と漏らした。
「おそらくは聴ちよ覚うかくではないにしても、視覚に特化した人間などもいると考えていいでしょうね。どういった人がいるかは現状では分かりませんが、おそらくは、守りを固めている側が、敵の侵しん入にゆうを防ぐためにレーダーとなる人間を置いている、と考えていいと思います。機械なんかよりもよっぽど高性能ですからね、瀬名さんのレーダーは」
「褒めてもなんも出ないよ♪」
「なに嬉しそうにしてやがんだ」
　須崎の悪態をスルーしながらも、瀬名を先頭に木々が茂る樹海の中を四人は進んでいく。
　長い時間をかけて降り積もった腐ふ葉よう土どは厚い絨じゆ毯うたんのような弾だん力りよくで、時折足元を取られる。朽くちた巨木を這はい上がり、苔こけむす岩場を慎しん重ちように降り、小さな水場を渡る。
　耕介の耳には依い然ぜん静かすぎるほどに、森は静せい寂じやくを保っている。
　夏であるのなら虫や鳥の声が聞こえそうなものなのに、そこはまるで空間が死んでしまったように静かだった。
「まずいわ。こっちに何人か向かってきている」
　首をまげてその方向を見る瀬名がぽつりと言った。
「どっかに隠れてやり過ごすことはできねえのかよ？」
　須崎の提案に瀬名は首を横に振ふる。
「あっちも私らに気づいているみたい。かなり的確にこっちを追ってきてる」
　耕介も闇の方向に目をやる。
「振りきることは？」
「ちょっと難しいかな」
　そう言った瀬名の言葉に覚悟を固めた須崎は懐ふところから拳けん銃じゆうを取り出す。横目で瀬名はそれを確かく認にんして、仕方ない、と困ったように笑う。
「じゃあ、耕介君。こっからはその娘こ連れて咲耶ちゃんの所まで行ってくれる？　ちょっとあたしらはここいらで時間つぶさせてもらうわ」
「こら、瀬名。ちゃんと敵の方向誘ゆう導どうしろよ。俺はあんま暗闇ん中は見えねえんだからよ」
「わかってるわよ！　カスは黙だまって銃じゆうを構えな！」
　悪態を悪態で返しながら瀬名は暗闇に耳をそばだてる。
「すみません、瀬名さん、須崎！」
　瀬名と須崎が僅かに耕介の方を見ると同時にニヤリと笑った。
「さっさと行きやがれ！　ちゃんとガンダルフの嬢じようちゃん、助けろよ」
「おら、須崎！　よそ見すんじゃない！　もうそこにいるよ！　十時五分の方角、角度プラス十七度」
　須崎は瀬名の言われるままに、見事にその方向に向かって銃を放つ。
　暗やみに銃じゆ声うせいがこだまし、その向こうで人の声が上がる。
「おら、耕介！　なにもたもたやってんだ！」
「カスザキ、よそ見してんじゃない！　四時十七分の方角、傾斜マイナス二十三度！」
　須崎の背に隠かくれながら瀬名が的確に指示を出していく。
「どりゃっせい！」
　瀬名の指示に須崎は的確に下方向に向けて銃を放つ。銃声と同時に闇の中から、またも叫さけび声ごえが上がった。
「おいおい、死んでねぇよな」
「あたしの指示に不満でもあって？」
「ねえけどよ」
「心音からずらして角度決めてんだからせいぜい、のたうち回るくらいには痛いだけよ」
　耕介は涼子を連れて走りだす。
「ありがとうございます！」
「礼言ってる暇があったら、さっさと行け！　ここからは！　俺様の見せ場だ！」
　そういってゲラゲラと笑いだす須崎の余よ裕ゆうっぷりに、耕介の心は励はげまされる。
　須崎は銃のマガジンを装そう填てんし直すと、瀬名の指示に従って、次々に銃声を鳴なり響ひびかせていく。耕介は二人に頭を下げながら、涼子を連れ樹海のより深い場所へと踏ふみ出だしていった。


＊＊＊＊


　咲耶は輪廻の境界線に漂ただよう。
　隔界の果て、この境界線を越え、未来に行くことがこの儀式に課かせられた義務。そしてそれを否定することは許されない。
　輪廻の境界線は、天てん井じように張られた水鏡のように咲耶の姿を映し出す。波は紋もん一つ立てず、まるで時を止めた湖面のように身じろぎもしない。
　目を開き、時の門番『国くに之のと常こた立ちの神かみ』を目覚めさせる。
　黒く巨きよ大だいな油の塊のようなものが、四方を取り巻く鎖くさりに囲まれ、身動きが取れないようにただジッと固まっている。
「我は木花乃咲耶媛の血を引く者。この時を越え、『時詠みの追難』を為す者なり。『国之常立神』よ、どうか目覚め、我を輪廻の境界の先へ誘い給え」
　咲耶が祝詞を唱えると、黒く巨大な塊は目が覚めたようにうねりだす。しかし四方に張りめぐらされた鎖の近くへ行くと、電気が走ったようにその巨大な身体を引っ込める。
『木花乃咲耶媛の血を持つ者……我をここから出してくれるのか？』
「いいえ、私は『時詠みの追難』を為なす者。あなたをここから出す者に非あらず」
『そうか時を詠む者か……行くべき未来を願え。そなたの見る未来は近き未来か、遠き未来か？』
　咲耶は心の中にどの未来を見るか願う。
「──遠き未来を」
　しかし輪廻の境界線に映し出されたのは、遠い未来の姿ではなかった。そこにあったのは、成長した咲耶の姿だった。
　自分は遠い未来を口にしたのに……。
　咲耶の身体は輪廻の境界線にゆっくりと引き寄せられていく。咲耶の身体が時を越えようとしていたのだ。次し第だいに近づく天てん井じように張られた水面に、自分の姿が映る。
「え？」
　──泣いている。
　成長した咲耶は涙に目をはらし、ただ泣いていた。なにか言っている。言っている言葉はここからは聞こえない。しかしその口の動きが、いったい何を言っているのかすぐにわかった。それは咲耶が何度も口にした名前。
　何度も何度も呼びかけた名前。
　大切な人の名前。
　──い………や………。
　そしてすべてを悟さとった。未来に行く必要などなかった。自分がいったい何を失ったのか。どんな未来が待っているのか。
　──……だ……いやだ！　嫌だ！　嫌だ！
　そんな未来は嫌だ！　耕介がいない未来なんて。たとえ自分がいなくてもいい。耕介が幸せにしてくれているならいい。でも……。
　それは『国之常立神』が見せた虚きよ影えいだった。本来『国之常立神』を止とどめておくべき磐長のいない状況で、彼は咲耶に嘘うその未来を見せたのだ。咲耶にとって最も見たくない未来を。
　目の前に迫せまった水面に咲耶の身体は吸い寄せられ、その鼻先が触ふれようとする。
「耕介！」
　その瞬間、輪廻の境界線に映る景色は一いつ掃そうする。先ほどと変わらない、波打つこともない水鏡に戻ってしまった。
『木花乃咲耶媛の血を持つ者よ。時詠みの終わりを告げる者よ。待っていた、さあ、隔界を出よう』
　油の塊は……『国之常立神』はその黒い手を咲耶に伸ばす。
　咲耶はその触しよ手くしゆを避けようとするが身体は動いてくれない。
　抑えるべき磐長がいない状況で、『国之常立神』は咲耶を取り込もうと手を伸ばし包つつみ込むと、あっという間に咲耶は油の中に飲み込まれていく。
　黒い塊はまるで力でも取り戻したように、激しく流動し、四方を固める鎖にぶつかる。ここから出せと言わんばかりに。
『国之常立神』が完全な覚かく醒せいを果たしたのだった。


　耕介の目にも、空が大きな口を開けているのが見て取れた。いつか見たものよりも圧あつ倒とう的てきに大きな、隔界への扉。
　──始まっている。『時詠みの追難』が始まっているんだ。
　木々の葉の間から、隔界の扉が見える。もうすぐ儀式の場だ。
　隆りゆ起うきした岩の間にある小さな足場を伝う。
　一歩間ま違ちがえれば踏み外はずしてしまいそうな足場を的確に踏みながら、器用に滑すべり降おりて行く。降りきると地面には薄うすく水が張っていた。木々は湖面から生えるかのように折り重なるように自生している。
　木々の間を抜けると突然、開けた空間に出くわした。
　樹海の中にそこだけぽっかりと空いたなにもない場所。
　ただ足元は湖面と見み紛まがうように水鏡が張はり詰めていた。
　しかしそこは池や湖ではなく、厚い岩がん盤ばんの上に薄く水が張っているだけだった。耕介はその水の上を渡り、中心に高くそびえる祭壇に歩み寄る。
　風が吹ふき荒あれ、空に向かって開く隔界の扉。そしてその更さらに遥か上空には黒い塊が見えた。何かに繋つながれながらも、そこから必死に出ようともがいているかのようだった。
　深部まで開かれた隔界の扉は、耕介の精神を蝕むしばもうとする。耕介はいつか磐長のいた、あの場所でしたことと同じように、自分の精神を集中させる。
　心が乱れれば、男性は隔界に精神を食われてしまうのだ。
「やっとここまで来たか？」
　声と共に祭壇に座っていた高杉が立ち上がる。傍かたわらには磐長がいた。
「耕介！」
　手に縄なわを掛けられた磐長は助けを請こうように耕介の名を呼ぶ。
「涼子、ご苦労だった」
「…………」
　涼子は無言で耕介の横をすり抜けると高杉の隣に立つ。
「どうだ？　諦あきらめはついたか？　木花乃咲耶媛は『国之常立神』に取り込まれた。おまえの負けだ」
　耕介は高杉にその無表情な顔を向け立ち上がる。
「磐長を返して下さい」
「諦めろと言ったろう。磐長にはもうなんの力もない」
「関係ありません。磐長を返して下さい」
「………耕介」
　磐長は泣きそうになりながら力なく耕介の名を呼んだ。
　高杉は決して揺ゆるごうとしない耕介の態度に舌打ちをする。
「悪いが彼かの女じよにはまだ聞かなければならないことがあるんでな。どうもこのお嬢さんは口が堅かたくて、一番重要なことを話してくれない」
「一番重要なこと？」
「『国之常立神』の中心、咲耶媛の下へと続く経路の行き方さ」
「なるほど、高杉さんが僕の家に磐長を連れてきたのはそういう訳だったのですか」
「ああ、そうさ。咲耶媛と一緒にいれば、どこかで秘密を話すと思っていた。しかし、結局話したのは、俺も知っていることだけだった」
　磐長は唇を噛かみながら辛つらそうに俯うつむいた。耕介はその姿に息を吸い高杉に目を移す。
「磐長がその秘密を話せば、彼女を解放してくれますか？」
「…………ほう、おまえなら聞きだせるとでも言いたげだな？」
「解放してくれますか？」
　耕介は無表情な面おも持もちのまま、有う無むを言わさずに凄すごんだ。
「いいだろう」
　高杉のその言葉を確認し、耕介は磐長を見る。
「磐長、話してごらん」
　しかし磐長は首を振った。
「ダメだ！『国之常立神』への経路を知れば、こいつは……あの神を使し役えきする。そんなことをすれば、咲耶も……それにこの世界も滅め茶ちや苦く茶ちやになる」
　恐怖を具現化する装置。取り込まれたままの咲耶。
　高杉の思おも惑わく通りに全てが進めば、磐長のいう通りになってしまう。
「大だい丈じよ夫うぶだよ磐長。それは僕が止める。だから話して構わない」
　笑うことのできない耕介は優やさしく磐長に語りかけた。磐長は息を呑み、耕介に小さく頷きかけた。そして彼女はぽつりぽつりと話し始めた。
「『国之常立神』の中心に行くにはまず、『時の目』から中に侵入する。そしてそこから洞どう窟くつのような道を進んでいくと、『国之常立神』が問いかけてくる。侵入した者は、『国之常立神』にこれからするべきことを示さなければならない。それはトリベの力によって計算された、未来を提示しなければならないからだ。そして、そこを抜けるとその人間が持つ恐怖が具現化され襲おそってくる。それを乗のり越えた先に、咲耶がいる。その場所が『国之常立神』の中心」
　磐長が語り終えると、高杉から歓かん喜きの笑いが漏れた。
「さすがだな、大倉！　よく、そんな見え見えの嘘で磐長媛ひめを騙だませるものだ」
「磐長は話しました。こちらに返して下さい」
　耕介は高杉の言葉を無視するように、要求を突きつける。
「好きにしろ。涼子、磐長媛の縄を解いてやれ」
「はい」
　涼子は磐長に掛けられた縄を解いてゆく。解かれるや磐長は耕介の後ろに隠れるように駆かけこんできた。
「今いま更さらそんな力を持たぬ者を解放して何になる？」
「言ったでしょう。そんなことは関係ないと。磐長が力を持っているから必要、力がなければ不必要、そう考えるのは高杉先せん輩ぱいの物差しの考え方です。僕の考え方ではありません」
「ほう。しかし残念だったな。木花乃咲耶媛はもう『国之常立神』に飲み込まれた」
「何故そこまでして、あなたたちは『国之常立神』を解き放とうとするんですか？」
　高杉は噛み殺すように笑う。
「わからないか？　人が陥おちいる末路が？」
「人が陥る末路？」
「大おお山やま[image: 祇]つみ神のかみは、最初の木花乃咲耶媛が見てきた未来に驚きよ愕うがくした。遠い未来だ。百年や二百年じゃない。数千年後の未来だ。人は高度に文明を発達させ、外敵から襲われる不安からも、同種同士の争いもなくなり、食糧は安定し、病気からも解放される。ありとあらゆる不安から解き放たれた人間はどうなると思う？」
　文明とは進化の代だい替たい物ぶつである。人そのものが進化する代わりに、物や社会を発達させ、生物としての弱点を補おぎなう行こう為いである。生物たちが長い年月をかけてする進化を、進化史からすればごく短期間に短縮する行為。
「進化の果てに人は不安のない社会を作り出し、そして不安のないことに不安を憶えるようになる」
　忌いま々いましげに高杉はその言葉を吐き出した。
「不安のなくなった人間は、最後に自ら命を絶たち、滅ほろんでいく」
　進化の果てに待ち受けているものは、どの生物も自じ滅めつである。
「戦争も食糧危機も温暖化も人の外敵ではない。人を殺すのは、人の心なのだ。未発達で弱い人の心が、人類を死し滅めつさせるのだ。そして大山[image: 祇]神は……我々の祖先は『国之常立神』を作り出したのだ。目に見える恐怖。人が心に抱いだく恐怖を具現化し、いつまでも、いつまでもその恐怖と戦い続けなければならない装置を」
　恐怖を具現化する装置。人は見える恐怖に怯おびえ、しかしその恐怖に立ち向かい、戦うのだろう。自らの漠ばく然ぜんとした不安の果てに命を絶つのではない。目の前に形を持ったものがいる。
「俺はそれを使役すべき者だ。木花乃咲耶媛、国之常立神、そして大山[image: 祇]神、この三みつ柱はしらの神が一つとなり、世界の理ことわりを変えるのだ」
「なるほど、よく分かりました。あなたがそこまで勝ちにこだわる理由が。『国之常立神』の中心に行くのに、誰かに負けたという感情は、どうやら恐怖の元になるのですね」
「そうだ。大山[image: 祇]神の一族は、決して恐怖の種を残してはならない。どんな小さなものでもだ。完璧でなければ、『国之常立神』と同化し使役することはできない」
　この世に完璧というものなど存在しない。それは人の作りあげた理想の形でしかない。
　しかし高杉はその理想の形になろうとした。
　それ故ゆえに、耕介に負けた、と感じたあの瞬間を払ふつ拭しよくしなければならなかったのだ。
　そうでなかったら、『国之常立神』の作り出す恐怖に飲み込まれるだけなのだから。
「人間の脳が急速に進化した原人の時代から、闇の中に恐怖し、見えぬものに恐怖し、その果てに、人間たちは架か空くうの魔ま物ものや幽ゆう霊れい、妖よう怪かい、獣けものを作りあげてきた。神を作りあげてきた。恐怖に形を持たせることは、ずっとやってきたことなのだ。しかし近代化という進化の代替物によって、それらの架空の生き物は姿を消した。科学が解き明かしてしまった。そしてもう少し先の未来には、病も戦争も、形ある不安はなくなり、漠然とした不安だけが残る」
　見開いた高杉の眼は、まるで遠い未来を見ているかのように、耕介に語りかける。
　耕介はこめかみに人差し指をあてる。いつもそうするように。
「生物進化の果てが、生物学的に自滅であることは知っています。しかし、先せん輩ぱいの言う通りなら、僕らが研究する科学とは何なのですか？　科学は解き明かすことだけが科学なのではありません。探究することも科学なのです」
「その探究の結果が、今のこの世界なのだぞ！」
「いいえ、残念ながらそれは違ちがいます。見えない恐怖、不安のない不安、それもまた、探究の目標になる。高杉先輩がいうようにならないために、僕たちは科学をしているのでしょう。高杉さんの得た結論がもし、恐怖を目に見える形にすることで、人類を救おうというのなら、僕はそれを全力で阻そ止しします。そしてそれ以外の方法を考えます。人が幸せになれる方法を」
　高杉は笑った。まるで狂くるったような声を張り上げる。
「そんな方法がどこにある！　あるなら言ってみろ！」
「あるから言っているのではありません。ないから、探すと言っているのです」
「科学者の発言とは思えないな。そんなものに縋すがってどうする！　あるかどうかもわからないものがいったい何の役に立つ？」
「あるかどうかわからないものを、人は希望というのです」
　耕介は圧倒的に不利な形で高杉と対たい峙じしながらも、決して怯ひるもうとはしない。
　どんな論理にも引こうとはしない。
　ギリッ……と高杉の口元から歯ぎしりの音が漏もれた。
「……なぜだ」
「高杉様？」
　高杉の異変に気がついた涼子が肩に手を掛かけるが、彼はそれを振り払う。
「大倉！　何な故ぜ諦あきらめたと一言いえない！」
　目を剥むいた高杉は恫どう喝かつするように耕介に吠ほえる。
「言え！　俺に負けたと言え！　もう、お前に勝ち目はないんだ！」
　耕介は歩きだす。
「さあ、諦めろ！　おまえの負けを認めろ！　その場で『国之常立神』の復活を見ていろ！」
　高杉に向かって、ゆっくりと歩を進める。
「止まれ！」
　高杉は幻げん術じゆつを使うように手を翳かざそうとする。しかし耕介は足を止めようとはしない。
「残念ながら、あなたには僕を殺すことはできない。あなたの心に、僕に負けたという過去がある以上、『国之常立神』が現れれば、あなたはその恐怖に飲み込まれてしまう」
「だまれっ！」
「肉体的な僕の死を以もつてしては、先輩の恐きよ怖うふを拭ぬぐうことはできません」
「だまれっっ！」
　高杉は手を振り下おろす、と同時に辺りを濃こい霧きりが包み込んでいく。
「おまえが咲耶に辿たどり着つくことなど不可能なんだ！　トリベの力のないおまえには！」
「いえ、僕は咲耶を救いだします。あなたがどんな理由をもっていても、咲耶を不幸にして成り立つ平和というのなら、そんなものはいりません」
　耕介は幻術によって視界の遮さえぎられた中を歩いてゆく。目に映る光景を全て記き憶おくしていた。どこに何があり、そしてどの距きよ離りに祭さい壇だんがあるのか、目をつぶっていても辿り着くことができる。
「……殺してやる………かまわない、おまえをころしてもかまわないおまえをころしてもかまわないころしてもかまわない!!」
　高杉は尚なおも吠えるように叫んだ。
　さらに手を一いつ閃せんさせ、霧が渦うず巻まき、空くう洞どうが出現する。
　高杉の心が乱れているのがはっきりとわかった。耕介は冷静に高杉を見つめる。
「それも残念ながら不可能です。太陽の下における光の量が約10万ルクス、先日の街灯の光が約５００から１０００ルクス、しかし月の光は満月に於おいても０・２ルクス。現在の上じよ弦うげんの月の状態からは、光が霧の中を通過して幻まぼろしを作り出すことはできません」
　耕介は磐長の手を引き、高杉とすれ違った。
　高杉がその場にドサッと膝ひざを折った。霧はかき消されるように風に吹かれ散っていく。その時、散り散りになる霧の間から、一本の金色の糸が耕介の身体を捕とらえる。御崎涼子の手から伸びる糸に、耕介は歩みをとめた。
「涼子さん、あなたがすることは僕の相手じゃない」
「…………」
「あなたが使う『乖離・反魂』は人を貶おとしめるために使われる、と言っていましたね」
「だから何だというのですか？」
「その側面があることは否定しません。しかし、今この場に於おいては、その妖術は高杉先輩を守るために使うべきです」
「言っている意味がわかりません」
「隔界の扉の下で、心を乱せば精神は隔界に食われます。涼子さんの使う『乖離』は精神を自分の中に保管することができる。あなたの力で高杉先輩を救って下さい。そしてすぐに彼を連れてここから脱だつ出しゆつするんです」
　御崎涼子は身じろぎもせず、躊ちゆ躇うちよするように耕介の目をジッと眇すがめ見る。
「早く！　急がなければ手て遅おくれになります！」
　耕介に張られた金色の糸がゆっくりと宙に消えていく。
　涼子はただ迷うように、その場に膝をついた高杉に目を移し唇くちびるをかんだ。
「………高杉様」
　小さく呟つぶやくように彼の名を呼び、涼子は高杉の精神を、自らの身体の中に『乖離』した。


　耕介と磐長は祭壇を登り切り、隔界の浅部に降り立った。
　暗くら闇やみが立ち込め、上空には大きな裂さけ目めが生じ、いつかのように耕介の精神を蝕むしばもうとしてくる。耕介はあの時と同じように素数をかぞえ、そこから導き出される史実を、方式を、あらゆる無感情な知識を寄せ集め、自らの精神を守った。
　そうしなければ、精神がバラバラになってしまいそうだったのだ。
　磐長は目を上げて耕介を見る。
「咲耶は………あの中にいる」
　磐長の指し示す向こう。
　何層も切り開かれた隔界の扉のはるか上空。
　そこには黒い油の塊かたまりのようなものが流動している。
　この距離から見てもはっきりと目に映る巨大な鎖が、その油の塊を外に出さぬように張り巡めぐらされている。
「あの鎖が『封ふう鎖さ』かい？」
「そう。以前の『時詠みの追難』の時に張られたもの。でも、復活した『国くに之のと常こた立ちの神かみ』の前にはそう長くは持たない。新しい『封鎖』も張れない」
　あのはるか上空までいく方法を耕介は考える。ここから先は足場があるわけでも、梯はし子ごや階段があるわけでもない。そんな耕介の考えていることを感じ取ったのか、磐長が消沈した声こわ色いろで呟いた。
「それに……あそこに辿り行く方法はない」
「どうして？」
「本来の私なら、行けただろう。しかし解呪された今の状態では、私はなんの力も持たない。だからここまでしか……」
　ただその事実を磐長は口にしていく。口にするだけでも痛みを感じるように、たどたどしく言葉を吐き出しいった。
　変化を見せない表情を磐長に向け耕介は問う。
「磐長はどうしたい？」
　磐長は俯うつむき震えた。何かを我が慢まんするように、必死で押し込めるように。だから耕介はもう一度、問いかける。先ほどよりも強く、優しく語りかける。
「……磐長はどうしたい？」
　磐長の中で押し殺ころせない気持ちが飽ほう和わしてゆく。震える磐長は、涙にぬれた顔を上げた。
「…………ぃたい」
　拭ぬぐうこともせず、次々に零こぼれおちる涙の隙すき間まから、磐長は言葉を紡つむぎだす。
「……ぁい……たいっ！　咲耶に会いたい！　友達の咲耶に会いたい！　ずっとずっと一緒にいたい！」
「会いに行こう。咲耶を助けよう」
「でも……私にはもう『壁覇』も『封鎖』も使えない。私は……役には立たない」
「磐長、水の精せい霊れいは見えるかい？」
「え？」
「ここは隔界だ。磐長に精霊の要素が見えれば魔ま法ほうを使うことができる」
　磐長は驚いたように目を見開き、周りを見わたす。たとえ妖術を封ふう印いんされたとしても身体の中に血けつ撰せんの力は流れている。なくなった訳ではない。
　咲耶に教わったように、あるものをあるものとして見る。
　磐長はゆっくりと宙に目を這わせていった。
（………ーい）
　あるものを……あるように……。
（…れーい！）
　磐長の目に映る世界。
（でれーい！）
（待たせたなー！）
（おまたせたなー！）
（ヒーローはっ！）
（遅おくれてやってくるっ！）
　磐長の周りを飛とび交う精霊の要素たち。
「見える！」
「水の精霊に昇しよ華うかさせるんだ」
　磐長は耕介の言葉に力強く頷うなずく。
「お願い、集まって！」
（おっしゃー！）
（集合！）
（集まらっしゃーい！）
（でれーい！）
　次々に精霊の要素たちは集まり、隔界の下で、要素は精霊へと昇華する。
「磐長、水柱を作るんだ」
「できる？」
（まかせろーい）
　水の精霊はそう言うと
（でれーい！）
　掛け声とともにそこには空高く舞い上がる水の柱が出来上がる。
「一度に噴ふき上がることができる水の高さは、ここが一気圧ならサイフォンの原理で10メートル。そこまでまた空中に別の柱を立てる」
　耕介と磐長は水の柱に飛び込む。
（でれーい！）
　水の精霊の掛け声に合わせて、水柱の中で水が対流し耕介と磐長をエレベーターのように上空へと押し上げていく。耕介の言う通り、10メートルまで来たところで、二人は顔を出し、大きく息を吸う。
「ここにもう一つ、水柱を作るんだ」
「できる？」
（できーる！）
　すぐさま、空中に水の柱がたち、上へ上へと噴き出しては、また地に落ちてゆく。
　耕介と磐長は水柱に飛び移っては幾いく度どもその作業を繰り返かえし、輪りん廻ねの境界線へと近づくように高く高く昇のぼっていく。
　近づくにつれ『国之常立神』の全容が見えてくる。
　光の全てを吸いつくしそうな闇。コールタールの池が生き物のように流動しながら何かに向かって動いている。しかしその動きは以前張られたという『封鎖』によって制限を受けているようだ。
　あまりに巨大な漆しつ黒こく。
　高層ビル一つでも飲み込んでしまいそうなほどに巨大な闇がそこにあった。
　そしてその漆黒を檻おりのように繋ぎとめているのは、宙を舞う岩々に括くくりつけられ、張り巡らされた鎖たちであった。『国之常立神』がそこから這い出ようとするたびに、鎖はその行く先を封ふうじる。『国之常立神』が一瞬でも鎖に触れると、電でん撃げきでも走ったかのように、その触手を引っ込める。
「前に張った『封鎖』の力が弱まっている。急がないと『国之常立神』が『封鎖』を破ってしまう」
　耕介と磐長は浮うかぶ岩の一つに降り立つと、巨大な『国之常立神』を見つめる。
「耕介。咲耶はあの中にいる」
　磐長は『国之常立神』を指さした。
　──あの中に入る必要があるのだろうな。
　耕介はそう考えながら、覚悟を決める。
　──おそらくは………。
　それ以上の言葉を耕介は振り払はらった。考えても仕方がない。今は咲耶を救いだすことを考えなければならない。
「入る方法は………」
「あそこだ」
　そう言いながら磐長が指し示したのは、記号化されたような、巨大な目だった。『国之常立神』の中心に位置し、不気味にどこか遠くを見るような描えがかれた目。
「あそこから中に侵入することができる。でも……」
　言いい淀よどんだ磐長が思っていることは耕介にもわかった。中に入れば『国之常立神』の問いに答えなければならない。人間が辿るべき道を示さねばならない。トリベの力を持たない耕介が、未来のあり方を指し示さねばならない。そしてその先に待ち受けるのは、具現化された恐きよ怖うふの姿。『国之常立神』の本来的な力ともいうべき、具現化させれた恐怖の先に、咲耶が待っているのだ。
「大だい丈じよ夫うぶ、咲耶を救うことは可能だよ」
　耕介の言葉に磐長はコクリと頷くと足場となっている浮かぶ岩に手をつく。
「私はもう『封鎖』を張れない。でもこの鎖たちは以前私が張ったものだ。語りかければ言う通りに動いてくれるかもしれない」
　着いた手に念じるように磐長は目を閉じた。
「お願いだ、『国之常立神』に侵入経路を作りたい」
　磐長がそう言うと、その岩場から伸びる一本の太く巨大な鎖が振しん動どうを始めた。振動は次第に強まり、そして真ん中の部分で鎖は意思を持ったように断ち切きれた。
　断ち切られた鎖ははじけ飛び『国之常立神』の記号化された目に向かって、真まっ直すぐに張り巡らされる。
　磐長はその様子を確認し耕介に向き直る。
　すぐにでも走りだしていきそうな磐長を、耕介は手で止めた。
「なんだ？」
「磐長、君はここで待っていてくれるかい？」
「いやだ！」
　磐長の表情には強い意志が見えた。
「辛いのはわかる。しかし磐長はここで『封鎖』を操あやつって、少しでも『国之常立神』が外に出るまでの時間を稼かせいでもらわないといけない。それは君にしかできないことなんだ」
「……でも」
「大丈夫、僕ぼくは必ず咲耶を救いだしてみせる」
　磐長は目を潤うるませながら唇を噛み、それからゆっくりと頷いた。
　耕介は巨大な油の塊に目を向ける。『国之常立神』は激しく『封鎖』に身をぶつけ、束そく縛ばくされた身体を外へ出そうとうねらせる。
　磐長は俯いた顔を上げようとせず、ただぽつりと呟いた。
「おまえが咲耶を救ってくるまでは、持ちこたえてみせる」
　そう言って磐長は、耕介に薄く笑いかける。
　耕介は笑いかけることができない代わりに、そんな磐長の頭に優しく手を乗せる。
　磐長は少しムッとした顔をつくると
「やっぱり……お前はきらいだ……」
　と言って顔を少し赤らめながら視線をそらした。
　耕介は『国之常立神』に向き直る。ここから先は時間との戦いだ。
　太く張り巡らされた鎖の上を渡わたり、耕介は『国之常立神』の下へと近づいていく。
　──人の恐怖を具現化する装置。その中に入るということ。
　耕介は顔をしかめたい気持ちになる。
　しかしそれでも咲耶を救いたい。彼女を連つれ戻もどさなければならない。その思いが耕介の足を一歩、また一歩と前へ進めた。
　途と切ぎれそうになる意思を律しながら、耕介は黒く歪ゆがむ塊『国之常立神』の目の前にやってくる。
　耕介は一瞬後ろを振り向き、岩場に立つ磐長の姿を目で追う。
「磐長、後をたのむ」
「耕介も咲耶を！」
　鎖の上から『国之常立神』に開いた『時の目』に向かって耕介は突とつ入にゆうした。水の中にでも飛び込んだような感覚は一瞬だった。
　──呼吸ができる。隔界の精神をむしばむ効果もここにはない。
　少しづつ目を開きながら、耕介は周りを見み渡わたす。『国之常立神』の中に耕介は立っていた。
　まるで生き物の体内を思わせるような洞窟。
　磐長の言っていた通りなら、咲耶はこの中心にいる。耕介はその言葉を信じ奥へ、奥へと進んでいった。
　洞窟の端はし々ばしから半はん透とう明めいの闇やみの触手が、耕介の身体を嘗なめていく。それは耕介の足を絡からめ取とることも、行く手を阻はばむこともしない。
　しかしその闇の触手が耕介に触れるたびに、耕介は思考を、心情を、過去を覗のぞき見みられているような感覚が襲ってくる。
　それはまるで侵しん入にゆ者うしやが何者なのかスキャンしているかのようだった。
『だれだ？』
『大山[image: 祇]神の血を引く者か？』
　突とつ然ぜん、空間を震わせるように、太い声が轟とどろいた。耕介は歩みを止めた。
「いいえ、違います。木花乃咲耶媛の血を引く者を連れに来ました」
　耕介は正直に言った。壁かべは蠢うごめきながら更に問いかけてくる。
『木花乃咲耶媛の下に行くのなら、我の問いに答えよ』
『人の辿るべき道を答えよ』
『人とはなんだ？』
『いきものとはいったい何だ？』
『なんのために生きる？　何を求めて生きる？』
『我のすべきことはなんだ？』
『我の役割はなんだ』
　矢や継つぎ早ばやに次々に問いは投げかけられる。
　耕介は深く息を吸いながら、こめかみに人差し指をあてた。
　一つ一つに答えを提示していては、前に進むことはできない。全ての別々の問いに、回答はただ一つ提示するしかない。トリベの者が指し示す、形ある恐怖の未来ではない、もう一つの答え。全ての共通点、それは……。
「ただ生き、老い、死んでいくことです」
　耕介の答えに壁の動きが止まり、問いは止んだ。
「人とは、ただ生き、老い、死んでいくだけの生き物です。辿るべき道とは、それを幾度も繰り返し、何世代にも繋いでいくに過ぎません。そして『国之常立神』……あなたもそれは変わりないのです。三千年の月日を生き、老い、死んでいく。それが生を受けたものの役割です」
　壁はざわめくように揺れながら、耕介の言葉を子供のように吸収してゆく。そして最後に一つ問いを返した。
『我は死ねない。永遠の命を約束された者。永遠に人に恐怖を与あたえる装置』
「いいえ、あなたも生き物です。三千年に亘わたる、国に掛かる厄やくを取り込み続けたこと、ただ一人孤こ独どくにその仕事に専念し続けたこと、たいへんな苦労であったことと存じます。僕はあなたに終わりを告げに来た者です」
　耕介は指し示した。『国之常立神』が進むべき未来を。それはトリベが示す、装置としての神のあり方ではなかった。一つの生き物としての尊厳を指し示しただけであった。
　生きて、老い、死んでゆく。
『……そうか、我にも終わりは在あるのか』
　その言葉には死に対する絶望はなかった。終わりを知った『国之常立神』は、生きていることを同時に知ったのである。
　壁は感情の火が灯ともったように揺れた。それはまるで涙なみだを流しているかのようだった。
　脈動する壁の震えはゆっくりと静まってゆき、やがて動かなくなった。
　耕介は『国之常立神』を人と同じに扱あつかい、そして労ねぎらったにすぎない。しかしそれは、なにも知らない神に、生き物であるという答えを提示することだった。
　動きを止めた空洞の中を、駆けるように耕介は奥へと進んでいくと、とてつもなく広い空洞に出た。
　三千年の月日をかけて溜ためこまれた厄の塊の中心。
　木々が根を張るように空洞の壁一面を覆おおっている。
　中心には美しく透すき通とおった繭まゆのようなものがあった。
　その場所にだけは根を生やしてはならないかというように、広く開かれた空間。
　耕介はきらきらと光る大きな繭に近づいていく。
　紺こん碧ぺきの海よりも美しく、透とう明めいな細い水の糸が無数に張り巡らされ、繭を形作っている。そしてその中に、目を閉じた咲耶が眠ねむるように包まれていた。
「咲耶！」
　耕介の呼びかけにも彼女は返答しようとしない。耕介は咲耶に手を伸ばそうとすると、闇の触手が、まるで辞やめろとでもいうように無数に耕介の身体を捕らえようとする。耕介はそれを手で振り払う。次々に伸びる触手は耕介に振り払われると、力なくその場にぺたりと倒たおれ消えていく。掻かき分わけるように耕介は前へ進もうとした時、急に触手たちは一いつ斉せいに消えていった。
　そしてその代わりとでも言うように現れた者に、耕介は大きく息を吸った。
『……耕介』
　その姿に心臓が跳はね上あがる。恐怖を具現化する装置、と聞いた時にすでに覚かく悟ごはしていた。自分が見る恐怖とは、それ以外ないだろうとわかっていた。
「──母さん」
　その場にいたのは、背に簪かんざしを突つきたてられ血を流す母の姿だった。
『………耕介』
　わかっている。それが恐怖を具現化した母の偽にせ物ものであることを、頭はよく理解している。なのに身体は震え、すぐにでも母に駆け寄より助けたいという衝しよ動うどうが突きあげてくる。
　心の奥に深く残る傷口が開いたように痛みだす。
　奥おく歯ばを食いしばった。
　目の前にいる咲耶に手を伸ばそうと念じるが、身体が動こうとしない。
　耕介を十年間縛しばり続けてきた恐怖。
『お願い………助けて』
　懐なつかしい母の声に、耕介の心は壊こわれそうになる。
　それでも耕介は前へと踏み出そうとする。振り絞しぼるように足に力を込める。しかし、まるで水あめの中にいるように、心の負ふ荷かが身体に重くのしかかってくるのだ。
　背に突き刺ささった簪。延々と流れ出る大量の血。現実離ばなれしたような光景も、それは耕介が感じる恐怖をそのまま形にしているにすぎない。そして、それは耕介にとっては限りなくリアルな恐怖の形であったのだ。
「すみませんでした。あの日、僕は幼すぎてあなたを救うことができなかった」
　耕介は逃にげることができず、その姿から目を離はなすこともできなかった。
　流れ出る血は止まろうとはしない。
　動どう悸きが激しくなり、気持ちは焦あせり、焦しよう燥そう感がこみあげ、心の中はただひたすらに泣きたくて仕方ない気持ちばかりがせり上がってくる。
　表出の手段のない耕介は、ただ動くことができず立ち尽くしていた。
　息がゆっくりと浅くなっていく母。
　命の灯とも火しびが消えていく。
　──ああ、そうだ。あの時もこうして身体が動かなかったんだ。
　恐怖が耕介を襲い続け、心が壊れるまでこの光景を繰り返し見続けることになるのだろう。
　自らに刻まれた傷の正体を見た気がした。
　──僕は………僕から見える世界を守ることができない………。
　悔くやしさを奥歯で噛み殺す。
　無力な自分に歯がゆさを感じる。
　湧わき上がる絶望に打ちのめされる。
　心の痛みは既すでにマヒしかかっていた。
　これ以上、壊れることができない、とでもいうように。
　耕介はゆっくりと瞳ひとみを閉じた。
　自分の心がどこか深い場所に沈しずんでいくのがわかった。まるで底なし沼ぬまにでも落ちたように耕介の足はずぶずぶと『国之常立神』の体内に飲み込まれていく。
　どんな状じよう況きように置かれても諦めなかった耕介の心の火が、消えようとしていたのだ。死にゆく母の姿に、目をあてられず背そむけてしまったその瞬しゆ間んかんから、耕介の身体は指一つ動いてくれようとはしない。
　固く目を瞑つぶり、全すべてを拒きよ絶ぜつしてしまった耕介の耳に優しく誰だれかが語りかけた。
『はい、じゃあ問題』
　慈いつくしむように発せられたその声は耕介の母の声だった。助けを求めるでもなく、苦しみにもがくわけでもない。幼い日の耕介が幾度も幾度も聞いた、母がクイズを出す時に発するその言葉。
『人はいつ死ぬのかしら？』
　耕介はその声に導かれるように、止まりかけていた思考が再開する。身体は決して動かない。しかしその呪じゆ縛ばくを振り払うように、耕介の脳内は次々に思考が閃ひらめいていく。
　人はいつ死ぬのか。
　それは肉体が滅びた時か。
　それとも人の心から忘れられてしまった時か。
　医学的な死は心停止を以て死とする。しかし身体は生き続けている。臓器や筋肉、髪かみの毛けに至るまで、心停止と同時に死ぬわけではない。高度に進んだ医いり療ように於おいて死とはあやふやなものである。
　では人の心から忘れられてしまった時か？
　今も耕介の中に母の存在はあり続ける。
　しかし母はあの時、医学的な死を迎むかえ、耕介ははっきりとそれを死と認にん識しきしたのだ。そしてその母の姿が心を縛り続け──耕介は表情を失ったのだ。
　母は死んだのだ。
　人が死ぬというのは、肉体が生命活動を止めた時でも、記憶から消えた時でもない。
　人が死ぬということ、それは……。
「自分の心と身体が成長し───時を止めた者と、時と共に歩んだ者の差……」
　時を止めた母。
　そして時と共に成長し、老い、あらゆるものを手に入れ、そしてあらゆるものを手放し生きてゆく耕介。
　その間に横たわる大河、それこそが──
「──それが人の死です」
　答えると同時に耕介は固く瞑つむっていた目をあける。
　そこには血を流し、苦しみを訴うつたえかける母の姿はない。
　ただ、だくだくと流れる広く大きな大河が一瞬目に映り込んだだけだった。
　それは耕介の見た幻かもしれない。
　大河の向こう、彼ひ岸がんの彼か方なたに母が一瞬見えたような気がしたのだ。それは刹せつ那なの間に耕介の脳のう裏りに映り込んだ幻げん影えいのようだった。
　ただ耕介の目に映り込んだ母は、優しく笑っていた。
　何かが瞳から零れおちたような気がした。
　十年前に零すことができなかったものが、いま時間を越えて自分の瞳から零れたような気がした。
　掻かき消えた一瞬の幻は、耕介の心に再び火をつける。
　耕介は深くゆっくりと息を吸い込みながら立ち上がる。
　そして、一歩、咲耶の下へ踏み出す。
　──時と共に生きる者のするべきことは、あきらめることじゃない。
　それは次の時へとつなげていくこと。傷ついても、辛くても、生き続けていくこと。
　隣にいる者と手を携たずさえ、生き続けていくこと。
　──咲耶と共に生き続けていくこと。
　耕介を縛る、呪縛を解き放つように、また一歩、踏み出す。
　ジンジンと痺しびれて重い腕うでを上げ、動きの鈍にぶった指先を伸ばす。咲耶を覆う水の繭けん糸しに手を掛け、引き千切る。
「咲耶ぁ！」
　細く華きや奢しやに見えていた糸は、耕介の指に食い込み血が滲にじみだす。しかし耕介は躊躇しなかった。掌てのひらを傷だらけにしながら、引き千切り掻き分け、ようやく咲耶の顔が姿を現した。
　瞼まぶたを閉じた咲耶は薄く呼吸を繰り返した。
「………こぅ……す……け」
　自分の名を呼ぶ咲耶。耕介の存在に気づいている訳ではない。それでも耕介は咲耶を抱き寄せると、繭の中から全力で引き抜く。ほのかな温かさが伝わってくる。
「よかった、君が無事で」
　咲耶を抱きしめると、薄い呼吸の間に柔やわらかな温ぬくもりが伝わってくる。彼女と共にこれからも生きていく。その思いだけが耕介の足を突き動うごかした。
　その時、空間が振動を始めた。
　薄い紙が剥はがれるように、ぽろぽろと周りに洞窟は剥げたかと思うと、それらは空間に溶とけるように消えていく。
　核かくとなる咲耶を失った『国之常立神』が崩ほう壊かいを始めたのだ。
　耕介は走り出した。
　剥げた隙間からはビョウビョウと風が吹き荒れる。その先に見えるのはなにもない空間。
　耕介は踏み締しめられる地面を跳とぶように伝っていく。
　咲耶を背に乗せ、歩き出す。一刻も早く、この場所を出なければならなかった。
　磐長の待つ場所まで辿り着かなければならない。
　その時、咲耶の呟く声が優しく耕介の耳に届く。
「ねえ……耕介……」
　鈴すずの音のように儚はかない咲耶の声が響いた。


＊＊＊＊


　咲耶にとって、それはいつだったか夢に見た光景だった。
　耕介と知り合うよりも前に見た儚はかない夢。
　咲耶の視界は涙でぼやけ、闇の果ては音もなく彼女を包み込んでいく。そこから逃のがれようと咲耶は思わず手を伸ばす。その時、咲耶の手を誰かが握にぎる。温かい大きな手が優しく、強く咲耶の手を握っている。
　咲耶はその手の温もりをよく覚えていた。
　その手の温もりに導かれ、咲耶を包む闇は溶け、隔へだてられた世界から彼女を引き上げるようにゆっくりと夢は終わりを告げていく。
　夢ゆめ現うつつの中で、まだ手の中に残っている温もりを感じながら、大きく呼吸をした。
「………こぅ……す……け」
　咲耶は耕介の背に乗っているような気がした。
　夢なのか、それとも耕介が助けに来てくれたのか。
　そう考えたが、頭の中を閃く情報がその可能性を否定する。
　そんなはずはない。これは夢なんだ。
　耕介は病院のベッドの上にいる。その耕介を助けなければならない。今までずっと助けられてきたのだ。今度は自分が耕介を助ける番なんだ。
　だからここに耕介がいるわけはない。
『時詠みの追難』を否定し、『国之常立神』に取り込まれてしまった。これから自分はどうなるのだろう。ずっとこの夢の中のような感覚と共に生きてゆくのだろうか。
　しかしあまりにその背中が、匂においが、温かさが、全てが咲耶の知る耕介そのものだった。
　頭の中に彼かれとの短く楽しかった生活が甦よみがえる。ご飯を作ったり、洗せん濯たくをしたり、一緒に本を読んだり………。
　思い出が尽つきることがなかった。
　こんなにもわずかな間に、耕介は咲耶にたくさんのものを与えてくれた。思い出が頭の中を閃ひらめいては消えてゆく。
　──そういえば……。
　咲耶はある思い出の前で立ち止まる。それは耕介が津つ幡ばたと対峙した時の記憶。なにも能力を持たない耕介が、リニエッジ機関に勝ってしまった時の記憶。あの時は爆ばく発はつ音おんに耳をやられてしまっていたのだ。だから思わず言ってしまった言葉を、耕介に聞かれずに済んだんだ。でも………。
　──伝えておけばよかった。
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　耕介とあんな別れ方をしなければならなかったのなら、ちゃんと伝えておけばよかった。
　虚うつろな意識の咲耶は、その背中に語りかける。
「ねえ……耕介……」
　最後に耕介に伝えることができなかった言葉。
　あの時と同じように、耕介の背を抱きしめながら言う。
「……いつか……耕介のお嫁よめさんに………もらって下さいね」
　この幻が、本当だったらどんなに良かっただろう。
　咲耶の瞳にぽろぽろと幾いくつも、幾つも涙があふれ出した。


　耕介は歯を食いしばり、『国之常立神』から脱出を図はかる。なんとか『時の目』まで辿り着き、そこから顔を出すと磐長の姿が遠くにあった。
　磐長は耕介の姿を発見すると、鎖くさりの上を渡って走り寄ってくる。
　耕介も鎖を伝って磐長の元へ走りよる。
　対流しながら崩くずれ始める『国之常立神』。形を維い持じできなくなった『国之常立神』に、太い鎖は押おし流ながされ、おもちゃのように砕くだけ散ちっていく。
「磐長、咲耶を連れてここから出よう！」
　彼女は力強くうなづき、耕介の手から咲耶を受うけ渡される。
　しかし崩れ出した『国之常立神』に、耕介たちがいる足場の鎖も、耐たえきれなくなり砕け散るように切れた。耕介はバランスを崩しながらも、鎖にしがみつく。
　しかし咲耶を抱かかえた磐長は反動で鎖の上から弾はじき飛ばされた。
「磐長！」
　彼女は身を翻ひるがえしすぐに近くの『封鎖』に跳び移る。
　宙ぶらりんの耕介の上に、崩れ始めた『国之常立神』が覆いかぶさってくる。
「耕介！　手を！」
　鎖の上を走り寄ってきた磐長が手を伸ばす。耕介もまた手を伸ばすが、ギリギリのところで届かない。その間もどんどん『国之常立神』はその巨きよ体たいが崩れ崩壊していく。飲み込まれそうになりながら、耕介は磐長に声を放つ。
「磐長！　跳とぶんだ！」
「え!?」
　驚おどろきの声を上げるが、すぐに磐長は口を引き締め耕介に頷き、咲耶を抱えて鎖の上から跳んだ。耕介は油の塊かたまりのように覆いかぶさる『国之常立神』を掻き分け、自分もまたその場所から跳ぶ。
　滑かつ空くうしながら耕介は磐長と咲耶に手を伸ばした。磐長も耕介に手を伸ばし、なんとか引き寄せた。
「磐長、水の精霊を！」
　そういうと磐長は、一瞬口を開けて耕介の示し唆さすることを考え、すぐに何をするかわかった、というように目で頷うなずきかける。
「お願い、地面に水を張って！」
（でれーい！）
　言ったと同時に近づいてくる儀ぎ式しきの場に張られた水が、一か所に波を立てて集まってくる。
　湖面のようだった儀式の場に、とてつもなく巨大な水の塊が出現した。
　磐長は咲耶を守るように抱き寄せると、水の塊の中につっこむ。水の塊はクッションとなって、耕介たちを包み込んだ。
　ふんわりと水の中を通って地面まで降りると、磐長は口からポコポコと気き泡ほうを放つ。それは水の精霊に「散って」と命令しているようだった。
　びしょ濡ぬれになりながら、磐長は水の塊を散らすと、空を見上げる。
　上空で『国之常立神』が自らの形を維持できなくなり崩壊していく。しかし隔界の扉とびらはまだ開いたままだ。このままでは本来の機能を失ったとはいえ、『国之常立神』が唯ゆい物ぶつの世界に降りてしまう。
「お願い、咲耶目を覚まして」
　磐長は咲耶を揺するが、一向に目を覚まそうとしない。
「どうしよう」
　早く隔界の扉を閉じなければ、崩れた『国之常立神』が降りてくる。たとえ咲耶を失った不完全な状態だとしても、三千年の間溜めこまれた厄であることには間違いない。
　一刻も早く隔界の扉を閉じる必要があった。
「おう、まだこんなとこにいたのかよ。お、嬢じようちゃんは助けたみたいだな」
　あっけらかんとした声に、耕介と磐長は思わず振り向むいた。
「なんだよ、こっからが名めい探たん偵ていの見せ場だと思ったのによ」
「あんたになんか見せ場があるわけないでしょ」
　須崎源げん太た郎ろうと瀬名みゆきがそこに立っていたのだ。
　耕介は思わず勢いよく立ち上がった。
「いいえ、須崎。お願いがあります」
「ああん？」
「咲耶に気付けをしてください。急いで！」
　事態を全く飲み込めていない須崎は、耕介の言う通りに気を失っている咲耶の背中を、ポンッと一回叩たたく。と、咲耶はすぐさま息を吹き返すように、ケホッと咳せきをしながら意識を取り戻した。
「え、え、なんで耕介がここにいるんですか？　あれ？　え？」
「咲耶、隔界の扉を閉めるんだ」
「え………はい！」
　須崎以上に事態の飲み込めていない咲耶は、空を見上げ手を一閃した。同時に空に開かれた隔界の扉は薄っすらと姿を消していく。
　崩れ去さる『国之常立神』の姿が紺こん色いろに染まる空に消えていった。
　耕介はその場に、どさりと腰こしを落とす。口をポカンと開けた須崎がキョロキョロしていた。
「おお……なんかすげえことになってた？」
「……まあ、そうですね。隔界の扉の下で平気な須崎の方がすごいとは思いますが……まあそれはいいでしょう」
　隔界の扉の下では男性は圧倒的に不利である。高杉はおそらく耕介と同じような方法を用いたに違いないだろうが、須崎はいったいどんな思考回路を用いて平気な様子をしていたのか、耕介には全く見当がつかなかった。
「耕介君、カスザキなんか褒めたって一文の得にもなんないよ」
「まあ、損得ではないのですが……瀬名さんもありがとうございました」
　礼を言いながら耕介は傍かたわらにいる磐長に目を移す。
「……咲耶、会いたかった！」
　咲耶に抱きついたまま磐長は離れようとしない。顔を咲耶にうずめて、縋すがりついている。
　そんな咲耶は目をパチパチさせながら、耕介の顔を見上げた。
「どうして耕介がここにいるんですか？」
　そう、咲耶の記憶では耕介は病院のベッドの上にいることになっているはずなのだ。
「言ったろう、迎えに行くって」
　そう言って耕介は咲耶の頭に優しく掌を乗せる。
　しかし咲耶は急になにかを思い出したように、ハッとすると真っ赤になりながらアワアワしだした。
「え、と、ということは……耕介が来てくれて……だから……夢じゃなくて……ええ！」
　ジタバタしながらも身体は磐長に抱きつかれて身動きの取れない咲耶。
　耕介は目を細めたい気持ちになる。
「帰ったら、ゆっくり話すよ」
　そう言った耕介に咲耶は顔を向けられず
「……はい」
　と俯うつむきながら答えた。
エピローグ




　八月になり全てのテストが終わって、一段落を迎えた。
　耕こう介すけにとってはこれで前期の授業課程は全て終しゆう了りようということになる。
　その間にも様々なことがあった。
　咲さく耶やを取り巻く状況は急変し、リニエッジ機関はその対応に追われているそうである。
　沖おき島しま教授の元を訪おとずれた際に彼は、出来うる限りのことを語ってくれた。
　今回の一件で、リニエッジ機関の体制に対する問題点が提起されたようである。上の指示によって動く機関は、リアルタイムで状況が変化してゆくことに対応しきれなかった。今回クランの計略が途とち中ゆうで明るみになったにもかかわらず、作戦の変更に至るまでに多大な時間を要し、その結果甚じん大だいな被ひ害がいを招いた。
　それは『時とき詠よみの追つい難な』であり、そして人的損失でもあった。
　沖島教授はその責任と体制を糾きゆ弾うだんし、咲耶と磐いわ長ながに寛かん大だいな処置を勝ち取る、と息まいていた。どうやら、沖島教授の中で磐長も孫ポジションに収まったようでもある。
　事態は深刻であり、機関を取り巻く壁は厚い。
　しかし沖島教授ならなんとかできるのではないだろうか、と耕介は考える。
　息まく祖父の強さを目のあたりにしていると、耕介にはそう思えてしまうのだ。
　高たか杉すぎと涼りよ子うこに関しては、行ゆく方えをくらましたきりである。
　リニエッジ機関とクランの確かく執しつは深い。あの二人が見つかれば、おそらくは捕らえられるだけではすまないことはわかっている。
　その上で高杉はリニエッジ機関だけでなく、クランにも反旗を翻ひるがえした。
　そして、耕介にその野望を打うち砕かれる形となり、彼はいったいどうするか？
　──またやってくるのだろうな。あの人は負まけず嫌ぎらいだから。
　高杉の心がこれで折れることはない、という確信が耕介にはあった。
　もしこの程度で諦めるくらいなら、最初からあんな大きな組織に戦いは挑いどまない。全てを掌てのひらの上で転がして、自分の目的に達しようとする人間は意外としぶとい。
　次に耕介の前に現れた時、いったい彼はどんな野望を掲かかげ、どんな手段をもって対峙することになるのだろうか。
　耕介はふと高杉の言っていたことを思い出す。
　不安のないことへの不安。
　人類の陥おちいる未来の形に、高杉の考え方は一つの解答であると耕介は思う。
　しかしそれが最良の解答とは思わない。
　必ず他にもなにかあるのではないか。
　そうならないためにどうするか、耕介はそう考えるしかなかった。


　耕介は玄げん関かんの鍵かぎを閉め、荷物の入ったバッグに手を掛けた。
「準備完かん了りようです」
「忘れ物なし」
　咲耶と磐長はリュックを背せ負おって、元気に答える。
　耕介は咲耶と磐長を連れ、あすみと共に帰郷することになったのである。
　未いまだに父には咲耶のことは話していない。どう話すべきだろうか、ということを迷っていたのだった。
　新幹線に乗り、咲耶と磐長、そしてあすみの他た愛あいのない話に耳を傾かたむけているうちに、目的地に到とう着ちやくする。
　駅から出ると、幾いく分ぶん東京より涼すずしい空気に、咲耶は目を細めた。
　あすみは肩かた掛かけバッグ一つで、揚よう々ようとしながら久しぶりの地元に目を移す。
「耕介んちのオジサンに挨あい拶さつしてこうかなぁ。帰り道の途中だしぃ」
「ああ、久しぶりだから父さんも喜ぶと思うよ」
「よっしゃぁ」
　あすみと耕介に挟はさまれた咲耶は落ち着かない様子でキョロキョロと周りの様子をうかがっている。どうやら初めての土地に、やや動どう揺ようしているのかもしれない。磐長の方は堂々と気にする様子もない。
　耕介は笑いたい気持ちになりながら咲耶を見る。
「咲耶、大丈夫だよ。父さんも、弟もわるい人じゃないから」
「そ、そうですよね」
（でれーい）
（ちゃんと挨拶は）
（考えたか？）
　咲耶は宙を見ながらオロオロする。
「な、なんですか？　挨拶って」
（はじめまして、お義と父うさん）
（嫁です）
（ひゃーい！）
「な、なに言ってるんですか。そんな、いきなり」
　やたらと慌あわてながら咲耶は宙をパタパタとさせる。隣にいた磐長は咲耶の肩かたに手をおいた。
「落ち着いて、咲耶。何なら殴なぐる？」
「だ、誰をですか？」
　わいわいとしながら、商店街の入り口を潜くぐり、実家の八百屋が見えてきた。店先に立っているのは、夏休み中の弟だろう。耕介は近くまで行くと、弟に声をかけた。
「やあ、ただいま」
「おう、にいちゃん、おかえ………」
　振り向きざまに弟は耕介を見、あすみに目を移し、それから間に立つ咲耶と磐長を目視して固まった。しばらく沈ちん黙もくの後、弟は駆けこむように店の奥おくへ飛び込みながら
「とうちゃーん！　にいちゃんが、あすみちゃんと子供つくって帰ってきた！」
　とてつもなく勘かん違ちがいな報告をしたのだった。
「まて！　ちがっ……」
　止めようとする耕介に、間かん髪はついれず父が奥から飛び出してくる。
「耕介！　あれほど順番は間違えるなって言っただろうが！　しかもあすみちゃん、っておまえ……」
　飛び出して来た父は、咲耶と磐長を見て天を仰あおぎながら目め頭がしらを押さえた。
「こ、こんなに大きくなるまで……なんで教えてくれなかったんだ！　くそ、生まれたばかりの孫を抱だきたかったのに……」
　そして泣き出してしまうのである。
　耕介の無表情ぶりからは想像がつかない程に、表情豊かな家族であった。
　思わずこめかみに指をあてる耕介だったが、あすみが困ったような顔をしながら苦笑いをして父にフォローを入れる。
「ちがいますよぉ。いくらなんでも、成長しすぎじゃないですか。いくつの時の子供ですか」
　差し引き計算、耕介が八歳さいの時の子供ということになる。
「た、たしかに……ってぇ事はどこの娘むすめさんだ？」
　やっと落ち着いてくれた父と弟に耕介は、二人を紹しよ介うかいしていく。
「咲耶です」
「磐長だ」
　茶の間で正座する二人を見つめながら、父はまだよく状況がわかっていない様子だ。弟の方は店先に立ちながらも、しきりに茶の間の様子をチラチラ窺うかがっている。
　同い年の美少女が突然家に現れたのなら、仕方がないのだろう。
　耕介は沖島教授から咲耶を預かる経けい緯いを、魔法やリニエッジ機関などを省いて説明していった。父は首を捻ひねりながら理解に努めてる様子だった。
「うん、そうか。なんか……とりあえず、娘が増えた、と考えればいいのか？」
「………まあ、そんな感じでいいです」
　耕介にしては珍めずらしい妥だき協よう案あん的な折れ方だった。
　すべて説明する、という訳にもいかないので仕方のないことではある。
「そうか！　よし、店閉めろ！　宴えん会かいだ！」
「「おっしゃー！」」
　大喜びしたのは宴会好きのあすみと、店の手伝いが面めん倒どうな弟である。
　父は立ち上がりビシッと指示を飛ばす。
「よッしゃーっ、酒買ってこい！　肉も買ってこい！　野菜は腐くさる……売るほどあるっ！あと足りないもんはなんだ!?」
「お菓か子しだ、父ちゃん！」
「よし、買ってこい！」
「うぃーっ！」
　その様子を見て咲耶は目を丸くし、磐長はお茶を啜すすっていた。
「あ、あの、耕介」
「なんだい？」
「ここ、耕介の家なんですよね？」
　咲耶が疑うのも仕方がないほどにハイテンションな大おお倉くら家なのである。
　かくして咲耶と磐長の歓かん迎げい会かいは深夜まで催もよおされ、いつの間にやら近所の人々も集まり、結局耕介が鍋なべをふるい、料理を用意するいつもの流れになったのである。
　もちろん咲耶も磐長もお酒は飲めないのでジュースを飲んだりしながら、父や近所の人たちの質問攻ぜめに遭あっている様子だった。
　料理が一段落したところで、それを待っていたかのように携けい帯たい電話が鳴った。
『おう、耕介！　俺おれだ、須ざ……』
「なんですか？」
『なにって、ついに起こったんだよ！』
「ですからなにがですか？」
『密室殺人！』
　不ふ謹きん慎しん極きわまりないほどに須す崎ざきは嬉き々きとしているのであった。
　耕介は内心焦あせりながら、聞き返す。
「誰が被害に遭ったんですか？」
『俺っ！』
「……………………ええっと、今電話をかけているのは？」
『須崎源げん太た郎ろうだぁ！』
「で、誰が密室殺人されたんですか？」
『だから俺！　………えっ!?　どういうことだ??』
　耕介の方が聞きたいくらいだった。どうやら須崎も置かれている状況に今気が付いたらしい。しかし全くと言っていいほどに状況は混こん迷めいを極きわめている。
「また、難解な事件に出くわしましたね。まあ、名探偵として、しっかり解決してあげて下さい。被ひ害がい者しやのためにも」
『おい、耕介。見捨てんなよお。どうなってるんだよお……』
　その後、事件解決までに十分ほど通話をし、やっと解放された耕介は茶の間に戻った。
　すると今度は酔よっ払ったあすみが飛びついて来た。
「耕介ぇ！　あたしはもう決めたからねぇ」
「どうしたんだ、あすみ」
「あたしは徹てつ底てい的てきに耕介の背中追っかけるよ。二度とあんなふうに勝手にどっか行っちゃうようなことはさせないんだからねぇ！」
　怒おこったように、しかし俯きながらそう言った。
　耕介は考える。それはどういった意味なのだろうか………？
　なにやら胸のあたりがモヤモヤしたのは気のせいではないだろう。
　あすみは言いたいことを言うと、磐長の下にすり寄って行ってしまった。
「磐長ちゃん、磐長ちゃん。今度はさぁ、ツインテールにしようよぅ」
「ついんてーる？」
「かぁいいよぅ！　破はか壊いり力よく絶大だよぅ！」
「………別に、ついんてーるでも……いい」
「うっひゃっほう！」
　磐長を抱っこしながら髪をいじくりまわすあすみ。磐長もつれない態度をしながらも、決していやそうでない。やはりあすみはすごいな、と思いながら耕介は周囲を見回す。
　皆みなが口々に話をしている中、咲耶の姿が見当たらなかった。
　どこに行ったのだろうか、と咲耶を捜しに行くと、店の裏手にある縁えん側がわでぼんやりしている咲耶を発見した。
　咲耶は口に手を翳かざして小声で何か言っている。
「ですから、あれは……違うんですよ……たぶん」
（おまえー）
（絶対言ってたー）
「……………ほんとに言ってました？」
（………）
（むーん）
「なんで黙だまるんですか？」
（教えねー）
（でれーい！）
　どうやら何かの精霊の要素と話している様子だ。
「なんの精霊の要素と話してるんだい？」
　後ろから話しかけると、咲耶はビクリとして何やら急に慌てだす。
「あ、あ、こ、耕介！　ななな、何でしょう？」
　どうやら聞かれたくない話でもしていたのだろうか。
「いや、精霊の要素と話しているみたいだったから、何と話しているのかなって」
「水の精霊の要素です。なにやら、その、変なこと言ってるんで気にしないでください」
（すっごいの）
（すっごい水の量）
　気にするも何も、耕介にはなにも聞こえないわけなのだが。
　ただ、咲耶にそう言われて改めて耕介はそれを見てみたい気持ちになる。
「僕もその精霊の要素を見てみたいんだけど……やっぱり無理なのかな」
（ここにいるぜー）
（いつも君の隣となりに！）
（除じよ湿しつはするなー！）
　咲耶の目が空間を追っている。水の要素が何やら言っているのだろう。
「もしかしたら……何か方法があるのかもしれませんね。血けつ撰せんがなくても見える方法」
（へいへーい）
　水の精霊の要素は咲耶をつついたりし始める。
「その……耕介がよかったら、そういう方法……これから探していきませんか」
　俯き、呟つぶやくように言う咲耶を見つめながら耕介は考える。科学であるにしても、魔法であるにしても、もし精霊の要素が見えるということは、それはすごいことなのだ。血撰に頼たよらずしてそれが見えた時、いったいどのように科学は変わるのだろう。
　魔法とどのように関かかわっていくのだろう。
「ああ、そうだね。時間が掛かってもいい。ゆっくり見つけていこう」
「はい！」
　咲耶は嬉うれしそうにはにかんでみせる。そんな咲耶に耕介は笑いかけたい気持ちになるが、やはり気持ちだけなのだ。
　これもまた、耕介の大きな課題なのだろう。
（おいおーい）
「な、なんですか？」
（聞かなくて）
（いいのか～）
「なにをですか」
（さっきの～）
　また宙を見つめながら話している咲耶に耕介は首を傾ける。なにやら水の精霊と話すたびに咲耶の顔は赤くなってモジモジし始めるのだ。
「あ、あのですね」
「なんだい？」
「私が隔かく界かいで耕介に助けてもらった時のこと、憶おぼえてますか？」
「ん、ああ」
　咲耶は俯きながら手元を見てしまう。
「そ、その……たぶん私の夢だと思うんですけど……私、耕介になにか言いましたか？」
　ふと耕介の脳裏に、咲耶を背に『国くに之のと常こた立ちの神かみ』から脱出しようとした時の記き憶おくが甦る。
『いつか耕介のお嫁さんにもらって下さいね』
　あの時は必死になっていて、返答もできなかった。
　耕介は瞬しゆ時んじに頭の中で考えを巡らす。
　正直に答えるべきか……それとも夢であったことにしておいてあげるべきか。
　こめかみに指をあてた耕介を見て、咲耶が急に慌てだす。
「………わ、わ、私、なにか言ったんですか？　何かというか、言っちゃってたんですか？」
「あ、いや、その」
　急にそのことを考えだし、体温が上がる耕介。あんなことを言われたのは初めてであったわけだし、それ故ゆえにその言葉の力は絶大であった。
　しかしまだ咲耶は十三歳ということもある。
　幼い日の大人への憧あこがれという場合だってある。
　これから先、少しづつ大人になるにつれて考え方は変わってゆくものである。
　──ただ……。
　耕介は、俯き赤くなっている咲耶の顔を見る。
　──ただ、もしそんな未来が来たとしたら……。
　ふと耕介の網もう膜まくに咲耶の将来の姿が映り込んだような気がした。
「………あ……耕介」
　咲耶は目を丸くして、耕介の顔を見つめた。その表情は、耕介が今までに見たどの咲耶でもなかった。驚きと嬉しさと発見をない交ぜにしたような、そんな表情だった。
「どうしたんだい？」
　そう聞くが咲耶は嬉しそうに笑いながら首を横に振るのだ。
「なんでもないんです。えへへ……ほんとに、なんでもないんです」
　いったい自分は、どんな表情をしていたのだろうか？
　こめかみに人差し指をあて、耕介は首をかしげた。


《終わり》
あとがき




　このたびは拙せつ著ちよをお手に取っていただき、まことにありがとうございます！
　またお会いできましたね。内うち堀ぼり優ゆう一いちでございます。
　どうにか無事、かがまほシリーズも三巻まで書かせていただくことができました。こうして続きを書かせていただけたことは、二巻でも申しましたが、皆さまからの支えなくしては成せぬことでありました。
　この物語を書き始めたころから考えていた、一つの区切りまで辿たどりつけたことに、感謝の気持ちがはちきれんばかりでございます。この際さいだから、そのままはちきれて、日本の夜空を彩いろどる花火にでもなりましょうか？
　………やめておきましょう。汚い花火であること、請うけ合あいですから。


　ここからは謝しや辞じを。
　いつも私のチンプンカンプンな発言にも、的確な示し唆さを下さる担当の中溝様。本当にありがとうございました。（今回の打ち合わせは、迫せまりくる尿によ意ういに一回は勝ちましたぜ！）
　そして毎回ステキすぎるイラストで物語を彩って下さる百ひや円くえんライター様。ラフが上がってくるたびに小こ躍おどりしながら力をいただきました。
さらには編集部の皆さま。出版流通に関わる全ての皆さま。無事こうして出版できることに、厚く御おん礼れい申し上げます。


　そして、なによりもここまで読んで下さった皆さま！
　本当にありがとうございました！　かさねて御礼申し上げます。
　皆さまに支えていただいたこの感謝の気持ちを、再びお返しできるよう、脳みそを捻ひねり、さらに思し慮りよ思し考こうを重ね、よりおもしろい作品を作り出していけるよう精しよ進うじんしていきたいと思っております。
　もりもり書いていきますので！
　また皆さまにお会いできることを願いながら！


二〇一〇年十一月吉日　内堀優一　
◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆
〒151-0053　東京都渋谷区代々木2-15-8
㈱ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部
内堀優一 先生／百円ライター 先生
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